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　貴方あなたは曇くもりのない眼まな差ざしで、わたしを真まっ直すぐに見み据すえた。

「神とは我われらとさほど変わらない造ぞう作さくをしているのだな」

　初めてかけられた言葉。

　ああ、同じだ、とわたしは思った。

　天上から覗のぞいていた時と同じ、貴方は、誰に対しても……たとえそれが種を異ことにする存在だとしても、目を逸そらすことがない。声の調子だって少しも変わらない。

　黒く澄すんだ美しい瞳の中に、わたしを映うつしてくれる。

　貴方と視線を結び合わせてみたかったのです──と。

　そう言ったなら、貴方はなんて応ずるかしら。

　噓うそだと笑うかしら。それとも、そうかと簡単に納なつ得とくするかしら。

　貴方の瞳は揺らがないのに、わたしこそが顔を上げていることができなくて、睫まつ毛げを震ふるわせると、そっと目を伏せた。

「宙に浮いている。御おん身みは地に触ふれてはいけないのか？」

　貴方はわたしの白い髪かみの先から爪つま先さきまでに目をやると、軽く首を傾かしげた。

　いいえ。

　首を振った。おずおずと、手を伸ばす。

　すると貴方はちょっと驚いたような顔をしたけれど、拒否や嫌けん悪おを表すことなく、すぐににこりと微笑ほほえんだ。

「触れてもいいのか？」

　悪いた戯ずらめかした顔でわたしを覗きこむと、貴方はなんの躊ちゆう躇ちよもなく掌てのひらを掬すくい取った。

「俺の名は冠かむ威い。神たるそなたの御み名なを訊たずねても、非ひ礼れいには当たらぬだろうか」

　喉のども、触れる指も、切なく震えた。

　貴方はわたしの声を待っている。

　唇くちびるを開く。

【わたしは──】

　密ひそやかに、己おのれの名を囁ささやいた。
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　胸から溢あふれ出る血が、花はな菜なの衣ころもをじわじわと紅くれない色いろに染めてゆく。

　誰だれよりも早く駆かけ寄り、頽くずおれた花菜の身を支ささえた匡きよう一いち郎ろうの腕うでに、ずっしりと重みがかかった。

「花、菜？」

　本来淡あわく色づく唇くちびると頰ほおは血の気を失っている。硬かたく閉じられた瞼まぶた。力を失い、だらりと落ちる腕、指の先……。

「御み子こ!?」

「匡一郎、花菜は……！」

　傍かたわらで花菜を覗のぞきこむ、和泉いずみ高たか遠とおと榊さかき彪ひよう吾ごの声は強こわ張ばり、微かすかな震ふるえすら孕はらんでいる。だが匡一郎にふたりへと視線を向ける余裕などない。彼は食い入るように花菜を見つめることしかできなかった。

　花菜の命の息い吹ぶきを感じられるところが一部分でもあればと、匡一郎は目で、感触で、必死に徴ちよう候こうを探った。

　口元に耳を近づけたが、あえかな吐と息いきすらも聞き取れない。

　鼓こ動どうが聞こえない。

　身体からだの奥底から湧わき上がってくる激情が、匡一郎の指を戦おののかせた。

　──死。

　ぽつん、とひと雫しずく、心の中に墨すみ色いろの染しみが落ちた。その染みは、あっという間に匡一郎の内を真っ黒に染め上げてゆく。

「……っ、匡一郎？」

「おい、てめ何やらかす気だよっ!?」

　彪吾と王おう虎この声は、匡一郎の耳を素通りする。

　己おのれの内側に宿やどったどす黒いものが、匡一郎にただひとつ以外のことを考える術すべを失わせた。

　──花菜の命が奪われた。

　そう悟さとった刹せつ那な、闇やみをも席せつ巻けんする漆しつ黒こくのうねりが、匡一郎の内側から放ほう射しやされた。

「あ、あ……ああああ──っ！」

　己の何処いずこに眠っていたのだろう、重さすら感じさせる闇が、あとからあとから溢れ出す。

「匡一郎、……匡一郎！」

　彪吾に爪つめが食いこむほどきつく腕を摑つかまれても、王虎に肩を揺ゆすられても、匡一郎の魂は鎮しずまらなかった。

　齢よわい五つの、雪ゆき白しろと呼ばれていた頃の花菜。

　裳も着ぎを迎え、長く伸びた白い髪かみを美しく結ゆい上げた花菜。

　花のように淡あわく色づいた唇に初めて触ふれたのは、十五になる直前のこと。

　負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものとの戦い。

　巫み女こ装しよう束ぞくを着け、舞まい殿どので舞う姿。

　はにかむ笑顔。頰を膨ふくらませた顔。嘆なげき俯うつむく横顔──。

　十年の間に匡一郎の心に降り積もった幾いく百ひやく、幾いく千せんの花菜が、淡あわ雪ゆきのように浮かんでは消える。

　絶望は匡一郎を禍まが々まがしく彩いろどり、身体も、心も、ただ一色に塗ぬり潰つぶしてゆこうとした。

　黒いうねりは天を衝つくかのような勢いで立ち上ると共に、恐ろしいほどの勢いで地上を侵しん食しよくする。
















　夜や陰いんを照らす灯ともしびは、闇の舌先に舐なめられた瞬間に搔き消された。

「匡一郎、……痛ぅっ！」

　彪吾の手は匡一郎から溢れる闇に触れるなり、火に炙あぶられたように真っ赤に腫はれ上がった。

「龍りゆう王おうから手ぇ離せっ。荒あら御み魂たまにのみこまれる！」

　彪吾の手を強引に引ったくりながら、王虎は低く唸うなった。

「龍王、てめえが荒御魂になってどーすんだよ……！」

　己の闇が彪吾を傷つけたことも、王虎の叫びも、匡一郎の意識に届かない。今の匡一郎の心にあるのは、誰に向けていいのか分からない圧倒的な憎ぞう悪おと、半身を抉えぐり取られたかのような激烈な痛み、そして悲しみだけだった。

「……はな、な……。花、菜。花菜──！」

　血を吐くかのような慟どう哭こくが、喉から溢れ零こぼれた。

　その時だ。

　両の腕に抱きしめた花菜の内から、一ひと筋すじの光明が射し、闇を走った。

　光の筋は少しずつ闇を裂いてゆく。冷たい漆黒に包まれていたその場が一転、日にち輪りんが天上に座したかのように明るくなった。

　匡一郎の黒く塗り潰された心にもまた、光は触れる。

　温かく力強い光の洪水は、闇に囚とらわれた匡一郎を正気づかせた。

「花菜……？」

　腕に抱く恋人へとそっと視線を落とす。

　光は花菜を傷つけた白しろ御み珠たまから発せられていた。だが匡一郎の目はそちらではなく、次し第だいに赤みを帯おびてゆく頰や唇にくぎづけになる。

「御子！」

「花菜、……花菜っ」

「花菜……！」

　声は届いただろうか。

　ぴく、と花菜の指先が動く。睫まつ毛げが震える。細い吐息が零れる。そして、瞼がゆっくりと開く──。

「花、菜……」

　匡一郎の喉から、絞しぼり出すような掠かすれた声が漏もれた。

　歓かん喜きが胸を貫く。だがそれは一瞬のことだった。

「やあっと起きたか。案外寝い穢ぎたないなあ、【千ち生お音ね】は」

　それまで事の成り行きを見守っていたのだろう、上空から欠伸あくび交じりののんびりとした声が落ちてきた。

　夜空を見上げると、にい、と唇を笑みの形に歪ゆがめる猿えん鬼きの姿があった。

　片手には意識を失う羊よう魄はくを抱えている。

「千生音、とはどういう意味だ」

「どうもこうも言ったとおりだよ。さあ、千生音へとおゆき。──【炎】」

　猿鬼は小しよう篆てんの言霊を発すると、篆てん書しよの術を纏まとわりつかせた指先を、匡一郎……が抱く『花菜』へと向けた。

　──千生音。……千生、音？

　その名が、匡一郎の反応をわずかに鈍にぶらせる。だが戸と惑まどいは一瞬だった。唸りを上げて迫せまり来る炎ほのおを目にするなり、匡一郎は『花菜』を庇かばい、猿鬼の攻撃を背にまともに受けてしまう。

「──っ！」

　目の前が真っ暗になるほどの衝しよう撃げきが襲ったが、腕の中の花菜をこれ以上決して傷つけまいと、匡一郎はさらに力をこめて抱きしめた。




「猿鬼へと向かえ。──【轟水】！」

　彪吾の篆書の術は外れたが、同時に地を蹴けり空に身を躍らせた王虎は、猿鬼を逃さなかった。

「クソいけすかねえ猿鬼ヤロウをぶっ飛ばしやがれ！　──【烈破】！」

　言霊を叫さけびながら、猿鬼の横よこ面づらを殴なぐりつけた。手加減なしの拳こぶしと術を受けて、王虎より小柄な猿鬼は、ぐるぐると回転しながら遙はるか上空へと吹っ飛ばされる。

「力だけはあるなあ、王虎……！」

　頰を腫はらしながらも、猿鬼は唇を歪めて笑う。対する王虎もまた、にやりと牙きばを見せた。

「そいつを抱えたまま戦えンのか？　捨てりゃあ自由が利きくだろうに」

　羊魄にちらりと目をやった王虎だが、猿鬼はその言葉を黙もく殺さつした。そして酷こく薄はくな表情を浮かべると、下方の王虎を、次ついで匡一郎の腕に抱かれたまま微び動どうだにしない『花菜』を、眇すがめた目で見下ろした。

「おう、惚ほうけてる暇ひまはあンのかよ！」

　王虎は素早く猿鬼との間合いを詰めると、再度篆書の術を纏う拳を突き出す。それを避けた猿鬼は、意識を失ったままの羊魄をちらりと見、そうしてこの獣にしては実に珍しく、苦い息をついた。

「確かにこの役立たずがいては動きづらいな。千生音を降ろしただけで、今は満足しておこうか」

「あん？　何言ってやがる」

「千生音を滅めつするのはまたの機会に取っておくとしよう。今こ宵よいはこの辺りで失礼する」

　王虎はぴんと眉まゆを吊つり上げると、さらに猿鬼に詰め寄った。

「俺さまが逃がすと思うかよ」

「そろそろ千生音が起きるぞ。いいのか、【櫟あららぎ】？　おまえの大事な【白しろ髪かみの御子】の危機だ」

「あ？」

　彪吾の危機と言われるなり、条件反射の如ごとく地上へと視線を落としてしまう。

「また会える日を楽しみにしているよ【櫟】。──その時までおまえが生きていればね」

　あっと思った時にはすでに、猿鬼と羊魄の姿は消え失せていた。

「うぉ、くそ……！」

　迂う闊かつにも猿鬼の言葉に引っかかってしまったことに、王虎は空で地じ団だん駄だを踏ふむように足をばたつかせたが、すぐに彪吾の許へと降りていった。




　目を見開いたまま、身み動じろぎひとつしない花菜に、匡一郎は幾いく度どとなく呼びかける。

「──花菜。花菜」

　だが花菜は反応しない。ただ淡い光が全身を包みこみ、辺りを明るく照らすばかりだ。

　その姿は匡一郎にひどく嫌な予感を抱かせた。

　唯ただ人びとであるはずの花菜が光を纏うなどありえない。

　目覚めた瞬間に、花菜の命は救われたのだと感じた安あん堵どは霧む散さんし、匡一郎にできるのは、悔くやしいがその名を呼ぶことだけだ。

「御子」

　高遠が衣きぬ擦ずれの音をさせ動いたのが匡一郎の視界の隅すみに映り、間をおかず静かな笛ふえがその場に響き渡った。

「……っ、笛はやめろ！」

　その音は龍たる匡一郎を傷つけるものではなかった。だがもし、──もし花菜の内に『それ』がいたら。

　匡一郎が抱いだいた危き惧ぐ、即すなわち……。

「か、むい……」

　普段の声とは似ても似つかない──悠ゆう久きゆうの昔から言葉を発することなく過ごしてきた者が、長い長い年月を経へたのちに、ぎこちなく喋しやべったかのような……──、低く掠れた声が、花菜の唇から零れた。

　はっと息をのんだのは、匡一郎ばかりではなかった。彪吾も、王虎も、かの女め神がみの夫であるその名を聞くなり、顔を強張らせる。

「かむ、い。冠かむ、威い、……冠威」

　繰り返されるたびに、声に力が籠こもってゆく。

「花菜、花菜！」

　匡一郎は胸を裂さかれるような痛みを覚えながら、一いち縷るの望みを捨てられず、ひたすらに愛する人の名を叫んだ。

「冠威」

　はっきりと、意思を感じさせる声。強く煌きらめく両の眼は、『花菜』が完全に覚かく醒せいしたことを、その場にいた全員に教えた。

　匡一郎の腕の中からゆっくりと起き上がると、『花菜』は辺りに視線を配った。

　匡一郎、彪吾、王虎を順に見据え、そうして最後に笛を吹く高遠に目を向けると、ああ、と吐息のような淡い声を落とした。

「【冠威】」

　人の声ではない。鈴すずのように美しい音を響かせて、高遠をそう呼んだ。

　高遠は呼びかけられるなり、笛をぴたりと止めた。

　眼まな差ざしにはありありと困こん惑わくが浮かんでいるのに、高遠もまた『花菜』から目を離せずにいるようだった。

　まるで糸がピンと張ったように互いの視線が真まっ直すぐに結ばれ、次第に熱を帯びてゆく。

「【冠威、起きて。そして思い出して】」

「御、子……？」

　普段は強い意思が滲にじむ高遠の瞳が、少しずつ生気を失ってゆく。

　高遠の手が、操あやつられるように『花菜』に向かって伸びてくる。『花菜』もまた同様だ。焦こがれる眼差しを高遠へ凝らし、身を寄せていく。

「花菜！」

　己から離れ、別の男へと添おうとする『花菜』を、匡一郎の苦痛に満ちた声が止めた。そして行かせまいとその華きや奢しやな肩を摑み、自身へと引き戻す。

　その時『花菜』の双そう眸ぼうがカッと見開かれ、目を閉じずにはいられないほどの暴力的な光が身体から溢れた。

「わたしに触れるな、穢けがらわしい獣が──！」

『花菜』の唇から零れたとは思えない一いつ喝かつと共に、匡一郎の身が吹っ飛ばされる。

「……っ！」

『花菜』は嫌けん悪おを浮かべた目で匡一郎を睨にらみ据えた。

「わたしに触れていいのは、わたしが愛した者だけ。醜みにくいそなたになぞ指一本触れられたくない……！」

　見るのも汚けがらわしい、声をかけることすら厭いとわしいと言わんばかりの、手て酷ひどい拒絶だった。

　眼差しのどこを探しても憎悪しか見えない……。そんな瞳を『花菜』から向けられた匡一郎は、身動きひとつできなかった。

　やはり。

　やはり花菜の身の内には……。

「──【千生音】」

　白き髪の御子の祖、女神である千生音が、花菜の内に降りてきているのだ。

　匡一郎がもっとも恐れていたことが起こってしまった。

　花菜へと降臨した女神千生音は、不快げに眉根を寄せると、きゅっと唇を引きしめた。

「わたしはもう【千生音】であることをやめたのよ。そして人として生きるためにこの娘むすめへと降りてきた。この娘の身体で、わたしは一生を終える。冠威と共に」

『花菜』は、もはや花菜ではなかった。その表情にも、声にも、花菜は感じられない。

　──花菜はいない……。

「白き龍の女神よ、我が娘を奪うことはおやめください！」

　まろぶように進み入った彪吾が、青ざめながらも強い口く調ちようで告げる。

「冠威はすでにこの世にはおりません。どうか白き龍の女神よ……！」

「もうひとりの我が御子よ、冠威ならここにいるではないの」

　すう、と千生音が指を向けた先には、高遠の姿があった。

「……高遠殿が？」

「この者こそ冠威の生まれ変わり。わたしの冠威です」

　夢みるように、女神はうっとりと目を細める。

　千年以上にも及ぶ永ながきにわたり、ただひたすらひとりの男を想い続けた女神の、妄もう執しゆうとも取れる愛情を目まの当あたりにして、彪吾は言葉を失う。

　だが匡一郎は、千生音の想いを認めるわけにはいかなかった。

「千生音、即刻花菜の内から出てゆけ。その身はおまえのものではない。花菜自身のものだ」

「これは我が娘。わたしの血を引く娘。わたしのもの！」

　千生音の叫びと呼応して、周囲を取り巻く光が、狂くるったように乱らん舞ぶした。

　光は、ただの光ではなかった。最前の匡一郎の内から溢れ出た闇のように力を持ち、千生音の怒りに感応して、触れた者に凶暴な痛みをもたらした。

「邪魔をすれば、我が御子であろうと容よう赦しやしません。御子よ、娘のことは諦あきらめなさい」

「……！」

　千生音は彪吾を一いち瞥べつすると、高遠へと踵きびすを返した。

「千生音を縛しばりやがれ！　──【縛】！」

　背を向けた瞬間に放たれた、王虎の篆書の術が千生音を直撃した。

「彪吾も龍王も甘あめぇよ。何言ったってこいつが納得するもんか。さっさとふんじばって中から引きずり出しゃいいんだよ」

　乱暴にそう言い放ちながら、王虎は縛ばくで拘こう束そくされた千生音へと足を踏み出した。だが千生音は無造作に術を振り払うと、王虎を睨みつけた。

「忌いまわしい獣ばかり、我が御子たちの周りにいるとはどういうこと。王虎、龍王、それに冠威の内にまでも」

　業ごう腹はらな、ときつく眉根を寄せた。

「中でも許せないのは、おまえ」

　千生音は高遠の胸元へ掌を向けると、とん、と突いた。

【ギャア──！】

　ごく軽い接触であったのに、その内に潜ひそむ獣──兎う執しつは絶ぜつ叫きようしながら、高遠の身体から吹き飛ばされた。

　腹を持たない兎執は、高遠から出てしまえば形を保たもつことができない。たなびく煙けむりのようにふわふわと揺れながら、兎執の目は恐怖に凍こおりついた。

「よくも澱よどんだ存在でありながら冠威に取り憑つき、汚したわね。許さない」

【う、うう……っ、高遠、高遠ぉ！】

　千生音に無理やり外に出された兎執は、必死になって助けを求める。だが高遠は、唇を開くことはおろか、生まれる前から共にいた獣に目を向けさえしなかった。

【わしの声が聞こえぬのかッ。高遠──！】

「穢けがらわしき獣、兎執を滅せ。──【烈炎】」

　千生音は花菜の白い愛刀を抜くと、容赦なく兎執へと篆書の術を差し向けた。

【ア、ア、……ァアアア──ッ】

　煙のような身の兎執は言霊の炎に触れた途端、バラバラにちぎれ飛んだ。だがそれでも兎執という存在が許せなかったのか、千生音は続けざまに攻撃を繰くり出だした。

「……っ、おやめください！」

　目の前で無む残ざんにも散った兎執の哀あわれな姿に、彪吾は思わず千生音の肩をぐいと引き寄せた。

「……邪魔をすれば御子とて容赦はせぬと言ったはずです」

　女神の眼差しは、背筋がひやりとするほど酷薄だった。己の肩に触れる手を見、次いで彪吾の面おもてへと視線を据える。

「手を離しなさい」

　千生音の言葉に、だが彪吾は首を振った。

「花菜の内から出てゆくまで離しません」

　瞬間、女神の双眸がカッと見開かれた。

「彪吾！」

「父上、離れてください……っ」

　女神の周囲にたゆたう光が鋭するどい棘とげを纏い、彪吾を取り囲むと、一斉に襲おそいかかってきた。

「彪吾っ」

　王虎が腕を引き寄せるより早く、光の棘は彪吾のこめかみを鋭く抉る。

「つぅ……っ」

　傷から溢れた血は右目に注そそがれ、視界を閉ざされた彪吾は膝ひざを折った。
















「千生音ぇ、てめえぶっ殺す──！」

　殺さつ気きを隠しもせず、王虎は千生音へと飛びかかった。

「王虎、やめろ！」

　匡一郎の叫び声を無視し、王虎は篆書の術を纏った拳を振り回して千生音に向かう。だが千生音は軽やかに攻撃を避け、一気に背後に跳んだ。

「穢らわしき獣、王虎を滅せ。──【烈斬】！」

　王虎は宙ちゆう返がえりし、千生音の鋭い攻撃を紙かみ一ひと重えで避よけた。けれど王虎の足が地に着いた瞬間を冷静に観察していたのだろう、その足元へ間かん髪はつ容いれず攻撃を仕掛けてくる。

「うぉ……っ！」

　足首を直撃され、王虎はたまらずその場に倒れ伏した。

「千生音を縛れ。──【縛】！」

　三度王虎へ攻撃が繰り出される寸前に、匡一郎の言霊が千生音を一瞬縛った。だが先せん刻こく同様に、千生音を抑えきれず、術は即座に引きちぎられてしまう。

「縛は効きかねえって分かってンだろうが、龍王！」

　だが今の千生音は花菜の内に宿っているのだ。花菜を髪一筋すら傷つけたくない匡一郎が、その身に攻撃などできるはずがなかった。

「だったらてめえは見とけ！」

　王虎は青筋を立てて喚わめきながら、千生音に摑みかかった。

「王虎、よせ！」

「王虎を滅せ。──【烈刃】！」

　指が千生音に触れる寸前、鋭く禍々しい刃やいばが、王虎の胸に深々と突き刺さった。

「う、ぐ……っ」

　篆書の刃は王虎の胸を貫き、大きな傷口からどっと血が溢れた。

「櫟あららぎ！」

「う、うう……。千生音、てめえ、やりやがったな……」

　血は王虎の胸から下を赤く染めた。それでも踏ふみ止とどまった王虎は、一歩ずつ千生音へと歩を進める。

　千生音は軽く眉を顰めながらも、少しも手を緩ゆるめなかった。

　二の刃、三の刃と容赦のない攻撃が王虎を傷つけてゆく。

「千生音を縛れ。──【縛】！」

　小篆の言霊は、匡一郎と彪吾の口から寸すん分ぶん違わず発せられた。だがふたりの渾こん身しんの術であっても、千生音を止めることはできない。

「千生、音ぇ……っ」

　血に塗まみれた王虎の手が、千生音の肩を力任せに摑んだ。

「……そうだったわね。おまえたちはわたしの呪じゆ詛そを受けた、死ねない身。わたしがおまえたちに死の安息を与えなかったから」

「な、に……ぶつぶつ、言ってやがる」

　王虎は息を弾はずませながら、華奢なその肩を引き寄せ、薄く眇すがめる千生音の目を覗きこむ。

「わたしが死を与えない限り、王虎、龍王、おまえたちが死ぬことはない、ということを思い出したのよ」

「そぉだったな、すっかり忘れちまってたけどよ。てめえにいくら傷つけられても、俺さまを滅めつすることはできねえ」

　千年を超える昔、千生音は地に降り暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした十二の神へ言霊を放った。

【貴様らに死の安息を与えぬ】

　と。

　兹の女神であり、死の女神でもある千生音の言霊は十二柱を縛った。

　だから、本来ならば神去る死ぬほどの傷を負おわされても、言霊の輪に繫がれて獣となった十二の神は、決して滅することはないのだ。

　千生音は血走った王虎の両の目を見据え、そうして静かに息をついた。

「……負の言霊の輪から外れた褒ほう美びをやりましょう。【龍王】、【王虎】。──世よ返がえりの門もんを司つかさどる我わが御たま魂しいが命ず。今よりおまえたちの身に、【死】を与えます」

「……っ!?」

【命よ巡めぐれ。淀よどまず汚れず流れ留とどまることなく、命よ環わを描えがけ。生きとし生ける者たちの終しゆう焉えんの場所、世返りの門よ開け】

　抑よく揚ようを一切排はいした千生音の声は、氷雨ひさめのように匡一郎と王虎の身に降り注いだ。

【死】を与える。

　それは正まさしく神の宣せん告こくであった。千生音が発した言霊は、違うことなく匡一郎と王虎へと届けられ、そうして──

「くっ……」

　どくん、と匡一郎の身の奥で、鼓動が熱く響いた。

　刻きざまれる音。久ひさしく忘れていた、この音こそが、匡一郎を、王虎を、本当の意味で負の言霊の輪から外はずし、千年前の己に戻した証あかしであった。

　だがそれは同時に、どれほどの傷を負っても決して絶ぜつ命めいしなかった──できなかった身から、死ある存在に戻ったことを意味していた。

「い、ってえ……」

　王虎は胸を掌で押さえる。けれど脈みやく打うつたびに傷口から噴き出した血は、その足元に血ち溜だまりを作った。

「天地に住まう者たちの別なく、生きとし生ける者たち同様に、【死】は今後、おまえたちの許へ降りてきます。王虎、おまえはすでに致ち命めい傷しようを負っている。さしたる時を経へずとも、おまえに死の安息が訪れるでしょう」

「千、生、音ぇ……てめえ……！」

『花菜』の肩が砕くだけそうなほど、王虎は指に力を込める。だが千生音は煩わずらわしげにその手を払い、突き飛ばした。

　よろめき、地に頽くずおれる王虎も、倒れた獣に駆け寄る彪吾も一いつ顧こだにせず、千生音は匡一郎へと視線を注いだ。

「龍王、おまえは我が娘──花菜を愛しているのね。おまえともあろう者が、娘を傷つけたくない、と決して仕掛けてこないなんて」

『花菜』の顔のまま、そう言ってふわりと微笑ほほえんだ。

　花菜ではない微笑みを、花菜の顔で見せられた匡一郎は、胸底から迫り上がってくる堪えようのない不快感に、きつく眉根を寄せた。

「けれどもう、この娘の心は失われてしまったわ。だからおまえも現うつし世よに未み練れんはないでしょう。王虎と共に、世返りの門へゆきなさい」

「千生音……、──花菜！」

「龍王を滅せ。──【烈斬】」

　千生音は手に持つ刀の切っ先を匡一郎の胸へと向け、冷れい酷こくに篆書の術を放った。
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　花はな菜な、と。

　魂たましいを揺ゆさぶるかのような叫さけび声が、花菜を呼ぶ。

　黄おう金ごんの光が満ちる場所に沈しずみこんでいた花菜の意識は、その声に導みちびかれてわずかに浮ふ上じようした。

　ここは……？

　明るい光が、やわらかく意識に触ふれてくる。

　まるで夢の中のように優やさしい空間だった。

　ここにいれば、わたしは傷つかない。

　猿えん鬼きが見せた紅くれない色いろの闇やみの中とは明らかに違う。だから自分は安心していていい。

　そう思い、花菜は再び意識を閉じようとした。

　だが。

　花菜。

　再び己おのれを呼ぶ声が聞こえる。

　その声が誰だれのものかも、どうしてそんなに繰り返すのかにも、思いは至いたらなかった。

　このまま眠っていたいのに。

　けれど声は花菜に安あん息そくを与えず、それどころかひどく心を騒さわがせる。

　まるで泣いているような声……。

　誰なの？

　この声を聞いていると、己が大事な何かを忘れてしまっているような気がして、焦しよう燥そう感かんが募つのってくる。

　早く早く。

　そこから昇のぼっておいで。

　急せかす声。

　やめて、起こさないで。

　けれど声はいよいよ熱を帯び、花菜を揺さぶった。

　──誰、なの？

　分からない。それなのに無視できない。無視してはいけないと思わせる。

　──名前を教えて。

　眠りを妨さまたげる声。けれどどうしても気にかかって、声に導かれるように、そろりと意識を細く伸ばした。

　と。

　──花菜。

　声と共に覚かく醒せいを促したのは、炎のような感情だった。

　あまりの熱さに、花菜はあっと声をあげ、意識を遠ざけてしまう。だがその一瞬で充分だった。

　刹せつ那な、花菜はすべてを思い出していたのだ。

　夜。京処みやこ。負ふの言こと霊だまに繫つながれた獣けもの。龍りゆう笛てき。その音ね……。

　──父上、王おう虎こ。

　そして。

『匡きよう一いち郎ろうさま……！』

　ああ、と花菜は嘆たん息そくした。

　なぜすぐに思い出せなかったのだろう。

　花菜を呼ぶ声の主ぬし。それは誰よりも慕したわしい、匡一郎ではないか。

　匡一郎の声は、初めて聞く切なさと、悲痛に満ちていた。

　今も絶えず聞こえてくる、匡一郎の声。

　耳に届くたびに、こんな声を出させているのが自分なのではと思えば、心がよじれてしまうかのように痛む。

　──匡一郎さま、今参ります。だから待っていてください。

　薄うす衣ぎぬのようにやんわりと纏まとわりつく淡あわい光の底から、じりじりするほどゆっくり浮上してゆく。

　少しでも早く目覚めたいのに、花菜を引き留めようとしているのか、光はそこかしこに絡からみつき、一寸進むのにさえ全ぜん霊れいを込めなければならなかった。

　それでも昇ることを諦あきらめないのは、誰よりも大切なひとが花菜を呼んでいるからだ。

　──匡一郎さま！

　無む我が夢む中ちゆうで光を搔かき分け、匡一郎を求めて上昇した。

　光はますます縛いましめをきつくしてくる。花菜の意識は、昇るたびに光の底へ引き戻されそうになるが、絶対に諦めなかった。

　ここで諦めたらもう二度と匡一郎には会えないことを、花菜は悟さとっていたのだ。

　花菜。花菜。

　匡一郎の声が花菜を勇気づける。そして呼ばれるたびに得た力は、次し第だいに光の拘こう束そくを凌りよう駕がしていった。

　光は少しずつ褪あせてゆく。代わって周囲を取り巻くのは、匡一郎の髪かみのような、あるいは瞳のような、美しい夜空の如ごとき闇色だった。

　闇は今の花菜にとって、決して恐おそれる色ではなかった。

　まるで匡一郎の腕に抱かれているような安あん堵どをもたらしてくれる。同時に力をも与えてくれる。

　──現うつつの世界へ。

　そこに匡一郎や彪ひよう吾ご、王虎たちの笑顔があることを、花菜は信じて疑わなかった。

　光は乱らん舞ぶし、四し方ほう八はつ方ぽうへ散ってゆく。

　光の拘束を引きちぎり、花菜の意識は一気に上昇した。

　その先にある、現の夜の闇が視界に映る。

　安堵と喜びに心を浮き立たせた花菜は、だが次の瞬間、言葉を失った。

　思い描いていた現は、どこにもなかった。

　こめかみから血を流し、視界を閉ざされた彪吾。

　胸から下を鮮せん血けつに染そめ、地に膝ひざをつく王虎。

　けぶるような生せい気きのない目で、ただぼんやりとその場に立ち尽くす高遠。

　そして目の前にいる匡一郎は、左肩から右の脇わき腹ばらにかけて、深い傷を負おっていた。

「世よ返がえりの門もんへゆきなさい、龍りゆう王おう。この身はすでにわたしのもの。おまえの愛する者はすでにない。娘がいなければ、生きている意味などないでしょう」

　花菜は混乱した。

　自分は喋しやべっていないのに、どうして声が出るのか。しかも思ってもいないことばかり。

　だがすぐに己の状態を思い知る。

　──神かみ懸がかり……、白き龍りゆうの女め神がみが、わたしの内にいる……！

「命を終わらせることができるだけ僥ぎよう倖こうと思いなさい。──死ぬことすらできなかったわたしよりましではないの」

　冷たい花菜の……否いな、千ち生お音ねの声。

　ぞっとするほど冷ひややかな調子で匡一郎へ言い放つと、千生音は血が滴したたり落ちる刀を、ブン、と振った。

　匡一郎がゆっくりと膝を折ってゆく。

　言葉はない。その双そう眸ぼうに絶ぜつ望ぼうのみを滲にじませ、虚こ空くうに目を据すえるように千生音を見上げる。

　ぞっとした。

　まさか、と心が震ふるえた。

　──匡一郎さまを斬きったのは、わたし……？

　正確に言えば、花菜に降りた千生音の手によって、だろう。だがそんなことは花菜にとってどうでもいいことだった。

　己の刀が匡一郎を斬った。

　匡一郎の双眸から、少しずつ光が失うせてゆく。

　匡一郎の命が、今まさに奪われんとしている。己の内にいる千生音によって。

　刹那、花菜は絶ぜつ叫きようした。

「いやぁっ、匡一郎さま──！」

　魂を引き裂かれるほどの痛みが溢れて止まらない。

　その痛みは神たる千生音の意識をも抑えこみ、花菜は自身の身体からだを奪い返す。

　花菜が叫んだ瞬間、今にも倒れ伏しかけていた匡一郎が、カッと瞠どう目もくした。

「──はな、な……？」

「匡一郎さま、匡一郎さ」

　夢む中ちゆうで駆かけ寄ろうとしたのに、寸前で足がぴたりと止まった。唇もまた同様だ。声を出そうとしているのに、言葉にならない。

　──……っ!?

　花菜が千生音を圧あつしたのは、わずか一瞬の奇き跡せきだった。

　気づいた時には、花菜の意識は玻は璃りでできた珠たまのような、透明で硬かたいものの中に閉じこめられてしまっていた。

　──お願い、ここから出して！　匡一郎さま……！

　力の限りに叫んでも、透明な珠は揺るぎもしなかった。

　──白き龍の女神、千生音、聞こえているのでしょう!?　わたしを出して！

【……目覚めなければよかったものを】

　意識に触れてきた声は、どこか沈んでいるように聞こえた。けれどそれは花菜の勘かん違ちがいだったのかもしれない。

　再び花菜の身体を制した千生音は、匡一郎を感情のない双眸で見据え、言霊を発した。

「龍王を滅めつせ。──【殲斬】」

　──匡一郎さま、避よけて……！

　だが叫びは声にならない。

　己の目前で匡一郎が今にも命を散らさんとするのに、止めることができない。

　花菜の心の中心が、発火するかのように絶望で熱くなってゆく。

「匡一郎！」

　術が直撃する寸前、間かん一いつ髪ぱつで彪吾の腕が匡一郎を救った。

　けれど安堵は一瞬だった。

　千生音は己の御み子こが【龍王】を庇かばうことが許せなかったのだろう、彪吾に初めて、冷ややかな目を向けた。

「邪魔は許さぬと申したはず！」

　雷いかずちの如き怒ど声せいが一帯に響き渡った。女神の声は力そのものだ。生なま身みの人である彪吾は、正面から力を受けて、その場から弾き飛ばされる。

　──ああ、父上……！

　強したたかに地に身を打ちつけながらも、彪吾は怯ひるまずに女神を見据えた。

「女神千生音よ。己が血を引く娘に、御おん身みと同じ痛みを味わわせるつもりですか。花菜の心は花菜のもの、その身も花菜自身のもの。女神のものではありません」

　彪吾の声は冷静だったが、瞳の中には、娘への溢れるほどの愛情が窺うかがえる。

　花菜は透明な珠の中で、彪吾の瞳を正面から見つめた。

　──父上、父上……。

　手を伸ばしたい。父に抱きしめてもらいたい。だが己の身体なのに、指先ひとつ自由にすることができない。

　悔くやしくて苦しくて、己の力のなさが、あまりにももどかしかった。

　千生音は、つと黙だまりこんだ。

　少し前に見せた険しい表情は影を潜ひそめ、だがそれも一いつ時ときのこと、不ふ快かいげに眉まゆを顰しかめる。

　じわり、と。

　千生音を囲む淡あわい光が瞬またたく。感情が昂たかぶれば棘とげを放ち、和ないでいればやわらかく温かいそれは、今は千生音の意に添そい、禍まが々まがしいほどに煌きらめいた。

「女神よ……！」

「邪魔はさせぬ。たとえわたしの御子であっても」

「彪吾っ」

　──父上──！

　周囲に漂ただよう棘を持つ光が、一斉に彪吾に襲いかかる。その危機を救ったのは、彼が名をつけた獣だった。

　王虎は腕に抱えた彪吾を離すと、敵意を剝むき出しにして千生音へと飛びかかった。

「そんなに人として死にてえのなら、今、俺さまが世返りの門までてめえを送ってやるよ。──【轟光】！」

「王虎を滅せ。──【烈刃】」

　王虎と千生音は、ほとんど同時に術を繰り出した。だが王虎は己の拳しか持たず、対する千生音の手には刀があった。

　その刀とう身しんの長さが、互いの命運を分けた。

　すでに王虎は千生音の攻撃を何度も受けている。その傷をさらに抉るように、千生音の刃やいばが王虎の胸に突き立った。

　──王虎ぉっ！

　花菜は絶叫した。

　自らの手が、王虎を刺した。それなのに手応えが伝わってこない。

　目の前で王虎は膝を折り、うつ伏せに倒れた。──動かない。

　──王、虎……？　王虎……、噓うそでしょう!?

　それは信じられない光景だった。

　王虎の纏まとう色が、少しずつ褪あせてゆく。

　まるで虚こ空くうに溶けてゆくかのように、その身が透き通って……。

「櫟あららぎ、……櫟！」

　彪吾の手が王虎に触れる……否、触れようとしたのに、素通りしてしまう。

「櫟……っ！」

　彪吾の、花菜の目の前で、王虎は次第に朧おぼろな影となり、やがて完全に消え失せた。

　──あ、あ……、ああ、王虎。

「……櫟」

　呆ぼう然ぜんと彪吾は彼の獣の名を呟つぶやいた。寸すん刻こく前まで王虎の身体が存在していた地へ掌を当てる。その温もりを、確かめるように。

　そこに王虎がいた証あかしがひとつだけあった。彼が身につけていた首くび飾かざりだ。

　彪吾はそれを手にすると、俯うつむいたまま立ち上がる。きつく首飾りを握にぎり、キッと女神を睨みつけた。

「今すぐに花菜の内から出ていきなさい。これ以上花菜の手を汚すことは、わたしが許さない」

　彪吾はすらりと太刀を抜いた。

　千生音はため息をついた。

「どうあってもわたしに手た向むかう、と？」

「神にとて許されない行為はありましょう」

　千生音はふっと微笑ほほえんだ。

「誰に許されなくても、わたしは構かまいません」

　刹那、彪吾は太刀を構えた。

「女神千生音へと向かえ。──【睡波】！」

「御子へ。──【飛遠】」

　彪吾の篆てん書しよの術は、過あやまたず千生音を捉えた。

　ぐらり、と千生音の身が揺れる。眠りへと誘いざなう術は、花菜の意識をも奥深くに沈みこませようとする。

　だが同時に、彪吾もまた千生音の術をまともに受けてしまっていた。

　篆書の術がぶつかった途端、この場から彪吾の姿が搔かき消された。

　──いやぁっ、父上……！

　彪吾は何処いずこへ去ってしまったのか。周囲にその姿はどこにもなかった。

　もう堪こらえきれない。自分の身体が千生音の自由にされてしまうことに。

　花菜の心は、千生音への怒りでいっぱいになる。

　大切なものを奪った女神が、憎くてたまらない。

　それは花菜に初めて芽め生ばえた、憎ぞう悪おの感情だった。

　千年以上にもわたり、嬲なぶり殺された夫……冠威を想う千生音の苦しみをも、もう慮おもんぱかることができなかった。

　痛い。熱い。

　何かを憎むことは、同時に己の心をも傷つける。憎まずにはいられない、そんな自分が辛つらくて、それでも花菜は千生音を許せなかった。

　憎悪は花菜の意識をどす黒く汚してゆく。

　──返して。わたしの身体を。……出ていって！

【諦めなさい。そなたの力では、わたしを御ぎよすることはできま……】

　千生音の声が、ふと途と切ぎれた。

　あまりにも大きく膨ふくらんだ花菜の憎悪が、千生音の意識をじわりと侵しん食しよくしはじめたのだ。

　──出ていって……！

【……っ！】

　初めて千生音がうろたえた。だがそれは一瞬のことで、女神は逆に花菜の自我をのみこもうと、光の輝き度どを上げてゆく。

　眩まばゆい光が襲おそいかかってくる。それは花菜の意識をまっさらにしてしまいそうなほど、強きよう烈れつなものだった。

　──ここで敗まけたら、わたしの心は滅する。

　許さない。ただひたすらにそう唱となえ、決して負けまいと、ますます憎しみを募つのらせた花菜だったが、やはり女神の力は強大だった。

　──あ、あ……！

【屈くつしなさい。そなたは決してわたしには敵かなわない】

　──い、や……。厭いや！

　強情な、と千生音は呟いた。そして、

【ならば消えてしまいなさい】

　ますます輝度は増し、花菜の意識は押し潰されかけていた。

　負けたくない、このまま消えてしまいたくないという想いは、圧倒的な神の力の前では本当にちっぽけだった。

　敵わない、と認めてしまっては、即座に自分は消滅する。神に歯向かうなんて無む謀ぼうだったのだ、と思いたくない。

　それでも負けまいとする気持ちは、もはや風ふう前ぜんの灯ともしびだった。

　だがその時、何かが花菜にふわりと触れた。

「花菜」

　優しく呼ぶ声。憎しみに凝こり固まった花菜の心をほとりと温める、その声……。

　──匡一郎さま。

　花菜を抱きしめる腕。耳元に触れる熱い息。千生音に乗っ取られて以来閉ざされていた感覚が、不意に鮮やかに開かれてゆく。

「匡一、郎……さ、ま……」

　匡一郎の背に縋すがる。指先が、まるで自分のものではないように震えるけれど、衣ころもをしっかと握りしめた。

「匡一郎さま！」

　千生音に奪われたくない。それ以上に、匡一郎と離れたくない。

　力では敵わない。けれど匡一郎を愛する気持ちだけは、千生音が冠威を想う心に劣るとは思わなかった。

　愛している。

　匡一郎への想いのみが、花菜の拠より所どころだった。そしてその強い想いこそが、己の身体から千生音を少しずつ排はいしてゆく。

　匡一郎の腕に抱かれた身体から、じわりと光が零れた。

【御、子……。御子、許さぬ──！】

　だが花菜が身体を取り戻しかけた瞬間、千生音は匡一郎を突き飛ばした。

　再び千生音に奪われた身は、女神の激情を映してか、双眸が赤く瞬またたいていた。

「龍王を排せ。──【殲刃】！」

　禍々しい真っ白な光が、花菜の視界を奪った。焼けつくような痛みを瞼の裏に感じ、思わず心を閉じかけた。

　やがて光が消えたことを感じ、そろりと意識を外へ向ける。

　目の前に広がっていたのは──。

　その時の絶望を、どんな言葉にして表せばいいだろう。

　心から愛する者を、己の刀が斃たおした、という現うつつを、花菜は受け止めることができなかった。

　匡一郎が倒れてゆく間、花菜は微び動どうだにできなかった。

　小さな自分。力のないわたし。

　心から愛するひとが斬り伏せられても、何もできないわたし。

　刹那。

　慟どう哭こくが花菜の全身を震わせた。
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　魂たましいを引き裂さかれるかのような娘むすめの声が、千ち生お音ねの心に触ふれる。

　悲ひ鳴めいは身体からだ中を駆かけ巡めぐり、千生音は薄うすく目を細めると、花はな菜なを透明な珠たまの内に閉じこめようと力を注そそぐ。

　けれど花菜は従わず、あらん限りの力で女め神がみに抗あらがった。

「無む駄だよ。そなたではわたしを滅めつすることはできない」

　花菜の嘆なげきは、だが少しも衰おとろえない。千生音は苛いら々いらと叫さけんだ。

「我わが娘花菜へ向かえ。──【閉心】」

　透明な珠の中に、花菜の意識を閉じこめる。けれどそうしても、花菜の嘆なげきは波のように絶えず押し寄せてくる。

　しくり、と微かすかに胸が軋きしんだ。

　だがそんな小さな痛みなどすぐに忘れる。

　目の前に冠かむ威いがいるのだ。そのほかのこと──他者の痛みなど、些さ事じに過ぎなかった。

　ようやく冠威に会えた。人の身ならば触れることもできる。共に生きてゆける。

　往おう昔せきにはできなかったことが、この身ならば叶うのだ。

　冠威の生まれ変わり──高たか遠とおは、千生音が龍りゆう王おうらと戦っている間、微動だにしなかった。

　千生音は高遠へ囁ささやいた。

　起きて、思い出して、と。

　高遠は冠威の生まれ変わりだ。

　一度人としての生を終え、生まれ変わる時に前世の記憶は封ふうじられるが、抹まつ消しようされるわけではない。魂の中に、【冠威】であったことは刻きざまれているのだ。

　だから千生音は願った。

　高遠が【冠威】であったことを思い出すように、と。

　高遠はその呼びかけに感応し、己おのが心の内を彷徨さまよっているのだろう。

　今は千生音のことが分からなくても、【冠威】が呼び起こされれば思い出す。

「冠威。──早くわたしを思い出して」

　地に倒れ伏す匡一郎の存在は、すでに千生音の意識になかった。

　千生音の目にはもう、高遠……冠威しか見えていなかったのだ。

「冠威」

　ぼんやりと立ち尽くす高遠へと歩を進めた。頰ほおに触れ、そっと身を寄せる。

　外見がどれほど違っても構かまわない。冠威の魂なのだから。

　起きて。そして以前のように、わたしを見つめて。抱きしめて。

　両手を広げ、高遠を抱きしめた。

　だがその時、腹部にちくりと刺さすような痛みが走った。

　気持ちに水を差されたようで、少し苛いら立だちを感じながら目を落とすと、帯おびに小さな匂におい袋ぶくろが結ばれている。

　中身を取り出すなり、千生音は深く眉まゆ根ねを寄せた。

「龍りゆう珠じゆ……」

　龍の性しようを持つ者は、己の身体の色と同じ珠を持って生まれいずる。

　珠の色は、夜空のような黒。匡一郎──龍王の珠だ。

　黒い珠は、千生音の目を射い貫ぬくかのように鋭い光を放つ。

　不快だった。

　千生音は珠をその場に打ち捨てると、顧かえりみることなく、高遠の手を取って歩きだした。

「冠威、少し疲れたわ。どこかで休みましょう」

　胸の奥にいるはずの花菜はもう、ことりとも動かない。

　そのまま花菜が消えてしまったとしても、女神にはなんの不ふ都つ合ごうもなかった。

　長かった夜が明ける。もう、すぐに暁ぎよう光こうが見られるだろう。

　千生音は高遠と手を繫つなぎながら、今は暗い空を仰あおぎ見た。
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　雷が落ちるような、あるいは荒あれ狂くるう野の分わきのような、そんな心こころ騒さわがす不ふ穏おんな音が夜通し鳴り響ひびいていた。

　京処みやこに住む者たちは、生きた心地ここちもしなかったのではないか。

　だがその音は夜明け前にぴたりと止まり、今は静けさに満たされている。

「さて、神々の戦いは誰だれが勝利したかな？」

　中ちゆう納な言ごん賀か茂も利とし嗣つぐはやんわりと目を細めると、御み簾すをめくる。廂ひさしまで歩を進めると、ちょうど日にち輪りんが昇のぼりはじめ、地ち表ひようを明るく照てらしだした。

　穏おだやかな陽よう光こうが、夜の闇やみを瞬またたく間に駆く逐ちくしてゆく。

　ふと、賀茂は左手にある東ひがし中ちゆう門もん廊ろうへと目をやった。門番が慌あわただしげに走るさまが見えたからだ。

　百さ々さ羅らと千せん珠じゆが帰ってきたのだろうかと、賀茂は軽く首を傾かしげた。

　だがすぐに、彼らならばわざわざ門を通らずとも、宙を飛んで邸へと戻ってこられるだろうと思い直す。

　つい先せん刻こくまで宮処を揺るがした神々の争あらそいに、百々羅──元は負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものでもある、猿えん鬼き──が敗やぶれるなど、賀茂は些いささかも考えていなかった。

　とすれば早朝に客か、と小さく唇くちびるを歪ゆがめた。

　夜明け直後に訪れるのは、さて己おのれにとってよき知らせかそれとも……。

　やがて賀茂は誰がやってきたのか知った。そしてそれが考えもしていなかった人物であったために、滅多なことでは動じない彼も、少々驚いた。

　賀茂の別邸『花の館』を守る武官が告げた来客、それは、この國の頂いただき──帝みかどからの使いであった。










　正殿に通された帝みかどの使いは、見事な銀ぎん灰かい色しよくの髪かみをした男で、落ち着いた眼まな差ざしで賀か茂もを見み据すえた。

　その男が帝の傍かたわらに侍はべる姿を、賀茂はこれまで何度か目にしていた。

　若かりし頃はさぞかし女によ性しようたちにもてはやされたであろう面おも立だちをしている。

　これまで賀茂は、この男は己おのれと同年輩かと思っていたのだが、……否いな。

　間近に相あい対たいしてみて気づいた。

　これは見た目と実際がずいぶんと離れているようだ、と。

　これまでは敢あえて隠していたのであろう、とてつもない威い圧あつ感かん。男が持つ気は、賀茂の肌はだを刺さすように刺激してきた。

　──これは思ってもみないものが釣つれたか？

　賀茂は、笑えみを堪こらえるのにずいぶんと苦労した。これまで経験したことのない高こう揚よう、だが同時に、大変に珍めずらしいことだが畏い怖ふも感じている。

　元神である猿えん鬼きと初めて出会った時にもこんな気持ちになったものだが、今回は桁けた違ちがいだ。それは恐おそらく、格の違いから来るものだろう。

　つまり目の前の人物の方が、猿鬼より力があるのだ。

　ということは、もちろん。

　──人、ではない。

　使者は、賀茂が自身の観察をしていることに気づいているだろうに、ひと言も喋しやべろうとしなかった。ただ賀茂が何を目もく論ろんでいるのか見み定さだめようとしているのか、じっと視線を離さない。

「昨さく夜やはずいぶんと賑にぎやかでしたね」

　何も言おうとしないのならば、こちらから探さぐりを入れてやろうと、賀茂はにっこりと微笑ほほえんだ。

　男はちらりと御み簾す越ごしに外へと目をやった。昨夜の騒ぎを思い出しているのか、うっすらと眉み間けんに皺しわを寄せている。そうして男は視線を外はずしたまま低く問うてきた。

「卿きようは何が起こったか、存じておるのか？」

「はて、なにゆえわたしに問われるのか、皆かい目もく検討がつきません」

「自身の本ほん邸ていが破は壊かいされたことも知らぬ、と？」

「運がいいのでしょう。先だって賊ぞくが押し入った時も今回も邸やしきにいなかったのですから」

　お陰で家人ともどもこうして無事でいられます、と賀茂は誰にともなく軽く頭を下げてみせた。

「──そなたの本宅に龍りゆうが出現したことはどう考えている。御お上かみもいたく興味を抱いておられたぞ」

　賀茂の笑みはさらに深くなった。

　やはり、と胸の内で呟つぶやく。

　歴代の帝は龍の宝たからといわれている珠を受け継ぎ、また傍らには龍を侍らすと、古いにしえからの言い伝えがあった。

　もちろんお伽とぎ噺ばなしだ。賀茂も若い頃は、存在したら面おも白しろいなと思っていても、所しよ詮せん空想の産物。龍などいるわけがないと考えていた。

　考えを翻ひるがえしたのは、猿鬼との出会いがあったからだ。

　元神が実在している。ならば帝の傍そばに『龍』がいることだってありうるのではないか、と。

　賢けん帝ていと謳うたわれながら、武家が台頭してきても動こうとしない今きん上じよう。

　本当に神たる龍が守護しているのか。

　ならば神の力で武家など一いつ蹴しゆうするのではないか。

　やはり単なる伝説か？

　賀茂は常々、朝廷と幕府が戦いくさをしたら面白いと思っていた。それは、もし本当に帝に龍がついていたとして、にもかかわらずこの現状を放っているというのなら、その理由が分かるのではないかという目もく論ろ見みがあったからだ。

　なにゆえ朝廷の、公く家げの苦く境きように、神たる龍は動こうとしない？　その真意を賀茂は知りたかった。

　白しろ髪かみの御み子こ、榊さかき花はな菜なを攫さらったのは、猿鬼が興味を示したからだけではない。白き龍の御子たる花菜を餌えさに、龍が釣れれば重ちよう畳じようと考えていた。

　──釣れたのは別の『龍』だと思っていたが。

　こうして帝の使いがやってきた。

　それは賀茂にとって願ってもないことだった。

　目の前にいる男。

　銀灰色の髪と、灰色がかった瞳。

　人に見えるが、恐おそらくその性しようは己おのれとは違う。

「御上も『龍』ともなれば、捨てては置けないのですな。ですが残念なことに、なにゆえ邸から龍が出現したのか見当もつきません」

　平然と偽いつわる賀茂の前で、男はことさらにゆっくりと瞬まばたきをし、そうして深くため息をついた。

　すう、と辺りに冷ややかな気が漂ただよう。

　まるで氷ひ室むろの中にでもいるかのような冴さえ冴ざえと凍こごえた気が頰ほおに触れ、賀茂は知らず身を震ふるわせた。浮かべていた笑みが微かすかに強こわ張ばる。すると今度は男の方が面おもてに微び笑しようを湛たたえ、薄い唇を開いた。

「賀茂卿。そなたが何を知りたいのかまた何を知っているのか詮せん索さくしようとは思わぬ。だがこれ以上【こちら側】へ首を突っ込むのは感心しない。面白がるのも大たい概がいにしておいた方が身のためだぞ」

　冷気は今や屋内を満たし、吐く息が白く弾はずむ。

　皐さ月つきとはとても思えない、まるで真冬のような寒さだ。

　震えが止まらない。

　それが、生理的な理由なのかそれとも目の前の存在に感じる畏い怖ふゆえなのか、自分でも判然としないながら、賀茂は男をしっかと見据えた。

「──お尋ねしたいことがあります」

　いつになく生き真ま面じ目めな顔での問いを、男は軽く眉を上げ、視線で、なんだ？　と促す。

「……今後武家との戦が回かい避ひできない事態に陥おちいった時、御上は──否、『貴方』はどうするか。意見を伺いたい」

「御上ではなく、わたしの意見など聞いてなんの得がある」

「貴方の意見をお聞きしたいのです」

　まるで頑がん是ぜ無い童わらわのようではないかと内心己を嗤わらいながら、賀茂はそれでも男から目を離さなかった。

　男は一度表情を消し、だがすぐに薄く微笑んだ。灰色がかった瞳が、銀色に瞬く。

　氷でできた室むろの中にいるように寒い。食いしばっていなければ、歯はがちがちと音を立ててしまいそうだ。
















「【わたし】は何もせぬよ。ここは地上。人の領域だ。御上も【わたし】の手を借りようなどとは、露つゆほども考えていまい。人が人と戦うことを、どうしてわたしが止めねばならぬ」

「──つまり朝廷が失われても構かまわぬ、と？」

「愚ぐ問もんだな。権力者とは即すなわち力を持つ者のこと。御上から力が失われた時、それが別の力ある者へ移るのは当然のことだろう」

「……戦で御上の命が奪われたとしても？」

「生きとし生ける者はいずれ死ぬ。どんな場面であろうともそれが天命なのだろう」

　男の答えは、納得できるものであったが、賀茂にはとてもつまらなく聞こえる。

「ではなにゆえ貴方は御上の傍らにおわすのでしょう」

　長命な神が単に暇ひまを潰つぶしているのか、あるいは猿鬼のように、ただ人の世が見たかった、とでも言うのか。

　だがその問いには、男は微妙に目を眇すがめた。

　少し戸と惑まどっているようなその顔が、これまで見てきた中で一番人間味を感じさせて、賀茂は内心、おや、と首を傾げた。

「そなたはよほど詮索好きなようだな。【こちら側】の事情など知っても愉たのしいことはあるまいに」

「詮索好きだからこそ、人が知らぬことを知るのが愉しいのです」

　男は二度目のため息を零した。

「それが最後の問いか？」

「はい」

「天と地はいかほど隔へだたれていようと、決して分かたれることはない。分かたれないということはつまり繫がっているということだ」

　男はそうとだけ言うと、もう仕し舞まいだとふっつり口を閉ざした。

　それだけでは完かん璧ぺきに理解することはできないが、もう答えてはくれないだろう。

「つまり人の世で凶きよう事じが起きた時、神々がおわす天にも影響が出るという意味で？」

　案の定、男は衣きぬ擦ずれの音もなく立ち上がった。

「今後はおとなしくしているのが賢けん明めいだ。命が惜おしくないというのであれば勝手にしても構わぬが」

　賀茂はにっこりと笑った。

「そうですね、そろそろわたしは見物に回った方がいいかもしれません。貴方が仰おつしやる【こちら側】にはどうやってもゆけそうにありませんし。ご忠告感謝いたします」

　男はあっさりうなずいた賀茂を胡う乱ろんげに見やったが、すぐに興味をなくしたようにふいと顔を背そむけ、座所から退出した。

　御簾が上がった途端、暖あたたかな陽気が外から入ってきた。

　廂ひさしに出ると、屋内とのあまりの寒かん暖だん差に、ほっと息が漏もれる。

　渡わた殿どのを歩む男の後ろ姿を見送りながら、賀茂はやれやれと呟つぶやいた。

「もう少し遊んでいたかったが、潮しお時どきか」

　男から淡あわい影のようなものが高く立ち昇のぼっているのが、賀茂の目にくっきりと映った。

　影はまるで昇しよう龍りゆうのようだ。──否、正しく男は龍に違いない。

　帝の傍らには本当に神たる龍がいることを知っただけで、賀茂は概おおむね満足だった。
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　花はな菜なの身を奪った千ち生お音ねと高たか遠とおが去りゆく音が、次し第だいに遠くなってゆく。だが『死』を与えられた身体からだは、匡きよう一いち郎ろうがいくら立つよう命じても、ぴくりとも動かなかった。

　──花菜……！

　内側に千生音がいようと、死ぬほどの痛つう苦くを与えられようと、花菜の身体を傷つけることはどうしてもできない。

　髪かみ一ひと筋すじの傷すらつけたくないのだ。

　和にぎ御み魂たまのままの千生音ならば、力の差はほとんどないだろう。だが匡一郎は、千生音が花菜の内にいる限り、手を出せない。

　どうしたら千生音を花菜から引き離せるのか……。

　地に倒れ伏しながら、ぎり、と歯を食いしばった。

　やっと猿えん鬼きの手から花菜を取り戻したと思ったのに、また奪われた。

　王おう虎こも彪ひよう吾ごも何処いずこへ行ったのか分からない。千生音が彪吾を滅めつしたとは思えないが、王虎はあれほどの傷を負おったのだ。世よ返がえりの門もんへと吹き飛ばされてしまったかもしれない。

　だがふたりを案じる気持ちはすぐに消え、匡一郎の思いは花菜へと真まっ直すぐに向かう。

　──花、菜。

　全身全ぜん霊れいの力を込め、匡一郎はじりじりと動きだす。両手をつき、まずは上体を起こした。その場に座りこみ、千生音を捜すが、目が霞かすんでよく見えない。頭かぶりを振って目まいを振り払いたいのに、そんな簡単な動作すらできなかった。

　せめてと息を大きく吸った途端、噎むせて咳きこんだ。と、どっと吐と血けつする。

　再び倒れそうになるところを漸ようよう堪こらえ、匡一郎は痛みに構かまわず立ち上がった。だが無茶な動きに案あんの定じよう足がふらつき、再び膝ひざを折ってしまう。

「……くそ……っ」

　こんな体ていたらくでは花菜を取り戻すこともできない。それどころかこのままここで朽ち果ててしまってもおかしくない有様だ。

　ひゅうひゅうと喉のどから厭いやな音が漏もれ零こぼれる。

　死。

　負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた千年を超える日々の中で、死に憧あこがれたことがなかったとは言わない。

　手が届かないからこそ死は甘かん美びで、何かひとつ叶かなうならば、世返りの門の内に進むことを望んでいたかもしれない。

　だがあの千年の日々は、死んではいなかったが生きてもいなかったのだと、今は思う。

　それが花菜と出会い、止まっていた刻ときが再び流れだした。

　花菜こそが匡一郎にとって生きる証あかし。

　──まだ死ねない。花菜を救うまでは。

　がくがくと震える両手で身体を支え、俯うつむいていた顔を上げた。

　すると暗くら闇やみの中に、小さな小さな光が見えた。

　ぼんやりと澱よどんだ視界の中、その光だけが鮮せん明めいだった。匡一郎は光に向けて、ゆっくりと手を伸ばしてゆく。

「……つっ」

　握にぎっていた拳こぶしを開くだけで全身に痛みが走る。それを押して、小さな光をそっと握った。

　触ふれた刹せつ那な、匡一郎はそれが己の龍りゆう珠じゆであることを知った。

　黒い珠たまは、全身に及ぶ傷を癒いやすかのように光を放ち、主あるじである匡一郎を優やさしく包みこむ。

　まるでそれは花菜の腕かいなのような温あたたかさだった。

『──匡一郎さま』

　そっと耳に触れるやわらかな声。

　幻げん聴ちようかと思いながらも、その声に縋すがらずにはいられなかった。

「花菜……、花菜！」

『匡一郎さま』

　霞む視界が少しずつ晴れる。さらには命をも脅おびやかす深い傷からも、次第に痛みが退ひいていく。

　匡一郎は胸に抱いた黒い珠に、そっと目を落とした。

　淡あわい光に包まれた珠。その光がゆるりと立ち上る。

「……」

　匡一郎は言葉を失った。

　その光が象かたどったもの──それは焦こがれ、心から欲した娘むすめ……花菜だった。

「……はな、な？」

『はい』

「花菜……」

　震える指を、光に包まれた花菜へと向ける。二寸すん、一寸と指先を近づけてゆく。だが花菜に触れたと思った瞬間、指は突き抜けてしまった。

「──！」

　慌あわてて指を戻す。もう一度。けれど花菜に触れることがどうしてもできなかった。

「……どういうことだ、花菜」

　だが花菜は困ったように眉まゆを寄せながら、首を振った。

『分かりません。……これは現うつつではないのでしょうか。都つ合ごうのいい、わたしの夢？』

　目を潤うるませる花菜を抱き寄せようとしたのに、匡一郎の腕は擦すり抜けてしまう。

　もどかしくて、匡一郎はきつく拳を握りしめた。

『わたし、匡一郎さまが千生音に討うたれてしまわれたと思って……。それなのに外に出られず、何もできなくて、苦しくて堪たまらなくて』

　白い炎ほのおのようにゆらりと揺れながら、花菜は俯いた。

『このまま外に出られず、匡一郎さまとお会いできなくなると思ったら、とても辛つらかった……』

　前が見えなくなるほど泣いて、喉のどが潰つぶれてしまいそうなほど叫びました、と花菜は囁ささやくように告げる。

「花菜」

『千生音はわたしが外に出ようとするのを抑えこもうと、玻は璃りのような透明な珠の中に無理やり封じようとしました。わたし、その中に入ってしまったら、もう絶対に出てこられないと思って無む我が夢む中ちゆうで抵抗したんです。けれど千生音の力には敵かなわなくて、その時……』

　花菜はそこで、何かを思い出すように中ちゆう空くうを仰あおいだ。そして密ひそやかに言葉を続ける。

『その時、何か、とても優しい気配がわたしに触れたのです』

「優しい気配、とは？」

『少し違うのですが、匡一郎さまの腕のような……』

　うっすらと花菜の頰ほおに朱しゆが差さすのを目にした匡一郎は、自身の掌てのひらを見た。

　掌の上には龍珠。見下ろすなり、匡一郎は己の黒い珠から花菜の姿が立ち上っていることに気づいた。

「この珠に憑ついているのか……」

　匡一郎がぽつりと零こぼすと、花菜はえっと目を丸くした。

【そのとおり。己の身体から意識を弾はじき飛ばされたそやつは、その珠にそっくり乗り移ったのじゃ】

　その時、匡一郎と花菜の背後から、一度聞いたら忘れられない、特とく徴ちようのある声がかけられた。

　ふたりして振り返ると、今の花菜とほとんど変わらない状態の兎う執しつの姿があった。

『兎執……！』

「貴様、千生音に滅せられたのではなかったのか」

　高遠の内から弾かれ、篆てん書しよの術をまともに食らっていたはずだと問えば、幼おさない兎執の顔が、くしゃりと悔くやしげに歪ゆがんだ。

【わしは貴様や王虎のように、千生音から【死】を受く前に弾かれてしもうたのじゃ！　あやつ、わしのことなど眼がん中ちゆうになかったのじゃろう】

　それが悔しいのか、煙けむり状じようでいながら兎執は地じ団だん駄だを踏ふむように、足をばたつかせる。

　兎執の望みは【死】だ。

　戦い続けることが、ほとほと厭いやになったのだと以前に言っていた。にもかかわらず、せっかく【死】を得る好機だったというのに、高遠の身体から弾かれただけの兎執は、結局今もこうしてこの場に残っている。

【龍王、貴様はこの娘の身体を取り戻しにゆくのじゃろう？　わしを連れてゆけ】

　態度も口調も偉えらそうにふんぞり返る兎執は、匡一郎がひと睨にらみすると、途端にふわふわと揺れる身体を大おお仰ぎようなほど震わせた。

【わ、わしは高たか遠とおの居場所が大体分かるのじゃ！　わしがいた方が絶対に便利じゃろうがっ】

「それは本当か」

【噓うそをついてどうする。高遠のいる場所に千生音がおるのじゃろう。……よもや高遠が冠かむ威いの生まれ変わりとは、わしも気がつかなかったが……】

『高遠殿が、冠威の生まれ変わり……、って……。匡一郎さまはご存じだったのですか!?』

「……ああ」

『どうして教えてくださらなかったのですか……！』

　ひとりだけそんな重大なことを知らなかったなんてと、花菜は憤ふん慨がいする。

「……まあ、言いそびれただけだ」

　他た意いはないと言ったものの、たっぷり含ふくみがあることは花菜にも伝わっただろう。

　文句を言いたげだったが、今はそんな問答をしている暇いとまはないと思い直したようで、

『今度から重要なことはちゃんとお聞かせください！』

　そう、ちくりと言うだけに留とどめてくれた。

「それにしても、貴様はあの男が生まれる前からその身の内にいたにもかかわらず、相当鈍どん感かんだな」

　もちろん気づいていたら、のうのうとあの男に憑いてなどいなかっただろうが、と匡一郎が鼻で笑うと、兎執は真っ赤になって気け色しきばんだ。

『匡一郎さま……。あの、仲良く、ね？』

　これから行動を共にするのだからと言い、花菜が間を取り持とうとしたが、兎執はなおも唇くちびるを尖とがらせた。

【仲良うなどしたくはないわっ。わしは、娘に身体がなければ不自由じゃろうという親切心から申もうしたのじゃぞ。もっとわしをありがたがれ！】

　甲かん高だかい声こえで喚く兎執は、だが匡一郎がもう一度睨みつけた途端にきゅうと身を縮ちぢめた。

「そこまで言うのなら案内してもらおうか」

【わ、分かったぞ。その前に寄りたい場所がある】

『どこへ行きたいの？』

【楽がく所そじゃ。そこに蘇す芳おう丸まるがおる。この姿ではどうにも落ち着かぬからな】

　兎執を先頭に、匡一郎は歩きだす。光に包まれた花菜もまた、匡一郎の持つ黒くろ御み珠たまが動く方へと進む。この珠と花菜の意識が繫がっているのは間違いなかった。

　匡一郎は進みながら、花菜をじっと見つめた。

　たとえ意識だけでも、花菜が傍そばにいてくれることが、匡一郎にとって何よりの励はげみとなった。

『……匡一郎さま、父上と王虎は……、どうなってしまったのでしょう』

　今にも消え入りそうなほど小さな声で呟いた花菜に、思わず匡一郎は手を伸ばした。

　だが、触れることはできない。

　歯は痒がゆい、けれど匡一郎は焦しよう燥そうを面おもてに出すことなく、きっぱりと言い切った。

「花菜、今は己の身体を取り戻すことのみを考えていろ」

『……は、い』

　花菜はこくりとうなずくが、不安は横顔に濃こい影を落とす。

　どうにかして元気づけたい。いつもならば優しく抱ほう擁ようしただろう。だが今は触れることはできないのだ。

　代わりに匡一郎は、掌に載せた黒こく珠じゆを撫なで、やわらかく握りしめた。

　すると、俯いていた花菜がハッと顔を上げた。彼の掌に包まれた龍珠を見、そして匡一郎へと目を向けてくる。

「どうした？」

『……あの、匡一郎さまが珠を撫でると、頭を撫でてくれたような気がしました。掌で包みこまれると、腕の中にいるような、そんな感じがしたのです』

　珠と繫がっているからだろうか。

　ならば、と匡一郎は己の龍珠を捧ささげ持つと、そっと唇を押し当てた。

『……っ、き、匡一郎さま……！』

　おろおろと顔を真っ赤にする花菜の、そんな表情はとても久しぶりだったから、匡一郎もまた久ひさ方かたぶりに微び笑しようした。

「必ずおまえの身体を取り戻そう。そして神かみ結むすび島じまに戻ろう」

『はい』

　花菜の面にはもう、憂うれいはなかった。

【貴様ら、もっと早よう来ぃや！　身体を取り戻す気はあるのかやっ】

　ずいぶんと先に進んでいた兎執が叫んでいる。

　匡一郎と花菜は顔を見合わせると微笑ほほえみを交わし、そうして歩を進めた。

　日輪が姿を現した。

　──今日が始まる。
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　夜の間中鳴り響ひびいていた音がやみ、日が昇のぼったことで、恐おそる恐おそる建物から人が出てきた。

　だが、白い髪かみの娘むすめを見た途端、誰もが小さく叫さけび、慌あわてて屋内に戻ってゆく。

　京処みやこ人びとたちは白髪の娘──花はな菜なの身体からだを奪った千ち生お音ねのことを、『白い妖あやかし』、『白はく妖よう』などと呼び恐れた。だが千生音は人々らの視線など少しも介さず、繫つないだ手の主ぬしを時折見上げては、ほんのりと頰ほおを染めて微笑ほほえんだ。

　何処いずこであろうと、そこに冠かむ威いがいれば満足だった。だがそれも、いよいよ人通りが多くなってきては、彼らの視線が些いささか鬱うつ陶とうしく感じる。

　そんな折、屈くつ強きような男たちがばらばらと走ってきたかと思うと、千生音と高たか遠とおの周りを取り囲んだ。

「白い妖だ、引っ捕らえろ！」

　そう叫んだのは、検け非び異い使しの手下である放ほう免めんらだった。

　先夜、白い妖の仲間であると疑われていた神かみ結むすび神社の神かん主ぬし、榊さかき彪ひよう吾ごが破は獄ごくした。行方ゆくえを追っていた彼らだったのだが、これまで捕らえることのできなかった白い妖──と勘違いしている千生音を前にして、早さつ速そくと縄なわを取り出した。

　千生音は周囲を飛び交ううるさい虫を見るかのように、薄うすく目を眇すがめたが、構かまわずに歩きだした。

「止まれ！」

　放免らは太た刀ちを抜いた。

　じりじりと間を詰めてくる男たちを見る千生音の目に、強い光が灯ともった。

「わたしと冠威の前に立つことは、何人たりとも許しません」

　じわり、と千生音の背から眩まばゆい光が立ち上る。

　その光に一瞬怯ひるんだ放免たちだったが、すぐに大声がかかった。

「かかれ！」

　一気に数人が千生音と高遠の許へ走ったその時、ぎぃ、と車を曳ひく鈍にぶい音が響いた。

　はっとその場にいた者たちは、音のした方を見やった。

　千生音もまた人々に倣ならって前方に目を向ける。

　牛ぎつ車しやだ。

　姿のいい牛が曳く車は、ひと目で高貴な者の身分を示すように、美しく飾られている。車は放免と千生音のちょうど真ん中に割って入った。

「ありゃあ唐から車ぐるまじゃないか？」

「……えっ、ということは！」

　ざわめく民の中に車は遠えん慮りよなく進む。

　唐車とは、この國くにの一番の権力者の縁ゆかりに連なる者でなければ乗れない車だ。

　中から降りてきたのは、小こ直衣のうし姿の男だった。

　年の頃は三十代後半、総銀ぎん灰かい色しよくの髪と灰色がかった独特な目をしている。

　男は従じゆう者しやに、放免らを退しりぞかせるようひと言告げると、真まっ直すぐに千生音へと向かった。

「女めの龍りゆう最後の一ひと柱はしらともあろうおまえが、ずいぶんとみすぼらしいなりをしているな」

　千生音はちらりと眉まゆを顰ひそめ、そうして苦く唇くちびるを開いた。

「──劫ごう龍りゆう」

「おまえに話がある。来なさい」

　千生音に劫龍と呼ばれた男は、抑よく揚ようのない声で告げた。だが千生音は拒絶するように首を振る。

「従わずば今すぐにその男の首を刎はねるが？」

　劫龍はすう、と指先を高遠へと向けた。

　千生音は一瞬劫龍を睨みつけたが、灰色がかったその目に、一切の感情が浮かんでいないのを見て取るなり、ため息をついた。

「何処いずこへ？」

「内だい裏りだ」

　素っ気なく答えると、早くしろと促す。

　千生音は高遠の手を引くと、車へと乗りこんだ。










　内だい裏りと劫ごう龍りゆうは言ったが、向かったのは閑かん院いん──俗ぞくに里さと内だい裏りと言われているところだった。

　内裏は過去から今に至いたるまで、幾いく度どとなく火事に見舞われている。その都つ度ど仮の内裏として、帝みかどの后きさきの実家や有力貴族の邸やしきが召めし出された。これを里内裏と呼ぶ。

　それが繰り返されていくうちに、やがて帝は晴れの日の行事以外は里内裏で過ごすようになった。

　劫龍に連れられて、千ち生お音ねと高たか遠とおはその里内裏に足を踏ふみ入れたが、出迎えた女によ官かんたちは、血と泥どろに塗まみれた千生音の姿に目を剝いた。

「お、御上の御ご座ざ所しよにございますよ！　不浄にござります……！」

　だが騒さわぎ立てる女官らを、劫龍は冷ひややかな眼まな差ざしで一いつ喝かつする。

「騒ぐな。ここは御上から好きに使っていいと許しを得ている。血で汚れた衣ころもは即そつ刻こく燃やせ。そしてこのふたりに別の召めし物ものを」

　劫龍の言葉に、女官らは不服をのみこんでうなずいた。

　劫龍は、終わったら己の許へ案内するよう言い置いて奥へ入った。

　千生音は女官三人の手により、何枚もの衣と、紫を基調とした、豪ごう奢しやな小こ袿うちぎを着せられる。髪かみも美しく整えられると、最後に檜ひ扇おうぎまで持たされた。

　同じように直衣のうしに着替えさせられた高遠と共に、女官に案内され劫龍が待つ座所に向かった。

　簀すの子こ縁べりを渡りながら庭に目をやれば、今を盛さかりと美しい花々が咲き誇ほこっている。

　地上に降りて、千生音は初めて花を見たような気がする。

　花はな菜なの身体からだを奪って以来戦い続けていたのだから、花を愛めでる余裕などなかった。

　庭に配された花は、野に咲くものよりずっとおとなしい。

　美しいがあまり好きではないと、千生音は花々から目を逸そらし、隣を歩く高遠の手をぎゅっと握った。

　案内された対たい屋のやに入ると、人払いののちに、すぐに背後の御み簾すが下げられる。

　劫龍は小袿姿の千生音を一いち瞥べつするなり、少しは見られるような姿になったなと素っ気なく言った。

　仮とはいえ帝がおわすのに相応ふさわしい、美しい室しつ礼らいだ。物もの珍めずらしさも手伝って、千生音はちらちらとあちこちに目を向けた。

「座りなさい」

　繧うん繝げん縁べりの畳の上に置かれた茵しとねを指し示された千生音は、素直に腰を下ろした。

　互いに見やった時間は、ほんの一瞬だ。千生音は劫龍と再会するとは思っていなかったし、劫龍もまた地界で千生音と見まみえるつもりはなかっただろう。

　劫龍は名でも分かるように、千生音と同種の龍を性しように持つ男おの龍りゆうだ。

　神龍は千生音を含め六む柱はしらしかいない。

　劫龍はその中でも、二番目に年を経へた龍だった。

　人ひと形がたを取る際の髪と同じ、冴さえ冴ざえとした月を映うつした清し水みずのような、銀ぎん灰かい色しよくの龍体を持つ。

　なにゆえ地上に降りてきているのかといえば、劫龍は人と天を繫つなぐ役目を負おっているからだ。彼はその時代その時代で、人の頂点に君臨する者の傍かたわらにいる。

　それは遙はるか昔……人と神が争うことが儘ままあった頃からの法のりだった。戦いの平へい定てい後、今後人が天へと弓引かぬようにと、劫龍は監視役としてこの世へ降りたのだった。

　もうずいぶん長く人と共に在あるのに、劫龍は天上にいた頃と少しも変わっていない。

　素っ気ない物言いも、ともすれば冷たいと感じさせる眼差しも。

　人に対しても決して心許してはいないのだろう。

「千生音、おまえはまだこの男を諦あきらめていなかったのか」

「……諦める、とは？　わたしはそれほど心移ろいやすい女ではありません。龍たる性を持つ貴方あなたならば理解できましょう」

「理解できるできないの問題ではない。おまえのこの男への執しゆう心しんがすべての始まりであるのに、それでもまだ頑がん迷めいなことを言うか」

　ふつり、と千生音の感情が湧わき上がった。だがそれを抑えこむと、心静かで在るように努める。

「世よ返がえりの門もんはいかがする。おまえがあの場所を守らなければ、門が開いてしまうことは承知しているだろう」

「……誰かが代わればいいでしょう。わたしが生じてからすでに幾いく年としが経ったとお思いです。別の者が司つかさどってもいいではありませんか」

「おまえが生きている間は、おまえ以外の者が世返りの門番をするわけにはいかぬ」

「龍たるわたしを、わたしは捨てました。もうあの場所には戻りません！」

「……千生音」

　頑がん是ぜ無いことを言う千生音に、劫龍はほとほと呆あきれたとため息をついた。

「頼んでいるのではない。命じているのだ。即刻狭はざ間まへ戻りなさい」

「厭いやです」

　頑かたくなに千生音は首を振り続けた。

　ぎゅっと拳こぶしを握り、劫龍から目を逸らすときつく唇を嚙かんだ。そんな千生音に、劫龍はぽつりと呟いた。

「──変わったな、おまえは」

「……」

「冠威と出会う前は、慈じ愛あいに満ち、誰に対しても惜おしげもなく愛情を注そそいだ。──それが今のおまえはどうだ。己おのれの血を引く娘の身体を乗っ取り、息子は彼方かなたへと吹き飛ばした。例の十二神ならば、煮るなり焼くなり生かすなり殺すなり、おまえの好きなようにすればいい。だがなんの関係もない娘や息子まで巻きこみ、それでもなお冠威と共に在りたいなどと願うとは……」

　劫龍の言葉が千生音の胸に突き刺さる。だが傷は、己の一番の望みの前では浅いものだった。

　誰になんと言われようと、千生音は冠威から離れるつもりはない。千年待ったのだ、もうこれ以上耐え忍ぶなんてたくさんだ。

　あくまでも従おうとしない千生音に、劫龍はわずかだが声を荒らげた。

「その男もそうだ。いくら魂たましいが冠威であるとはいえ、今は違う人間だ。生まれも育ちも関わってきた人々もみな違う。別の人間なのだぞ。以前のようにおまえを愛するとは限らない」

　しばし沈黙していた千生音だったが、その言葉にはキッと眦まなじりを吊つり上げた。

「この者は冠威です。姿が変わっても、この者の魂には冠威が刻きざまれているのです。わたしを思い出してくれさえすれば、絶対にわたしの想いを受け止めてくださるわ……！」

「そうしておまえがおまえの娘の身体を奪ったように、この男のこれまでの人生を冠威に横取りさせるのか。……慈愛の神が聞いて呆れる」

「……っ」

　劫龍は千生音の心に揺さぶりをかけてくる。

　もともと千生音は、人ひと贔びい屓きの神だった。同族の神よりも人を、彼らの生いき様ざまを、その営いとなみを愛した。

　そんな己が、冠威への愛だけを胸に掲かかげ、他者を容よう赦しやなく切り捨てようとしている。

　劫龍の言うように、自分は変わった。

　だがそれでも、どうしても……。

　冠威を想うことだけは捨てられない。

　冠威が千生音にとってすべてなのだ。

　ぐっと唇を嚙みしめながら再び口を閉ざした千生音を、劫龍はじっと見つめた。

「千生音。おまえの不在で、世返りの門はすでに開きはじめている。そのうち門を守る冥めい現げんの風を突とつ破ぱした腐ふ者しやが地に降りてこよう。あれは人々を容赦なく襲い、京処みやこは混乱をきたす。腐者ばかりとなったこの地で、おまえは冠威だけを見て、平穏に暮らせるとでも思っているのか。……よく考えてみろ」

　劫龍はそう言い置くと立ち上がり、その場に千生音と高遠をふたりきりにした。

　俯いた千生音は、温もりを求めてそっと高遠へ手を差し出す。

「冠威……」

　高遠は女神の言葉を受けて、己の奥深くへと思考を沈ませている。だから千生音の声は、今は聞こえない。

「早く、早く思い出して。冠威……」

　隣に座ったまま微動だにしない高遠の胸に、千生音は縋すがりついた。

　真新しい直衣に、千生音は頰を擦り寄せる。

『女神は甘えることが好きなのか？』

　ならば存分に甘やかしてやろう。そう言って躊ちゆう躇ちよなく抱き寄せ、触れ、愛してくれた人。

　どうして幸福を願ってはいけないの？

　冠威と幸せになりたい。そう願うことがいけないこととは思えない。

　──そのために他者を犠ぎ牲せいにしても？

　劫龍の声が耳に木こ霊だまする。

　静かな声は、だが千生音に淡い痛みを与え続ける。

「思い出して……」

　千生音が縋れるのはひとりだけ。

　未だ己を思い出してはくれない男──冠威だけ。

　千生音は繰り返す。

　どうか早く思い出して、と。
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　楽がく所そに身を寄せていた蘇す芳おう丸まるの中に入った兎う執しつは、ちらりと匡きよう一いち郎ろうの姿を見上げ、厭いやそうに眉まゆを顰ひそめた。

「龍りゆう王おう、その姿のまま向かうのかえ？」

　匡一郎の衣ころもは、戦いの惨さん状じようを想そう起きさせるように、そこかしこにべったりと血がついているうえに、太た刀ちで斬きられ無む残ざんな有あり様さまだった。

『それに匡一郎さま、傷の手当てをしなければ』

　己おのれの身体からだがしでかしたことだと思えば、花はな菜なの声は小さく萎しぼんでいってしまう。

「傷は珠の癒いやしに触ふれたからもう大丈夫だ。だが確かに、この格好で外を歩き回ったら人の目につきやすいな」

　沈む花菜を元気づけようとしてくれているのだろう、匡一郎は笑えみを見せる。そして室内にあった、高たか遠とおのものと思しき小こ袖そでと袴はかまを適当に選んで身に着けた。

　身み支じ度たくを調ととのえ、花菜たちは楽がく師しらの目に触れる前に、早々に室へやをあとにする。

　だが早さつ速そく、と高遠の気配を辿り兎執が先頭に立って歩きはじめたと同時に、それまで晴れ渡っていた空が、一転俄にわかに搔かき曇くもった。

　厚い黒雲は日にち輪りんを隠し、巳みの刻こくを少し過ぎたばかりだというのに、辺りは黄たそ昏がれたように薄暗くなってゆく。

「なんじゃ、あれは」

　気き味み悪げに兎執が呟つぶやくが、花菜もまたひどく心が騒さわいだ。

『……匡一郎さま』

　不安がそのまま声に乗ってしまう。匡一郎も真顔で花菜を見み据すえた。

　匡一郎は上空を仰あおぐ兎執の耳を摑むと、ぐいぐい引っ張った。

「なっ何をする龍王、痛いではないかっ！」

「早く千ち生お音ねの許へ案内しろ。あれが来る前に」

「あれ？　ちょ、龍王貴様手を放しやっ！　あれとはなんじゃっ」

　兎執の問いに、匡一郎は半なかば走りながら深くため息をつく。

「貴様は本当に元神か。あれが分からないとはつくづく鈍どん感かんなのだな」

「わしを愚ぐ弄ろうするかっ!?」

「愚弄ではなく事実だ。あれは災わざわいをもたらすもの、よくないもの。──いずれ降ってくるぞ」

『降る？　匡一郎さま、それはいったい……』

　兎執と同じく、花菜には匡一郎の言っていることが少しも分からなかった。

　ただますます心は騒ぎ、空もどんどん暗くなってゆく。

　刹せつ那な。

　ドォォォン──ッッ！

　耳をつんざく轟ごう音おんと共に、天と地を一いつ閃せんの光が繫つないだ。

『きゃあっ』

「うぉ……っ！」

　花菜と兎執は叫びながらぎゅっと目を閉じた。

　もちろん花菜たちばかりではない。大だい内だい裏りの前、幅はば十七丈じようほどもある二に條じよう大おお路じを歩いていた者たちは皆、音と光に仰ぎよう天てんして、その場に座りこんだり頭を抱えたりしている。

　光は雷かみなりのようでいて、明らかに違った。

「来るぞ！」

　危険を告げる匡一郎の声に、花菜は慌あわてて視界を開く。

　落光は一度だけではなかった。二度三度と続けざまに地に落ちてくる。

　光は聞く者の胸を騒がす、恐おそろしげな音を連れてきた。

　音もまた、雷らい鳴めいによく似ているが違う。

　背筋を、肌はだを、心の内までを、不快な感触が撫なで擦さすってくる。それは地底に蠢うごめく虫が這はうかの如くで怖おぞ気けが立つ。

『匡一郎さま、あれを……！』

　花菜は上空を仰ぐなり叫んだ。

　ぼとり、と泥どろの塊かたまりのようなものが、天から……黒雲から落ちてきた。

　それは地に叩たたきつけられ、かと思うと──、

「なんじゃあれは……、は、うぎゃぁ！」

　兎執が頓とん狂きような声を出したが、花菜も『それ』を見た途端、悲ひ鳴めいをあげる。

　黒い泥の塊のようなそれが、うねうねと動きはじめたのだ。そして聞くに耐たえないおぞましい粘ねん着ちやく音おんを響ひびかせると、ぞろり、と立ち上がった。

　全身に厚く泥を被かぶった人間のような『形』をしているその『もの』は、腐ふ臭しゆうを撒まき散らしながら、腕うでらしきものを花菜へと伸ばしてきた。

『き、匡、一郎さ……、や、いやぁっ！』

「花菜、見るな」

　匡一郎の言葉に従った花菜は、慌ててぎゅっと目を閉じ、匡一郎の胸元へと顔を伏せた。

『匡一郎、さま……あ、あれは？』

「腐ふ者しやだ」

　腐者……、と花菜は繰り返す。初めて聞く言葉だった。

「世よ返がえりの門もんが開いたのだろう。あれはそこからやってきた、すでに命を失った者たちだ」

　それはつまり、死者、ということか。

『い、命を失った人々は皆あのようになるのですか』

　腐者は一体のみに留まらず、ぼとりぼとりと次々に黒雲から落ちてくる。

　視界に入れることすら耐たえがたい造ぞう作さくで、息もできないほどの悪臭を撒き散らす。自分も絶命したら、あのような姿になるのだろうか？

　花菜はぞっとした。

「あれは己おのれの命がすでに失われたことを認めようとしない者どものなれの果はてだ。本来ならば世返りの門を通ったら、次の命に生まれ変わるまで『世よ床どこの間ま』へと向かう。あれは門の内側に張りつき、再びこの地に戻る機会を狙ねらっていた者たちだ」

「吞のん気きに解説などしている暇いとまはないじゃろうっ！」

　すでに二條大路には幾いく体たいもの腐者が立ち上がり、逃げ惑う京処みやこ人びとたちに伸しかかっている。

　地獄絵図のような悪夢が、そこかしこで起こっていた。

　腐者の顔と思おぼしき場所には、ぽっかりと空いた眼がん窩かと口。組み敷いた京処みやこ人びとに食らいつこうと、カアッと口を大きく開いた。

『匡一郎さま！』

　目の前の惨さん劇げきに、花菜は思わず叫さけんだ。

　その声を受けて、匡一郎は太た刀ち風かぜと共に、京処みやこ人びとに襲いかかる腐者を一刀両断する。

　兎執を先頭に走りながら、匡一郎は目についた腐者を片っ端から斬り伏せた。

「人なぞ放っておきや！　世返りの門が開いたままだと、この地は腐者で溢あふれ返ってしまうということじゃろう。どうするんじゃ……、ぎゃっ」

　目の前に落ちた腐者は、形を取るなり兎執に襲いかかってくる。その腐者をあっさり斬ると、匡一郎は小さく舌打ちをした。

『匡一郎さま？』

「ゆくぞ」

「え？」

　匡一郎は兎執の入った蘇芳丸の腕を摑むと、有う無むを言わさず身を浮かした。

「うぉあっ！」

『匡一郎さま、ですが人が……！』

　このままでは京処みやこは腐者たちに席せつ巻けんされてしまいますと叫ぶと、

「あれを見ろ」

『え……、あっ』

　匡一郎が指し示した方から、検け非び異い使しや、太刀や弓を携たずさえた武官の一団がやってきた。彼らは腐者を前にして、一瞬は怯ひるんだものの、すぐに次々と斬り伏せてゆく。

「腐者はあの者たちに任せよう」

　ぐんと上昇すると、匡一郎は空から降ってくる腐者の塊を避けながら、一気に空を飛んだ。

「早く千生音のいる場所へ案内しろ」

「い、行き過ぎじゃ、龍王！」

　あそこじゃ、と兎執が指した先は、二條大路に面した里大裏──閑かん院いんであった。










　閑院と御所は程近い場所にある。

　あそこに千生音はいるのだ。

　花菜は気を引き締め、眼がん下かに広がる邸を見下ろした。

　──何ど処こにいるの、千生音。

　花菜が京処みやこに連れて来られて以来目にした、いくつかの貴族の館……賀茂邸や丹羽邸と比べて、遙かに建物の規模が大きい。

　正門の直線上に、殿舎が広がっている。その背後にもいくつか建物が見えた。

　左手に御み車くるま寄よせ、右後方には池。周囲の築つい地じ塀べいの内側には、枝振りの良い木々が植えられている。白や藤ふじ色といった、優しい色合いは花々だろう。

「何処いずこにいるか分かるか、兎執」

「少し待ちや。……左手じゃ」

　兎執は正殿の母も屋やから、少し奥まった左側を指し示した。

　その言葉を受けて、匡一郎は一気に急降下した。だが上空一反ほどで、ぴたりと止まる。

『匡一郎、さま？』

「いかがしたのじゃ、龍、お……」

　不審に眉を寄せた兎執は、言葉の途中でひゅっと喉のどを鳴らした。

　目の前にいきなり、何者かが出現したのだ。

　花菜もまた突然のことに、小さく声をあげた。

　初めて見る顔だった。

　父彪ひよう吾ごとさほど変わらない年齢に見えるが、見事な銀ぎん灰かい色しよくの髪だ。

　シンとした清せい冽れつな気を持つ男は、兎執と匡一郎に目をやったあとで、炎ほのおのように揺ゆらめく花菜をじっと見据えた。

「劫ごう龍りゆうか」

　ぽつりと匡一郎が呟つぶやいた、それが男の名だろう。

　──劫、龍？　龍。匡一郎さまや千生音の同どう胞ほう？

　男──劫龍は花菜から匡一郎に視線を戻すと、ひやりと冷気が漂ただようような笑みを浮かべた。

「ずいぶんと成長したものだな、龍王」

　低い声は、音そのものが力を持つかのように重く、心にずしんと響く。

「思ってもみなかった者と見まみえ、驚いているのか？」

　笑っているように見えるのに、花菜の心はひっきりなしに恐怖を訴うつたえる。

　圧あつ倒とう的てきな力。

　千生音を前にした時と同じく、相あい対たいしただけで心の底から震えが走る。

　だが匡一郎は軽く眉を顰めるだけで、劫龍の波は動どうを撥はね除のけた。

「いまさらおまえが干かん渉しようしてくる理由が分からない。千生音との争いにも、俺たちが不死となり負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた時にも、一度も口出ししてこなかったではないか」

　なにゆえ今この場に姿を現した、と匡一郎の語気は強い。だが劫龍は匡一郎の怒りをさらりと流し、ゆったりと腕を組んだ。

「おまえたちだけの問題ならば、わたしだとて口を挟むつもりはなかった。おまえや王おう虎こ、そこにいる兎執らが莫ば迦かをして、結果千生音に死ぬ以上の痛苦を味わわされようと、わたしや天に住む者たちにはなんの関係もないからな」

　劫龍の声も言葉も、匡一郎と同族だとは思えないほど冷たいもので、花菜は知らず、唇を引き結んだ。

　──同じ龍でしょうに、どうしてそんなに冷たいことが言えるの？

「だが千生音が世返りの門前から動くとなれば、話は別だ。死の女神であるあれは、命ある限り門の前にいなければならない。おまえも見ただろう。すでに腐者たちが京処みやこに落ちてきている。帝みかどは武官らをあちこちに向かわせたが、彼らの力で腐者をすべて滅めつすることなどまず不可能だろう。──そして腐者が向かうのは、人の世ばかりではない」

「……」

『……どういう、ことです？』

　ふっつり黙りこんだ匡一郎を見上げると、彼ではなく劫龍が口を開いた。

「元人だった腐者は人の世に落ちる。そして元神は神の世に上るということだ」

　劫龍の説明は端たん的てきだった。

　──つまり命を落とした神がいたとして、その神が世返りの門から出て来たら、人の世ではなく天上へと向かう、ということ？

　そしてそれは神々にとっては厄やつ介かいなことだと、そういう事情だろうか。

「ならばさっさと千生音を世返りの門前に連れてゆけばいい。劫龍、おまえほどの力があれば容た易やすいだろう」

　劫龍は軽く肩を竦すくめると、口元に皮肉を滲にじませた。

「戻れと言って戻るような女めの龍りゆうかどうかは、おまえもよく知っているはずだが？　それに今無理やり連れてゆくということは……。そこの娘──おまえの大事な娘の身体ごとになる」

「──」

「もちろんその途中で、人の身などばらばらに砕くだけ散るであろうな」

『……っ』

　言葉を失う花菜と、悔くやしげに目を眇すがめる匡一郎の前にあって、劫龍はさほどの焦あせりを見せなかった。

「娘の内から千生音を出せるのならばやってみろ。時は迫っているが、まだ待てる。──わたしがおまえと見えた理由は、千生音とは別にある」

　何を、と花菜は厭いやな予感に思わず匡一郎の衣に手を伸ばした。だが身体を持たない今の花菜の手は、匡一郎を擦り抜けてしまう。

『ぁ……』

「龍王、おまえは此こ度たびの騒ぎが収まったら天上に戻れ。おまえだけではない。今地上にいる、一度は【神】と呼ばれた者たちは皆──もちろん、未だ負の言霊の輪に繫がれている獣どももだ──、もう二度と地表に足をつけることを許さぬ」

　その言葉には、花菜はハッと顔を上げた。

　花菜ばかりではない。それまで匡一郎の背後に隠れていた兎執も、匡一郎自身も息をのみ、劫龍へと視線を注いだ。

「──おまえに命じられる筋合いではないな。俺は、それこそ二度と天には戻らない」

「天上にいる全ての神の総意だ。今後人との接触は断て、とな」

「その総意に従わなければならないと？」

　ふん、と匡一郎は鼻で笑った。

「従わずば、おまえの大事な娘の命はないものと思え」

　劫龍の酷こく薄はくな声に、花菜が何事か言う前に、匡一郎の内からごうと気が溢あふれ出した。

　それは夜の闇を写し取ったかのような漆しつ黒こくの揺らぎで、周囲をぐるりと取り巻く。

　漆黒の気は匡一郎の力の強さを表している。触れるまでもなく壮絶な圧迫感を覚えて、兎執は堪たまらず身を丸めて防御の姿勢を取った。だが劫龍は、匡一郎の気を前にしても、少しも動じていない。

「花菜に指一本触れてみろ。八やつ裂ざきにしてやる」

『き、……匡一郎さま……』

「よく話を聞け。天の総意だと言っただろう。おまえが神しん意いに逆らってでも地で暮らしたいというなら好きにすればいい。だがその娘には神龍を惑わしたとして、罰がくだる。わたしを八つ裂きにしたとしても、娘は命ある限り天から呪われるのだよ」

「──」

　匡一郎は怒りのあまり言葉を失っているようだった。

　花菜もまた、劫龍の言葉に衝しよう撃げきを受けて、炎のようにゆらりと意識を揺らす。

『……どうして天上に戻らねばならないのですか』

　小さな声で問うた花菜へ、劫龍は冷ひえた眼まな差ざしを据えた。

「天上に住む神々が、種も命めい数すうも違う人と交わらんとするから今回のような騒ぎが起きた。だから今後一切神は人に干渉せず、今地にいる神は本来己が住む場所である天へと戻れと、そう言っているのだ」

　双眸同様に、劫龍の声もまた冷ややかだった。

「龍王、おまえも千生音も、なにゆえそれほどに人に惹ひかれるのか、これほど生きていてもわたしには理解ができぬ。……だがその想いこそが、今回の騒動の元となった」

　静かで抑揚がないのに、劫龍の声は地鳴りのように響き渡る。それは聞く者の心を圧あつ倒とうするが、花菜は何か思う間もなく唇を開いていた。

『千生音は……ただ愛しただけです。想いは誰にも、自分ですら止められないのです』

　王虎を、そして彪吾に危害を加えた千生音を、花菜は許せなかった。

　心が憎悪で占しめられたのは、ほんの数刻前のことだ。

　けれど千生音の冠威への想いは、花菜が一番理解しているように思う。

　千生音の娘だからというだけでなく……きっと、己の身を顧かえりみることもないほど人を愛した者ならば、千生音がどんなに自分本位だと分かっていても、心底憎みきることはできないのではないか。

「それゆえに誰を傷つけてもいいと、おまえは言うのか。千生音はおまえの身体を奪い、意識を弾き飛ばしたのだろう。このまま千生音に身体をやっても構わぬのか」

　視線を向けられただけで、太刀の切っ先を突きつけられたように背筋が震える。けれど花菜は怯まなかった。

『わたしも匡一郎さまをお慕したいしています。たとえ天上におわすどれほどの数の神々に、匡一郎さまの手を離せ、さもなくば命はないと咎とがめ立てられても、決して離しません』

「花菜」

　目を瞠みはる匡一郎を見上げて小さく笑った。

『神々と比べ、人など息い吹ぶきひとつで消し去れるほどに小さいのでしょう。けれどわたしは、どんなに責め立てられても、匡一郎さまを想うことはやめません』

　今、花菜は匡一郎に触れることはできない。だからあらん限りの思いを込めて、匡一郎を見つめた。

　匡一郎の掌が、花菜自身に触れられない代わりにか、黒珠を優しく握った。

「命を失ってもか」

『命を懸けても』

　きっぱりと言い切ると、劫龍は力ある眼差しで意識体の花菜を見据え、容赦なく押し潰そうとしてくる。だが決して俯かない。

「力なき人の戯たわ言ごとにしか聞こえない。だがまあ、身体すら奪われたおまえが千生音とどう戦うのか見届けてやろう」

　劫龍は一気にその場からさらに高域へと飛んだ。

「龍王、おまえと千生音、どちらの想いが強いかわたしは見物していよう。好きなようにすればいい」

　その言葉の間に、劫龍は花菜の目では追えないほど上空へと昇ってしまった。

　姿が完全に見えなくなった瞬間、花菜は青ざめた面おもてで細く息をついた。

『──匡一郎さま……』

　今になってがくがくと震える。身体があれば、力が抜けて立っていられなかっただろう。

「劫龍にあれほどのことが言えるとはな」

　匡一郎はやわらかく目を細め、握った黒珠を癒すようにそっと撫でた。

　身体はないのに、そうされるとくすぐったいような感覚が走るから不思議だ。

　やはり珠と今の自分は繫がっているのだろう。匡一郎のものである黒御珠と繫がっている……。それが今は嬉しい。

「無茶はするなと言いたいところだが、嬉しかった」

　匡一郎はそう言うと微笑した。

『……そう、ですか？』

　力弱き人間の戯言と嘲あざけられても、劫龍に告げたのは、噓うそ偽いつわりのない、掛かけ値ねなしの本音だった。

　──千生音とわたしは同じ想いを抱いている。

　千生音が為したことに対し、花菜は憤いきどおらねばならないのに、改めてそう考えてしまうと、怒りの炎は小さく萎しぼんでいきそうになる。

　だが彪吾と王虎の命の行方ゆくえを思えば、千生音を許すことはできない。そして絶対に、花菜自身の身体を返してもらわなければならない。

「何を吞気に喋っておる！　劫龍が去ったのじゃから、高遠の許へゆくぞえ……！」

　それまで匡一郎の背後に隠れたまま、びくびくと震えるばかりだった兎執だが、劫龍の姿が消えた途端に息巻いた。

　花菜と匡一郎は顔を見合わせ、同時にうなずいた。そして千生音と高遠がいると思しき殿舎へと、一気に下降した。
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「──その時、貴方あなたが言っていたことを覚えている？　『女め神がみは何もできないのだな。それでどうやって生きていられるのか不ふ思し議ぎだ』……ですって！　人の営いとなみと神のそれではまったく違うのに、貴方は少しも分かってくれなかったわ」

　ふふ、と千ち生お音ねは笑えみを零こぼすと、膝ひざ枕まくらにした高たか遠とおの髪かみにそっと触ふれた。

　冠かむ威いは出会った時から、千生音を人の女と同じように扱あつかった。

　森で木の実を採とり、川で魚を獲とり、甘い果実をもぎ、それを前に並べてさあ食べろと勧すすめた。

　わたしは食物を摂とらなくても大丈夫なのですと告げても冠威は聞かず、一緒にいるのだから一緒に食すのは当たり前だと譲ゆずらなかった。

　千生音が洗い物や料理もできないと知った時には、それではどうやって生活をしているのだと真顔で訊きかれ、人とでは生きる形が違うことをどう説明していいのか困った日もあった。

　冠威はあくまでも千生音を『神』ではなく、『生きている』存在として扱った。そして冠威の言葉で、千生音を望んでくれたのだ。

　それが千生音にはとても嬉うれしかった。

「……ねえ、わたし、貴方が口にしたどんな言葉も全部覚えているわ。貴方がわたしにしてくれたことも、すべて。──だから」

　──……だから貴方にも覚えていてほしい。

　もう一度わたしを見て、愛してほしい。

「お願いだから」

　膝に載せた高遠の額ひたいに、眉み間けんに、頰ほおに、指先で優やさしく触れる。

「冠威……」

　高遠の意識は未いまだに沈んでいる。彼の頭を引き寄せると、千生音は頰と頰を擦すり寄せた。

　すると高遠の指先が微かすかに動いた。指は顔を伏せる千生音の後頭部に回ると、白い髪を静かに梳すく。

「冠、威？」

　顔を上げる。生気の乏とぼしかった双そう眸ぼうに、わずかだが力が通うのを見て取った千生音は、縋すがるように高遠の手を取り、ぎゅっと握にぎりしめた。

「冠威」

「──、……」

　それはとても密ひそやかな声で、傍かたわらの千生音の耳ですら拾えなかった。けれど徐々に冠威の魂が目覚めはじめていることを確信して、女神は幾いく度どとなくいとしい夫の名を呼んだ。

　だがその顔が喜びに綻ほころぶ前に、無ぶ粋すいな音が千生音の耳をつんざいた。

　響ひびいてきたのは、前方の庭からだ。

「……冠威、待っていて」

　千生音はそっと高遠の頭を茵の上に移すと、すっくと立ち上がった。

　御み簾すを捲めくって姿を見せると、その場にいた男を睨にらみ据すえた。

「千生音、花菜の身を返してもらおう」

　すでに世よ返がえりの門もんに送ったかと思っていた男──龍りゆう王おうの姿があった。
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　己おのれの姿を目の前にした花はな菜なは、あまりの違い和わ感かんに思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　鏡を通してではなく、己が眼で自身の姿を見るという、本来ならばありえない現うつつに直面しているからでも、普段の自分ならば絶対に着ちやくさないであろう、豪ごう奢しやな装しよう束ぞくで身を飾かざっているからでもない。

　その違和感の正体に、花菜はすぐに気づく。

　顔は同じなのに、浮かぶ表情がまるで違うのだ。

　女め神がみとは常に光を纏まとうのだろうか。今も千ち生お音ねの周囲には淡あわい光がたゆたっている。

　眼まな差ざしには苛いら立だちを滲にじませているものの、千生音は静かな歩調で廂ひさしに立った。そして黒くろ御み珠たまに憑つく花菜をちらりと見やった。

「静かだと思っていたら、内から弾はじかれていたのですね。……それならそのまま外にいた方が、あなたの心は安らぎを得るでしょうに」

　花菜は目を逸そらすことなく千生音と対たい峙じする。

『その身はわたしのものです。返してもらうまで、決して諦あきらめません』

　千生音は無言で白い刀を抜いた。すると意識体の花菜の前に、音も立てず匡きよう一いち郎ろうが立つ。

「今度こそ命を捨てにきたのですか、龍王」

「もちろん花菜に身体を返してもらいにきた。──千生音」

　千生音は廂から庭へと、ふわりと下りた。

　身体の重みを感じさせない、風のような動きだ。

「花菜、好こう機きがあったら中へ飛びこめ」

『はい……！』

「兎う執しつ」

　匡一郎は次に、蘇す芳おう丸まるに憑く兎執をちらりと見やった。

　蒼あお白じろい顔をしながらも兎執は唇くちびるを引き結び、分かっておると、こくりとうなずいた。

「龍王へと向かえ。──【烈斬】」

　唸うなりを上げて迫せまり来る篆てん書しよの斬ざん撃げきを匡一郎は太た刀ちで食い止める。千生音の攻撃は真っ二つに割れ、庭木に直撃する。

　千生音の攻撃は続けざまに匡一郎を襲おそう。いずれも間かん一いつ髪ぱつで避よける匡一郎を気にかけながら、花菜は己がしなければならないこと──自らの身の内に戻る隙すき──を窺うかがっていた。

　兎執もそうだ。

　屋内にいるであろう高たか遠とおの許へ走ろうとしているのだが、千生音がその前に立ち塞ふさがっているために、なかなか中に飛びこむことができない。

　匡一郎は何度攻撃を受けても、決して自ら仕掛けようとしなかった。

　花菜が庭に降りる寸前に、死なない程度の傷ならば構いませんと言ったら、憤ふん然ぜんとされてしまった。

　匡一郎は決して花菜の身を傷つけようとしないだろう。それが花菜にはもどかしい。

　花菜とて匡一郎には絶対に傷ついてほしくないのに。

　焦しよう燥そうに駆かられながら、ふとある考えが浮かんだ。

　──意識のみでは篆書の術は使えない？

　使えないとばかり思いこんでいたが、やってみなければ分からないではないか。

　己の身が傷つくことなど厭いとわない。

　匡一郎ができないのなら、自分が。

　花菜は殿舎の前に立つ千生音をはったと見み据すえた。

『千生音へと向かえ。──【炎】！』

　風が吹けばゆらりと揺ゆれてしまう儚はかない意識体ながら、それでも花菜は白しろ髪かみの御み子こだった。

　指先から紛まごうことなく出現した炎ほのおは、過あやまたず千生音へと向かった──！

「……っ!?」

　思いも寄らないところから攻撃を受けた千生音は、それが取るに足らぬものながら、一瞬棒立ちになる。

　千生音がうろたえた隙すきを、その場にいた誰だれもが見逃さなかった。

　匡一郎は素早く千生音の背後に回り、幾いく重えにも纏まとう美しい衣ごと身体を拘こう束そくする。

　兎執は高遠の許へ。

　そして花菜はふわりと風に乗り、千生音へと急接近する。

　──このまま、中へ……！

　だが身の内に入ろうとした刹せつ那な、花菜は堅けん牢ろうな壁かべに激突したかのような痛みを感じ、思わず悲ひ鳴めいをあげた。

「花菜!?」

『ああ……っ』

　自分の身体から弾き返された花菜は、今にも吹き消される炎のように身を捩よじらせて苦痛を堪こらえた。

　千生音を見上げると、そこには憤ふん怒ぬに濡ぬれた双そう眸ぼうがあった。

　黒い瞳に、ちらちらと朱しゆの色が走っては消え、消えてはまた走る。

　その時、千生音が背にしていた御み簾すの中から、高遠が姿を見せた。

　右目は蘇す芳おう、左目は真しん紅くをしている。兎執は無事高遠の内に戻れたのだ。

「──ッ！」

　千生音は慌あわてて振り返ると、その場に立つ高遠を、双眸を潤うるませながら必死に見上げた。

「御子、……ではないのだな」

　高遠の声はいつもと比べると低く、聞き取りにくかった。未だ半分は夢の中にいるかのような声で、顔色もうっすらと青ざめている。

　高遠は千生音の入った花菜と、意識体の花菜を一度ずつ見る。そして再度千生音に目を向けると、静かに語り始めた。

「そなたは女神か。ずっと声が聞こえていた。『思い出して』と」

　千生音は何度もうなずいた。

「……俺の内に、夜や叉しや丸まるとは違う何かが在ることは感じていた。ずっと奥から、女神の声に呼応してしきりに浮かび上がってこようとする。それが、女神が望む相手、冠威なのだな」

「冠威、が……？」

「今も俺の内が疼うずいている。女神が目の前にいるから、外に出たがっているのだろうか」

　千生音は思わずといったように駆かけだし、高遠に手を伸ばす。

「──冠威……！」

　ぎゅうとしがみつく千生音を、高遠は一時抱きしめたが、やがてそっと引き離した。

「な、に……？」

「俺と魂たましいを同じくする冠威は、女神を望んでいるのだろう。だが俺が望むのは女神ではない。女神の御子だ」

「──」

　千生音は高遠の想いをはっきり聞かされても、すぐにはどういう意味か分からなかったようだ。

　ただ高遠をじっと見つめて小さく首を傾かしげる。

「女神よ、その身を御子へ返してくれ。これは御子のもの、女神のものではない」

　それは千生音にとって、【冠威】の口からは決して聞きたくない言葉だったのだろう。

　千生音は全身を強こわ張ばらせると、縋すがるように高遠の両腕を握りしめた。

「──、ぃ……。かむ、い……」

　振り絞るような声で冠威を呼ぶ。

「冠威ではない。今の俺の名は和泉いずみ高遠。女神が愛した冠威とは別人だ」

　刹せつ那な、千生音の全身から光が逬ほとばしった。

『ああ……っ！』

　暴力的なほどの光量に、庭にいた者たちは堪たまらず目を閉じた。

「アア、アアアァァ──ッ！」

　慟どう哭こくが胸に突き刺さるかのようだった。

　千生音の圧倒的な悲しみに触れて、花菜の心もまた押し潰つぶされそうになる。

　花菜は痛みを堪えて視界を開いた。そして目にした存在に、思わず叫んだ。

『ああ……！』

　そこにいたのは、うねる光の帯おび……否いな、それは白い龍体であった。

『千生音、……白き龍の女神──』

　花菜は呆ぼう然ぜんと呟く。

　高遠……冠威の生まれ変わりに拒絶された千生音は、我われを失くしたのだろう、捨てたはずの龍体で、上空でのたうち回っていた。

　白い龍体を包みこむのは、日にち輪りんの光をありったけ搔き集めたかのような、眩まばゆい光。

　その白き龍の鋭するどい爪つめに、己の身体が握られていることに気づいて、花菜はぞっと震えた。

　もしあの高さから落とされ、地面に叩たたきつけられたら、花菜の身体はきっともう二度と動かない。

「千生音、乱心したか」

【アアアァァァ──ッ！】

　龍体となった千生音は、心に受けた傷を吐き出そうと、甲かん高だかい悲鳴をあげ続けていた。

「花菜、おまえは少し離れた場所にいなさい」

『き、匡一郎さま……!?』

　まさか、と花菜は首を振った。

『もしや龍体となられるのですか？　おやめください、無事では済まないかもしれません……！』

「それは様子を見て、だ。とにかくおまえの身体を取り戻さねば」

『匡一郎さま！』

　匡一郎は花菜の制止も聞かずに、黒珠を地に置くと宙に浮かんだ。その容よう貌ぼうがわずかに変化するが、龍体を取ることはなかった。

　人形のまま、匡一郎は一気に千生音のいる高みにまで飛んだ。

『匡一郎さま──っ！』

　花菜の叫び声は、匡一郎に届いただろうか。

　匡一郎は太刀を抜くと、千生音に打ちかかった。

　だが巨大な龍体である千生音には、刀での攻撃など少しも効いていないようだ。双眸の中に怒りの真紅を閃ひらめかせながら、千生音は牙を剝むき出だしにして匡一郎に襲いかかった。

『匡一郎さまぁ──！』

　すんでのところで匡一郎はさらなる上空に逃げたが、巨体ながら千生音は俊敏だった。匡一郎を追いかけ、上に下にと、縦じゆう横おう無む尽じんに空を泳ぐ。

　胸を潰さんばかりに戦いの行く末を見守っていた花菜だったが、その時高遠が黒御珠を拾い上げた。

『……っ、高遠殿』

「ここは危険だ。何処いずこへか避ひ難なんしよう」

『わたしはここで匡一郎さまを待ちます』

　だが高遠は聞かず、歩み出してしまう。

『高遠殿、どうか止まってください！』

「そなたの身体も大事だが、その内にある心の方がより大事だ」

『高遠殿、お願いです……！』

　高遠は黒御珠を、次ついでそこから立ち上る意識体の花菜を見つめた。

　その目はやはりいつもの高遠と少し違っている。紗しやがかかっているかのような、未いまだ現うつつに戻ってきていないような眼差しだった。

『高遠、殿？』

【高遠、それ以上心を沈ませるな。冠威を起こすなや】

　真紅の目をした方──兎執が囁ささやく。

　高遠は軽く頭かぶりを振る。兎執の言葉に従おうとしているのか、あるいは逆にますます心を沈ませていこうとするのか、高遠は一時黙だまりこんだ。

「──俺の中に『冠威』がいる。女神は引っきりなしに冠威を呼んで、……否、思い出してほしいと訴えていた」

『……』

「だが、御子。たとえ俺の内にいる冠威が女神を望んだとしても、俺はやはり女神を愛することはない。──望むのは御子だけだ」

　その言葉は真っ直ぐに花菜の心へ届く。

　高遠はいつもそうだ。率そつ直ちよくで、愚ぐ直ちよくなまでに決して噓うそをつかない。だから花菜もまた、己の想いを口にする。彼に伝わるようにと、真しん摯しに。

『高遠殿、そのお気持ちを、わたしは受け取ることはできません』

「──御子」

『わたしが添そい遂とげたいと願う相手は、ただひとりだけです』

　わたしには好いた方がいると、何度も告げてきた。だが今日ほどに高遠へ、心静かに伝えたことはあっただろうか。
















　花菜は上空を仰いだ。

『たとえこの先どれほども生きられずとも、そして種が違っていても、わたしは生涯匡一郎さまの傍におります。……いたいと、そう願っています』

「種が違っていても」

　高遠は花菜の言葉を繰り返した。

　それは以前、高遠が問うてきたことへの答えだった。

『人と神の命めい数すうの差がどれほどあると思う。そなたの方が確実に先に命を終えるであろう。神を置いて、逝いってしまうのだ。──それでも神の手を取るのか』

　その時花菜ははっきりと答えることができなかった。

　匡一郎を残して命を終えるかもしれないと想像するだけで、花菜の胸は痛む。

　種の違い、寿命の長さの違いを考えれば、心を通わせることは決して正しいことではないのかもしれないと……高遠に訊かれた時には、そう思ってしまったのだ。

　だが今は違う。

『匡一郎さまを置いて逝くかもしれない……。それはとても辛つらく悲しいことです。ですが先を愁うれい、不幸ばかりを恐おそれるのではなく、共にいることで得る幸福を忘れたくない。今わたしの心に在ある想いを蔑ないがしろにしたくないのです』

　高遠は以前言った。

　己の想いは己のもの、と。

　今匡一郎と戦っている千生音にも、高遠と魂を同じゅうする冠威にも、それぞれの想いがある。その想いを捨てろと誰かに強要されても、容た易やすくできることではないのだ。

　誰もが幸福になるのは難しい。だからこそ自分が望みを叶えるために努力をして、時に卑ひ怯きようなことにも手を染める。他者を顧かえりみずに自分の想いを成じよう就じゆさせようとする。

　それは決して正しいことではない。けれど一方で花菜は、千生音の気持ちが痛いほど理解できてしまう。

　匡一郎の無事を願いながら、絶対に己の身を取り返すと決意しながら、千生音を憎む気持ちは不思議なほど和ないでいた。

「御子はそれで幸福か」

　花菜は高遠へと顔を向けると、目を細め、静かに微笑ほほえんだ。

　高遠はその笑顔に触れるなり、つと黙りこむ。

　その内には、どんな言葉が湧き上がってきているのだろうか。高遠の眉根はわずかに寄り、唇も引きしまる。怒りの表情にも見えたし、己の想いを再確認しているようにも見えた。

　高遠は花菜から視線を外はずすと、上空の匡一郎と千生音に目をやった。

　花菜もまた高遠に一いつ拍ぱく遅れて仰ぎ見る。

　龍体の千生音は、俊敏に宙を飛ぶ匡一郎を捉とらえきれず、焦じれたように尾を振り回した。

　轟音が響き渡ると同時に、烈風が起こる。

　風はまるで野分の如ごとき凄まじさで、地上にある建物や木々をごうと揺らした。

『匡一郎さま！』

「……っ！」

　意識体の花菜には影響はなかったが、高遠はまともに風を半身に受けて、危あやうくその場から吹き飛ばされそうになった。

　片かた膝ひざをつきながらも、高遠は体勢を立て直す。だが龍神千生音は、二度三度と尾を振り、そのたびに地上は荒れ狂う風に手ひどい打撃を受けた。

　里さと内だい裏りの屋根や階きざはし、高こう欄らんの一部がメリメリと剝はがされ、宙に舞い上がる。

　もはや殿舎の中でも安全ではなく、高遠は花菜が宿やどる黒御珠を改めてしっかり握ると、避難できる場所を探すように周囲を見回した。

　被害は建物ばかりに止とどまらない。周囲にいたのであろう、人までも渦うずとなった強風に足を取られ、空へと巻き上げられている。

『人が……！』

　花菜は悲鳴をあげたが、高遠はその声を無視する。

「御子、人の心配ではなく今は御おん身みの安全を第一に考えろ。この場を離れよう」

　その時花菜はハッとあることに気づいて、高遠が千生音といた居きよ所しよに目をやった。

『高遠殿、蘇す芳おう丸まる殿が！』

　兎執は蘇芳丸に憑いてこの場までやってきたのだ。

「蘇芳丸？」

　一瞬何を言っているのか、と高遠は首を傾げかけ、だがすぐに花菜の言葉の意味に思い至いたったのだろう、元いた座所へと続く階を駆け上がった。そして屋内で意識を失う蘇芳丸を片手で抱えると、再度庭に下り立った。

　花菜が上空を仰いだのは、千生音を匡一郎の刀が襲う、まさに直前だった。

【──ッ！】

　刀は千生音の眉間を直撃したが、硬い鱗うろこで覆おおわれている龍体と人ひと形がたでは力の差がありすぎて、さしたる痛手とはならないようだった。

　──わたしの身を傷つけないようにと、匡一郎さまは篆てん書しよでの攻撃ができないのだわ。

　龍体にならないのも、万が一己の爪が花菜を傷つけたらと思っているに違いない。

　花菜は引き絞られるような痛みを心に覚える。

　黒御珠から抜けて、今己の内に入っても、龍の鋭い爪に握られているのだから何もできない。

　それが悔しくて堪らない。

　匡一郎に戦わせてばかりで、自分は何もできずにいる。

　いつもそうだった。

　花菜を助けるために、匡一郎はいつだって傷ついてきた。

　今の自分にできることはないのか。匡一郎のためにできることが……。

　千生音は苛立たしげに双眸に朱をちらつかせながら、花菜の身体を握る方とは逆の爪を、匡一郎の頭上に振り上げた。

『──匡一郎さま、避けて……！』

　叫び声は、上空にいる匡一郎に届いただろうか。

　太刀の如き鋭い爪を、匡一郎は危うく己の黒い刀で受け止めた。だが怒りに任せ、千生音は爪を振り切る。

　人形ゆえ、匡一郎の身はその爪に簡単に押されてしまう。

『匡一郎さま！』

　凄まじい勢いで落下し、今にも地に激突する寸前、匡一郎は危うく体勢を立て直して再度上空へと向かおうとした。

　一瞬、高遠の手に握られる黒御珠と花菜を、匡一郎はちらりと見た。

「黒き龍よ、俺を女神の前に連れてゆけ。そうすれば女神も攻撃を躊ちゆう躇ちよするのではないか？」

『高遠殿、何を仰るのです！』

【そうじゃ、戦いなど龍王と千生音に勝手にやらせておけばいいじゃろうっ。その間にわしらは遠くへ逃げるのじゃ！】

　花菜と兎執が交互に言うが、高遠は軽く首を振った。

「女神から御子の御身を奪い返すのが、今の最優先事項だろう。──違うか、黒き龍」

【わしは反対じゃ！】

　兎執は喚わめくが、匡一郎は高遠をじっと見据えた。

「今の千生音は我われを失っている。おまえがいても攻撃を仕掛けてくるかもしれないぞ。その際うっかりおまえを離して地面に落とすこともあるかもしれない。そうした時にも俺はおまえにかかずらうつもりはないが、それでも行くか」

「構かまわない」

【何が構わない、じゃっ。やめろ、高遠ぉっ！】

　高遠は一ひと際きわ風格のある巨木の下に蘇芳丸を横たえる。花菜の憑く御珠もまた傍に置いた。

『匡一郎さま、高遠殿、ならばわたしも連れていってくださいませ』

　だが花菜の願いは、完かん璧ぺきに無視されてしまう。

『匡一郎さま、聞こえないふりなどなさらないでください……！』

「おまえを連れてゆくつもりはない」

　匡一郎ははっきりとそう口にすると、高遠の二の腕を摑つかんだ。

【厭じゃ、降ろせぇぇぇ──っ！】

　辺り一帯に響き渡るような、哀あわれな兎執の声と共に、ふたりは一気に宙に浮かぶと、ぐんぐん上昇してゆく。

『──ッ、……ッ！』

　置いていかれてしまった憤いきどおりと、何もできない悔くやしさ、焦しよう燥そう感かんに、花菜は泣きそうに顔を歪める。

　ただ見ていることしかできないなんて……。

　己への不ふ甲が斐いなさで眩暈めまいがしそうだ。

　だが花菜は悔しさを胸底にぐっと押しこめ、匡一郎と高遠を見上げた。

　高遠が何か言っているが、その声は聞こえてこない。

　千生音の龍眼は、真っ赤になったり、すぐに黒へと戻ったりと、目まぐるしく変わる。高遠の声に狼ろう狽ばいし、また憤ってもいるようだ。

　そんな千生音を見ても、高遠の態度は一貫して冷静だった。

　花菜の身に向けて手を差し出す。

「──」

　千生音の神しん気きがゆっくりと失うせてゆく。

　──なんて言ったの？　千生音は納得したの？

　緊張に戦慄わななき、花菜はじっと目を凝らし、耳をそばだてた。

　千生音は龍首を項うな垂だれる。

　それは、見ている者が心痛めるほど悄しよう然ぜんとした姿だった。

　一気に年を経へてしまったかのような千生音は、ゆっくりと下降してくる。そのまま地に落ちてしまうのではないかと不安に思うほどだ。

　千生音に合わせて、匡一郎と高遠もまた高度を下げてきた。

「……」

　──震えている。

　間近で見れば、巨大な龍体が微かに振動していた。

　龍首を垂たらした千生音の喉奥から、小さな音が聞こえた。

　それは嗚お咽えつか、儘ままならない現うつつへの怨えん嗟さの言葉か。

　次の瞬間、千生音は首を擡もたげると、真紅の双眸を匡一郎と高遠へ向けた。

【冠威──！】

　それは天地をも揺るがすかのような、嘆なげきを孕はらんだ声だった。

　そして。

　次に目にした一瞬の光景は、花菜に絶望をもたらした。

　己の身体が上空から落ちてくる。

　それを追って高遠が手を伸ばし、匡一郎の腕から離れた。

　振り上がる千生音の前まえ肢あし。

　匡一郎の胸に食いこむ千生音の爪。

　血ち煙けむりを上げる匡一郎。

　涙に濡れた千生音の眼まなこ。

　そして。

　千生音との戦いに敗れた王虎のように、次第に薄れてゆく匡一郎の身体──。

　花菜は己の目の前で消えてゆこうとする匡一郎を、無我夢中で追った。

　千生音の爪から逃のがれた身体に戻ることなど、まったく思いつかなかった。

　憑いていた黒御珠からをも抜け出した花菜は、匡一郎の許へ飛んだ。

「──花、菜……」

　掠かすれた声が、匡一郎の唇から漏もれる。掌てのひらが頰に触れようとして、……だが肉体を持たない花菜には、とうとうそれは叶わなかった。

　匡一郎の身体は大気に淡く溶け──そうして消えた。
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　眠りから覚めた時、彪ひよう吾ごはそこが何処いずこなのか分からなかった。すぐに『白はく樂らく島とう』の祠ほこらの前であることに気づいたのだが、なにゆえ己おのれがここにいるのか、その経けい緯いが分からずに混乱した。

「白樂島……」

　呟つぶやく声はひどく掠かすれ、まるで老人のようだと彪吾は嘆たん息そくした。だが次の瞬間、悪夢のような出来事が脳のう裏りに甦よみがえり、彼はハッと立ち上がった。

　千ち生お音ねの出現、奪われた花はな菜なの身、彼かの女め神がみとの戦い、そして……。

「櫟あららぎ」

　常つねならば、呼べばすぐに返ってきた声。だが今は、彪吾の耳に届くのは、静かな風の音ばかり。

　目の前で消えていった王おう虎この身体からだ。あとに残されたのは、彼がずっと着けていた首飾りだけだった。

　今それは彪吾の手の中にある。

　彪吾は唇くちびるを嚙かみしめると、黒こつ貴き島とうと神かみ結むすび島じまに目をやった。

　島を留る守すにしていたのは半月程度だ。だが彪吾の目には切せつないほど懐なつかしく映うつる。

「……」

　二十二年間常に傍かたわらにいた獣けものの突然の喪そう失しつは、彪吾の心に思っていた以上の痛みをもたらした。

　髪を搔かき上げると、閉じた左目に手をやった。

「命を半分やると言った方が先に逝いくなど、聞いて呆あきれる。莫ば迦か虎とらが」

『俺の命を半分やるから、だからもっとずっとずっと生きててくれよ』

　王虎がそう言ったのは、ほんのひと月ほど前のことではないか。

　彪吾は嚙みしめるように獣の名を呼んだ。

　だが胸に迫せまる寂せき寥りよう感かんを振り払うと、彪吾は娘むすめへと思いを馳はせた。

「花菜」

　ここに飛ばしたのは千生音だろう。己が命を奪われなかったのは女神の血を引く子ゆえであろうし、花菜の身も無事なはずだ。

　だが、女神に身体を乗っ取られた花菜の自我までも安全だと考えられるほど、彪吾はおめでたくはなかった。

　──花菜の心は無事だろうか。

　父親として娘を守れなかった不ふ甲が斐いなさに拳こぶしを握にぎる。

　すぐに京処みやこに取って返さねばならない。

　だが人の足では、どんなに急いでも京処みやこまで五日はかかる。その時にはもうすべてが終わってしまっているかもしれない。

　頼みの綱つなである匡きよう一いち郎ろうは、花菜の内に千生音がいる限り攻撃などできないだろう。

『死』ある身となった今、匡一郎とて無事ではいられまい。それどころか千生音が相手では、王虎の二の舞を演じかねない。

　焦しよう燥そうが彪吾の胸を焼く。

　なんとか千生音の暴走を止められないだろうか。

　眉み間けんに深く皺しわを寄せながら、彪吾は己にできることを考えた。

「白しろ髪かみの御み子こ、として。神に仕える身として……」

　花菜が成長するまでは、神かみ結むすび神社の神かん主ぬしとして、神事で舞を奉ほう納のうするのは彪吾の役目であった。

　神降ろしの舞も行ったことがある。

　──天ではなく地上にいる神までも降ろせるのだろうか。

　もし今花菜に憑ついている千生音をこちらに引き寄せることができたら、少しは刻ときを稼かせげはしないか？

　無理かもしれない。

　否いな。

　試す前から無理と考えるのは愚おろかなことだ。まず己ができる最善を目指すべきだろう。

　彪吾は祠の前から走りだした。

　目指す先は神結島──神結神社だ。

　白樂島と黒貴島と神結島は、地下の洞どう窟くつで繫つながっている。

　彪吾はそこを通って、神結島へと急いだ。

　穴は鎮ちん守じゆの杜もりにある小滝へと続いている。

　彪吾はまず髪を解ほどくと小滝の清し水みずを受け、身を清めた。そしてずぶ濡ぬれのまま神結神社に向かうと、急せく心を宥なだめながら生絹すずしの浄じよう衣えに着替える。

　王虎の形見となった首飾りを躊躇ためらわず身につけた。

　似合わないだろうなと小さく苦笑が零こぼれたが、すぐに真顔に戻る。

　最後に採とり物ものとして太た刀ちを用意すると、真まっ直すぐ舞まい殿どのに進んだ。

　花菜が巫み女ことして舞うようになってからは、彪吾がこの場所に立つことは一度もなかった。

　久しぶりに舞殿に昇ると、彪吾は一礼し、息を整え目を閉じた。

　腰に佩はいた太刀を抜く。

　一歩、左足を動かす。

　ゆるりと太刀を持つ手を天上へと掲かかげ、同時に音を立てずに爪つま先さきを二歩、三歩と進めた。

　四方をゆっくりと円を描えがくようにゆくが、次第に足あし捌さばきが速くなってゆく。

　太刀を持つ手の動きもまた、足同様にどんどん力強さを増し、その動きは刃先が霞かすむほどだ。

　流りゆう麗れいさと勇ゆう壮そうさ、そのどちらも感じさせる彪吾の舞は、花菜のそれとは同じ所作でいながら、印象がまったく違う。だがどちらも、舞まい人にんだけでなく見る者をすら忘ぼう我がの境きようへと誘いざなうほどに美しい。

　彪吾は目を閉じたまま舞い続けた。

　神が降りてくるまで、足を止めるつもりはない。たとえ一晩中でも舞ってみせよう。

　純白の浄衣の裾すそを翻ひるがえしながら、彪吾はひたすらに神の来らい臨りんを祈き願がんした。

　やがて彪吾の内に、神を迎えるための洞ほらができる。

　意識が透明に澄すんで、まるで足先が地を離れ、宙へと浮かんでいるかのような心持ちになる。険けわしく寄せられていた眉間の皺も今はなく、彪吾は完璧に神が降りてくるための覡かんなぎとなった。

　その時彪吾の全身を、一いつ閃せんの光が貫いた。




　──来た。




　彪吾は硬く閉じていた眼を開いた。

　目の前にいたのは……

「──あら、らぎ……？」

　白地に黒交じりの毛け並なみの巨大な獣。眉間の傷、それはかつて十五の彪吾がつけた傷だ。

　黒い瞳、牙きば、そのどれもが見慣れた、だが永遠に失ったと思っていた獣──王虎だった。

【よう、彪吾。ちっと遅れた】

　王虎はそう言って大きな牙を剝むき出だしにした。

　笑っているつもりだろうかと、彪吾はどうでもいいことを考えながら、採物を持たない方の手を伸ばした。

　だが毎日のように触れていた、ふかふかした毛の感触がない。獣姿の王虎の身に触れることはできなかった。

「触れないのか」

　これでは殴なぐることもできないではないかと彪吾が呟つぶやくと、王虎は少し困ったような──そんなふうに見える──顔をした。

【悪わりぃな。今はこの姿を取るンで精いっぱいだ。世よ返がえりの門もんが開いちまって、今狭はざ間まには冥めい現げんの風が吹いててよお】

　冥現の風は、本来ならば行われるはずの千生音の審しん判ぱんなしに、有う無むを言わさず死者を世返りの門の中へと送りこんでしまうのだと王虎は言った。

　そこから抜け出るために、王虎は己が持つ力を限界まで使ったのだろう。

　世返りの門という言葉は、確か千生音が使っていたと彪吾は思い出す。

【彪吾、俺さまを神降ろししろよ】

　王虎は常になく生き真ま面じ目めな声で告げた。

「おまえを？」

【千生音は彪吾が呼んでももう来ねえよ。だが俺さまを降ろしゃあ、彪吾を京処みやこに飛ばすことができる。助けに行くンだろ？　娘をさ】

　彪吾はゆっくりと口角を上げた。

　微笑を象かたどる唇が、己が授さずけた獣の名を呼ぶ。

　その声に誘われるように、王虎は彪吾の内へと吸いこまれる。

【彪吾の願いは全部叶かなえるってえ、昔約束したからな。神の言こと霊だまは絶対だ】

　彪吾の笑みはさらに少し深まった。

　彪吾が王虎に櫟あららぎと名をつけた二十二年前の日のことを、ふと思い出したのだ。

　神降ろしをすれば大抵、己の身は自由にならない。だが王虎は身体の主ぬしを拘こう束そくするつもりがないらしく、彪吾は自身の意思で動くことができた。

【行くぜえ──！】

　勢いよく王虎は空に向かって身を浮かせ、そのままぐんぐん力強く空を飛んでゆく。

【冥現の風を突破した腐ふ者しやたちが、京処みやこにゃうようよしてるはずだ】

　腐者とはなんだと問えば、王虎は簡単に説明する。

「命を終えたのにそれを認めようとしない存在、ということか」

【京処みやこのちょうど上が天地の狭はざ間まだからなあ。上からぼたぼた落ちてきやがるぜ】

　今京処みやこはあまり想像したくない状態のようだと、彪吾は軽く眉根を寄せる。

「その腐者とやらは太刀で斬れるのか？」

　王虎はああ、とうなずいた。そして、

【今は京処みやこにだけ落ちてるが、長く続きゃああちこちに飛び火するだろうよ】

「千生音が……門番が戻らなければ地上はどうなる？」

【そりゃ腐者でいっぱいになって人間は滅ほろびるだろ？　腐者は誰だれにでも襲おそいかかるからな】

　あっけらかんと人類滅めつ亡ぼうを予告された彪吾は、己が内にいる王虎を鋭く叱しつ責せきした。

「早くそれを言いなさい」

【ま、俺さまがいるから大丈夫だ。大船に乗ったつもりで任せてろよ！】

　一度命を失いかけたとは思えない、あまりにも以前同様の元気のよさだ。

　普段ならばうるさいと叱責するところが、今日ばかりは大目に見てやろうと、彪吾はため息をつきつつ、ひっそりと笑みを零こぼした。
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　女めの龍りゆう千ち生お音ねの爪つめが手放した花はな菜なの身体からだを追い、高たか遠とおは躊ちゆう躇ちよせずに身を宙へと投げ出した。

　地に激突する寸前の花菜を、まさに間かん一いつ髪ぱつで高遠の腕うでが救い、身軽に着地する。すぐさま花菜の意識体に目をやったが、横になる蘇す芳おう丸まるの傍かたわらに、その姿はなかった。

「御み子こ？」

　ハッと仰あおのいた高遠の目に、今にも大気に溶とけ、消え失せようとしている匡きよう一いち郎ろうと、それを追う花菜の意識体が映った。

「御子、黒き龍りゆう……」

　高遠の目の前で、匡一郎と花菜は搔かき消された。

　素早く周囲を見回したが、ふたりの姿はどこにもなく、蘇芳丸の傍らには、ぽつんと黒い珠たまが転がっている。

　──この珠に御子は憑ついていたはずなのに、なにゆえいない？

　高遠は厭いやな予感を胸に覚え、花菜の身をきつく抱きしめた。だがその中に花菜の意識はない。何処いずこへと行ってしまったのか。

　焦しよう燥そうを募つのらせながら、高遠は黒い珠を拾い、花菜の袂たもとへとそっと忍しのばせる。もしかしたらこの珠が、花菜を呼び戻すために必要となるのではないか……そう高遠は思ったのだ。

　蘇芳丸の隣に花菜を横たえた時、ふわり、と背後から暖かな風が高遠の髪かみを揺ゆらした。

　その風に誘われるように振り向くなり、ハッと目を瞠みはる。

「……そなたは」

　これまで見たこともないほどの美び貌ぼうを持つ女によ人にんが、じっと高遠を見つめていた。

　やわらかく波打つ純白の長い髪は美しい光こう沢たくを放ち、陽に当たればきらきらと眩まぶしいほどだ。

　輝くばかりの滑なめらかな肌はだ、優やさしげな黒い瞳は、だが今は涙に濡ぬれている。

　ほんのりと色づく艶つややかな唇くちびるは、物言いたげに開いては閉じを何度も繰り返していた。

　綺き羅ら星ぼしを映うつす湖こ水すいの如ごとき瞳と目を合わせた瞬間、高遠の頭の芯しんが鈍にぶい痛みを訴うつたえた。

　──オモイダセ。

「……つっ」

【高遠？】

　不安そうな兎う執しつの声に、答えることができない。一度ズキンと脈打ち、それは次第に頻ひん度どを増して、頭の内側を鎚つちで叩たたくような痛みを高遠に与える。

【冠威】

　耳に触れた途端、えも言われぬ心地よさが胸中に広がってゆく。

　まるで母の龍りゆう笛てきのように、ずっと聴いていたいと思う──この声。

　ずっと高遠を呼んでいた声だ。

　思い出して、と。

　聞く者が胸を痛めるほどに哀あい切せつで、できることなら叶えてやりたいと思わせるような声だった。

【高遠、駄だ目めじゃ、それ以上は沈むなや……！】

　兎執が懸けん命めいに諭さとすが、高遠はその声にうなずくことはできなかった。

【冠かむ威い】

　女神が冠威を呼ぶたびに、高遠の脳のう裏りには、己おのれが経験したものではない光景が鮮あざやかに浮かぶ。

　濃こい緑に囲まれたなだらかな山や見たこともないような花々。底まで透き通る川。

　鳥の鳴き声や獣けもの、どれも初めて見聞きするものばかりだ。

　だがひとつだけ、高遠の耳に馴な染じみのある音があった。

　笛の音ねだ。

　誰が吹いているのだろう。それは、己の母が奏かなでていた旋せん律りつとほとんど変わらない。少しだけ違うのは、それが男の笛ふえ匠だくみであるからだろう。力強い。

　脳裏の光景が一瞬で様さま変がわりする。

　次に浮かんだのは、今高遠の目の前にいる女人だった。

　美しく髪を結い上げ、きららかな玉をいくつも飾っている。

　微び笑しようを浮かべる。

　嬉うれしそうだ。そして少し臆おくしてもいるようだった。

「俺の名は冠威。神たるそなたの御み名なを訊たずねても、非ひ礼れいには当たらぬだろうか」

　高遠なのに、高遠ではない男が女人にそう問うた。

　女人はわずかに躊躇したけれど、やがてゆっくりと唇を開くと、

【わたしは、千ち生お音ねと申します】

　たおやかにそう告げた。

「そなたに似つかわしい、美しい音をした名だな」

　男がそう言うと、千生音──女神は目の縁ふちを赤く染め、そっと俯うつむいた。

【冠威】

　何度呼ばれただろうか。そのたびに表へ出ようと湧き上がってくるのは──冠威か。

　高遠は脳裏に浮かぶ光景を遮しや断だんすると、涙に濡ぬれる現うつつの千生音の双そう眸ぼうを見み据すえたまま、細く息をついた。

　千生音の声に促うながされ、冠威が高遠の意識を徐々に圧してくる。

【高遠っ！】

　兎執が危機感に満ちた声で高遠を呼んだ。

「……俺は」

　強く頭かぶりを振る。それでもなお冠威の侵しん食しよくは止められない。だが高遠は、千生音から目を離さずに、正直な想いを口にした。

「女神よ。そなたと冠威の想いは俺も理解しよう。──だが拒絶されても、俺は女神ではなく御子を想う。俺の心は変えることはできない」

　千生音の悄しよう然ぜんと俯く姿に、ますます高遠の内の冠威がせり上がってきた。高遠と兎執で全力で抑えこまなければ、今にも飛び出してきてしまいそうだった。

　そんな内なる闘たたかいは、だが千生音には伝わってはいないのだろう。ほとほとと美しい涙の雫しずくを落としながら、そっと手を伸ばしてきた。

【それでも、貴方あなたを想うわたしを、わたしも捨てられません。生まれ変わった貴方がわたし以外の者に心を寄せていて、も……。わたしは貴方のお傍そばにいたい】

　千生音の指が高遠の頰ほおに触れた。

　指先から千生音の心──熱い奔ほん流りゆうが流れこんでくるかのようだ。

　一瞬の接触ののちに、千生音は意識のない花菜へと視線を流した。

　ふわりと浮遊し、高遠の目の前で再び花菜に憑つこうとする。それを高遠は止めることができなかった。

　女神の温ぬくもりに、冠威が一気に侵食の手を伸ばしてきたのだ。

　それは普段の高遠ならばなかったはずの隙すきだった。

　ス、と黒い影が高遠の視界の端に映った。

　女神が花菜の内に吸いこまれると、魂を得た身体はゆっくりと上体を動かそうとし……次の瞬間、それは起こった。

「花菜の身と共に千生音を滅めつせ。──【風斬】」

　高遠には聞き慣れた、猿えん鬼きの声だった。

　声と共に、渦うず巻まく風を見る。それは唸うなりを上げて、今まさに立ち上がろうとした花菜──千生音の胸へと吸いこまれていった……！

「御子っ!?」

　胸から溢れる鮮せん血けつが花菜の袿うちきを濡らす。その受け入れがたい現うつつを、高遠の眼はしっかりと映してしまう。

「──」

　千生音もまた信じられないように大きく目を瞠みはり……仰あお向むけに倒れていった。

「御子……っ」

　高遠は腕を伸ばしてしっかと抱き寄せた。

　花菜の大きな瞳が少しずつ光を失ってゆく。

「御子、……御子！」

　何度呼んでも、花菜の身体は次第に硬かたく強こわ張ばり、命の消失はもはや目前であるかのようだった。
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　匡きよう一いち郎ろうの身体からだが少しずつ大気と一体になってゆくことを、意識体の花菜は止める術すべを持たなかった。

　ただ匡一郎の命を繫つなぎ留めようと、必死になって呼ぶことしかできない。

　触ふれられない手。花菜の声はもう匡一郎には届かない。

『匡一郎さまぁぁ──っ！』

　匡一郎が、消える──。

　だがその時、意識体の花菜に細い細い糸のような気配がそっと触れてくる。

　闇やみの色をしたそれが匡一郎であることを確信した花菜は、夢中で追った。

　先のことなど考えず、ただ、匡一郎と分かたれたくないという、ただひとつの想いが花菜を突き動かした。

　猿えん鬼きに攫さらわれた数日、そして再会してからの日々の間に、花菜は己おのれがどれほど無力か思い知った。猿鬼にも、彼が花菜に施ほどこした呪しゆにも力及ばない、未み熟じゆくで弱い自分。

　今だって何もできない自分が厭いやで厭でたまらない。

　それでもたったひとつ、花菜は決めていた。

　もう決して匡一郎の傍かたわらから離れない、と。

　匡一郎がどこに行こうと、自分の身体を取り戻すより先に、花菜は愛するひとを追った。

　懸けん命めいに意識を凝こらしながら、精いっぱい匡一郎に手を伸ばす。

　先せん刻こくのように擦り抜けるかもしれない。けれど諦あきらめない。

　すると花菜の指先を、温あたたかなものが掠かすめた。

「──っ！」

　夢中になってその温かい何かを手た繰ぐり寄せる。指だった。

　漆しつ黒こくの指は花菜と繫がるなり、サァッと色を変えた。

　──匡一郎さま！

　あらん限りの想いを込めて、花菜は叫ぶ。その声に呼応したのか、指先から下か膊はく、上じよう腕わんが次し第だいに姿を現す。

　そしてもう一度いとしいひとの名を呼んだ時、匡一郎の姿が闇の中からくっきりと浮かび上がった。

「匡一郎さま……！」

　歓かん喜きに満ちた声が闇の中に明るく響ひびいた。

　凄すさまじい風が吹き、匡一郎を闇の底へと引きずりこもうとしている。先に何があるのか花菜は知らない。それでも恐くなかった。

　今の花菜にとって、匡一郎と離れ、彼を失うこと以上の恐怖はなかったのだ。

　だが匡一郎の意識は未だ戻らず、きつく繫いだ手からは、なんの反応もない。

「匡一郎さま！」

　終末は徐々に近づいてきているようだ。轟ごう々ごうと音を響かせる恐ろしい風に乗って、何者かが呻うめく声が聞こえてくる。

　ひとりやふたりではない。数百、数千とも感じられる声が、苦痛を滲にじませ、怨えん嗟さを吐き出している。

「匡一郎さま、目を開けてください──！」

　一瞬何も見えなくなるほど濃こい闇を経へた先に、花菜と匡一郎は身を躍おどらせた。

「──ああっ！」

　風に翻ほん弄ろうされて、上下が分からなくなるほどぐるぐると回転する。

　凄まじい風だ。

　花菜の髪も袴はかまの裾すそも、めちゃくちゃに煽あおられる。あまりの風の強さに、とても目を開けていられず、また息をするのも辛つらい。

　だが痛みを堪こらえて、懸命に瞼まぶたを開ける。

　わずかな視界に映ったのは、闇と光が乱らん舞ぶする混こん沌とんとした空間と、上が見えないほど大きな大きな扉とびらだった。

　右側は淡あわく光を放つ白、左側が闇を溶かしこんだような墨すみ色いろをしている。

　扉は、一瞬見ただけでは分からなかったが、ほんの少しだけ開いていた。だがその隙すき間まの、さらに奥へと目を凝こらした瞬間、花菜の背筋に怖おぞ気けが走った。

　深しん淵えん──これまで見たこともない、深い深い闇が垣かい間ま見えたのだ。

　しかも。

　その深淵から、目を覆おおいたくなるほど醜しゆう悪あくな腐ふ者しやが、もがくように『こちら側』へ来ようとしている。

　腐者は扉の隙間にびっしりと張りついていて、数は把は握あくできないほどだった。だが彼らも簡単にはこちら側には抜けられないようだ。

　凄まじい風が常つねに門の内側に向けて吹いている。腐者たちはその風に打ち勝って初めて、こちら側に進むことができるのだろう。

　花菜は全身全ぜん霊れいをかけてその場に踏ふみ止とどまった。そうしていなければ、匡一郎と共にあの深淵の中へと引きずりこまれてしまう。

「う、……ううっ。匡一郎さま、目を覚まして！」

　意識のない匡一郎を、風は容よう赦しやなく門の向こう側に連れてゆこうとする。

　花菜は両手で匡一郎の手を摑んで、それを阻はばんだ。

　だが死を運ぶ風は強く、ズ、ズ、と次第に門へと押されていってしまう。

「駄だ目め！　逝いかせない……っ」

　花菜は歯を食いしばって堪こらえた。

　たとえ腕が駄目になっても、決して離さない。

　これまで幾いく度どとなく匡一郎に救われてきた。守られてきた。

　今度は自分が匡一郎を守る。決して死なせない。

　一緒に現うつつの世界へと戻るのだ。

　花菜は世よ返がえりの門もんを──その先にある深淵を、キッと睨み据えた。

「絶対に、離さないから……！」

　花菜の心からの叫びが届いたのだろうか。繫いだ匡一郎の指先が、ぴくりと微かに動いた。

「……っ、匡一郎さま？」

　匡一郎の指の力は次第に力を増してゆく。

　花菜もまた、匡一郎の覚かく醒せいを促うながすように指を絡からめ直しては、さらに強く握る。

「匡一郎さま！」

　幾度目の呼びかけか……。とうとう匡一郎の瞼まぶたがゆっくりと開かれた。

　花菜の面おもてにパッと歓喜が広がる。だが次の瞬間、思いも寄らぬことが起こった。花菜は腰に巻きついてきた何かに、そのまま凄まじい勢いで引っ張られてしまったのだ。

「ああ──っ！」

　決して離さないと誓った手と手が離れ、花菜は予期していなかった分、風にもみくちゃにされながら、恐ろしいほどの速さで門へと引き寄せられた。

「うう……っ」

　腰を縛いましめるのは、腐者の腕うでのようなものだった。それはきつく絡みついていて、花菜は痛みに呻く。

　目前に門が迫っていることに気づくなり、絶望が全身を支配した。

　──深淵の闇の中に吸いこまれる……！

「花菜！」

　それは何よりも聞きたかった、花菜を呼ぶ匡一郎の声だった。

「腐者を滅めつせ。──【斬】！」

　篆てん書しよの言こと霊だまが聞こえたと同時に、花菜の腰に巻きついていた腐者の腕らしきものは細こま切ぎれになり、深淵の中へ吸いこまれていった。

　花菜もまた腐者同様に、風に連れてゆかれかける。だが寸前で力強い腕に引き戻され、あっと叫んだ時には、匡一郎の胸に頰を押し当てていた。

「──花菜……！」

　匡一郎の腕は痛いほど花菜を抱き竦すくめる。先刻の腐者の腕以上にきつく、強く。

　花菜はあえかに吐息をついた。

「匡一郎、さ……」

　花菜もまた、そっと両手を匡一郎の背中に回す。

　助かったのだという安堵、そして同じくらい、匡一郎が再び目覚めてくれたことが嬉うれしくて、どっと涙が溢れた。

「匡、一郎さま……、匡一郎、さま──」

　涙に濡れた声で、何度も匡一郎を呼ぶ。だが安堵と歓喜は、すぐに別のものへと取って代わった。

　匡一郎が、花菜を抱えたまま急上昇したのだ。

「あ──っ!?」

　ぎょっとして下方を見ようとしたが、今度は左方へ、そして斜ななめ後方へと匡一郎は凄まじい勢いで移動する。

「ゃ、ああっ！」

　きつく縋すがっていなければ目を回してしまいそうなほど、匡一郎の動きは速い。

　と、黒々とした物体が花菜の視界の隅に映る。

「な……、きゃあっ」

　それは先刻同様、腐者の腕、らしきものだった。

　間近で見たその『腕』らしきものからは、黒い腐ふ汁じゆうが滴したたり落ちている。そして人の三倍とも四倍とも取れる長さをしていた。

　一体だけではない。動くものに反応するのか、門を抜けた腐者たちは一斉に花菜たちに襲いかかってくる。

「……っ！」

　門へと容赦なく誘いざなう風に逆らいながら、腐者からの攻撃も避け、匡一郎はさらに速く飛んだ。

　間近に見た腐者の様子にうろたえたのは一瞬のこと。

「匡一郎さま、腐者に篆書の術は使っていましたよね？」

　生前の名はもう意味ないのだろう。門から出てきたものはみな『腐者』とひと括くくりに呼ばれている。

　匡一郎がうなずいたのを見た瞬間に、花菜は篆書の言霊を叫んだ。

「腐者に向かえ。──【鎮波】！」

　振り上げた花菜の指先から静かな波動が、腐者に向かって放たれた……！

　腐者は篆書の術に触れるなり動きを止め、その場に頽くずおれた。

　動かなくなった腐者はすぐに、浄じよう化かの風により世返りの門の内側へと運ばれる。

　花菜は匡一郎に身を支ささえられながら、目に留めた腐者に向けて続けざまに術を発した。

　グンと伸びてくる手しゆ指しにさえ気をつけていれば、彼らの動きはさほど速くない。

　一体、また一体。

　世返りの門の内側にある、生まれ変わるための場所──世よ床どこの間まに腐者を送る。

　だがその時、ギ、ギ、と微かに軋きしみが聞こえてきた。

「……っ、門が！」

　今また世返りの門が開いたのだ。その分、さらに腐者たちが抜けてくる。

　下を見れば、そこは腐者たちで覆い尽くされていた。下ばかりではない、周囲には先刻とは比べものにならないほどの数の腐者たちが、現うつつの世界へ戻ろうともがき蠢うごめいている。

「匡一郎さま……」

「門は千生音がこの場に戻らない限り、どんどん開いてゆく。冥現の風だけでは腐者のすべては押し戻せない。このままでは劫ごう龍りゆうが言ったとおり、地上は腐者で溢れるだろう」

「閉めることは、わたしたちにはできないのですか？」

「門を閉められるのは死を司つかさどる神だけ、のはずだ」

　千生音にしかできないこと……。

　おぞましい姿になってもなお、現げん世せに戻ろうとする腐者たち。たとえ地上に戻ったとしても、以前のように人として暮らすことなど叶かなわぬことだし、決して幸福にはなれないだろうに。

　そもそも生きていた時の記憶を、腐者たちは持っているのだろうか？　そして自身の今の姿に気づいているのだろうか。何かを思考することは？

　心残して命を終える、その無念さ悔しさを想像すると、やるせなさが胸に迫る。

「花菜」

　花菜の考えを読み取ったのか、語気を強めた声で匡一郎に呼ばれる。

　ハッと我に返った花菜は、すぐさま気持ちを引きしめ、すみません、と呟いた。

　今は余よ所そ事ごとに気を取られていてはいけない。

　花菜は匡一郎と一緒に、再び現の世界へと帰るのだから。

「ところで花菜。おまえは俺を追ってきたのか」

　その声は低く、もしかしたら匡一郎は危険な真ま似ねをした自分を怒っているのかもしれないと思ったが、花菜は怯ひるまずうなずいた。

「わたしはもう決して匡一郎さまから離れないと誓ちかったのです」

「花菜……」

「もちろんふたりで現の世界に戻るつもりでおります。けれど行きつく先が何処いずこであろうと、わたしは匡一郎さまと共に参ります」

「──何処いずこであろうとも、共に来てくれるのか」

「はい」

　ぎゅっと手を握ると、それ以上の力を返してきてくれる。

　久しぶりに匡一郎と触れ合えたこと、それは花菜にさらなる勇気を与えた。

　こんな時であっても、匡一郎にもう一度触れられて嬉しい。

「恐くはないのか？」

　目の前の数あま多たの腐者の群れを顎あぎとで指す匡一郎に、花菜はうなずいた。

「匡一郎さまが一緒なのです。恐れる必要などありません」

「……」

　匡一郎は一拍黙りこんだ。

　もしやもっと怒らせてしまったのだろうかと、そろりと覗くと、途端にちょん、と軽く唇が触れたものだから、花菜は驚いて小さく声をあげてしまった。

「匡一郎さま、今はこんなことをしている暇いとまはございません！」

「ああ、少し元気をもらおうと思った」

　くすくす笑った匡一郎だが、すぐにその笑みを消すと、真っ直ぐに世返りの門へと視線をやった。

「言い遅れたが、花菜。──ありがとう」

　それはここまで共にやって来たことへか、あるいは門の内へと引きずりこまれそうになった時、懸命にそれを阻止しようとしたことか、もしくはもっと違う意味か。

　分からないけれど、花菜はにっこり笑ってうなずいた。

「来るぞ」

「はい！」

　じりじりと間合いを詰めてきていた腐者が、一斉に飛びかかってくる。それを匡一郎が身軽に避け、花菜は篆書の術を揮ふるう。

　術を受けた腐者は門の向こう側へとどんどん吸いこまれていくが、確認する暇もないほど、それは次々と襲いかかってきた。

　数え切れないほどの腐者だが、一体一体は強敵ではなかった。匡一郎と比べて決して強力とはいえない花菜の術でも、当てさえすれば泥人形のように形を崩くずし、ポロポロと砕くだけてゆく。

　だがやはり圧倒的な数で攻めこまれてくるうちに、次第に声は掠れ、腐者へと向ける指先は疲労ゆえに小こ刻きざみに震える。

「花菜」

「は、はい……」

　肩で息をしながら腐者から匡一郎に顔を向けた途端、やわらかく唇が触れてきた。

「──匡一郎さま、戦いのさなかに何をなさいます！」

　なんて吞気な……っ、と唇をムッと引き結ぶのに、匡一郎はといえば余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった表情だ。

「腐者ばかり睨にらんでいると心が荒すさんでくるから、おまえを見て和なごもうと思ってな」

「このような時に和まないでくださいってば！」

　匡一郎は飄ひよう々ひようと腐者の攻撃を避よけながら、くすくすと笑った。

「花菜、右手を」

「……手？」

　不審に思いつつも、言われればつい従ってしまう。匡一郎の目の前に手を差し出すと、今度は指先に、ちゅ、と唇が触れた。

「わたしの話を聞いていらっしゃいます!?」

「指先が冷たくなっている」

「……え？」

「喉のどが嗄かれるほどがんばらなくてもいい。俺は決して腐者たちに後おくれを取ることはないから、おまえは丁てい寧ねいに狙ねらいをつけて、奴らを門の中へ送ってやりなさい」

　あ、と花菜は小さく呟いた。

　腐者への攻撃で強張る花菜の心と身体を、匡一郎は解ほぐしてくれようとしていたのだ。

　花菜は、はい、と素直にうなずき、そうして改めて腐者に視線を注いだ。

「匡一郎さま、腐者は思考しないのですか？」

　花菜が問うと、是ぜと返ってくる。

「それゆえ倒すのは容易く、だが同時に厄やつ介かいだ。ほかの腐者の有様をこれだけ見ていれば、普通は躊躇もするだろうが、思考しないから己の運命を悟さとることができない」

「……」

「だから世床の間に送ることこそが、あの者らにとっての幸福へと繫がる」

「はい」

　花菜は千生音の夫、冠かむ威いのことを思い出した。

　冠威はきっと、心を残しながらこの場所までやって来たのだろう。忘れ得ぬ千生音の面おも影かげをしっかと抱きながら、そして己を滅した十二の神々に憤いきどおりながら。

　けれど腐者とはならず、この門を潜くぐり生まれ変わった。

　そして千生音は、冠威が生まれ変わるのをずっとずっと待っていたのだ。ここで。たったひとりで。

　切なさで胸がいっぱいになる。それを今はぐっと押しこめて、花菜は周囲の腐者たちを見渡した。

　彼らが安らかな眠りに就けるようにと願いながら、己の内で力を溜める。

　力は熱となり、花菜の胸の奥を温める。次第にそれは熱くなってゆき、ぎりぎりまで高めた瞬間に、花菜は篆書の術を放った。

「腐者を導け。──【睡誘】」

　言霊は静かに唇から零れ落ちた。そして花菜の指先に、篆書の術が宿る。

　淡あわくやわらかな光は、だがどんどん大きくなり、やがて一帯を照らすほどに成長した。

　慈じ雨うの如く、腐者の上に光が降り注ぐ。

　広範囲に及んでいた腐者たちはその光を纏いながら、次々に門の中に吸いこまれていった。

　腐者たちの姿を見送っていた花菜が、ふと気づく。

「匡一郎さま、……風が」

　あれほど吹き荒れていた風が、どういうわけかぴたりとやんでいた。

「ああ」

　どうしたのかと不安が胸いっぱいに広がる。

　あの風は花菜たちにとっても厄介だったが、やんでしまったら腐者たちはどんどんこちら側に溢れ出てきてしまう。

　花菜を抱える匡一郎の腕が、ぴくりと震えた。

「匡一郎さま？」

　匡一郎の視線の先に、花菜もまた顔を向けるなり、そっと瞠どう目もくした。

　深淵の暗闇の中に、小さな小さな光が見えた。

　ひとつ、ふたつ……みっつ。

　光は門の内からこちら側へやってくる。

　新手の腐者なのかと身構えるも、光は目で追えないほどの速度で、花菜と匡一郎の前に一気に到とう達たつした。

「──っ！」

　匡一郎が避けようとしたが、その動きよりも速い。

　三方に陣取った光は輪郭がない。だがそれが少しずつ何かを象かたどってゆく。──何か……人ひと形がた、だ。

　やがてくっきりと人の形となったが、やはりその光の奥に何があるのか分からない。

　けれどそれが悪いものとは花菜には思えなくて、恐る恐る問いかけた。

「……貴方がたは、……誰？」

　問うた刹那、瞼を焼かんばかりの眩い光が、三体から溢れ出した。
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「俺は女め神がみではなく御み子こを想う。俺の心は変えることはできない」

　きっぱりとそう言い放った高たか遠とおを、千ち生お音ねは呆ぼう然ぜんとただ見つめた。

　冠かむ威いの生まれ変わりである男は、己おのれの心に千生音の居場所はないと、そうはっきり言ったのだ。

　言葉が出てこない。

　絶望が容よう赦しやなく千生音の心を刺さす。心はずたずただ。

　千生音の脳のう裏りに、冠威と出会ってから分かたれるまでのさまざまな出来事が浮かんだ。

　愉たのしい日々はそう長くはなかった。

　冠威がいなくなってからの千余年、千生音の心の一部は常つねに血を流していた。

　痛くて堪たまらなくて、冠威を滅めつした十二の神々をいたぶってみても、気が晴れることなど少しもなかった。

　千生音は己の痛みのみに囚とらわれた。そのほかのことなどどうでもよかった。

　痛みから逃れるために、千生音は天地の狭はざ間まで微睡まどろみ続けた。

　冠威が再び世に帰ってくることを信じて。

　今まで待って、待って、待ち続けた。ようやく『人として』会えたのに、その冠威の魂を持つ男が、千生音を否定する。己ではない者が好きだと言う。

　冠威に再会さえすれば、千年以上も苦しんだ胸の痛みは解消するのだと、千生音は信じて疑わなかった。

　それなのに──痛い。

　涙が溢あふれて止まらない。しとどに頰ほおを濡ぬらす雫しずくを止める術すべを、千生音は持たなかった。

　それでも。

　たとえ今の冠威に愛する者がいたとしても。

【わたしは貴方あなたのお傍そばにいたい】

　それだけは譲ゆずれなかった。

　そっと震ふるえる指先を伸ばす。

　──冠威はわたしが触ふれても拒絶しないだろうか……。

　恐おそれながら、おずおずと。

　頰に触れた途端、指先がじんと熱くなった。

　ああ……。やはりこの方が好き。離れられない。傍にいたい。過去伝えきれなかった想いの全てを、今こん生じようで伝えたい。

　千生音は身を浮かせ、横たわる己の御子へと向かう。

　スウ、とその内に入った。

「花はな菜なの身と共に千生音を滅せ。──【風斬】」

　それは小しよう篆てんの言こと霊だま。神々をも倒すことのできる篆てん書しよの術。

　千生音は身を起こした途端、その術が向かってくることに気づき、咄とつ嗟さに花菜の中から飛び出した。

「御子っ!?」

　高遠は花菜の身に駆け寄ると、腕に抱いた。

　その姿に千生音はやはり胸を痛める。だが感傷はほんの少し置いて、花菜の横に眠るまだ幼おさない童わらわの中へと滑すべりこんだ。

　一度だけ降りたことのあるこの童は、憑より坐ましとしての力に優すぐれている。神が降りるためには、憑坐自身の資質が必要だ。普通の人間ならば、神が降りた途端錯さく乱らんし、人としての意識が保てなくなる。

　その点この童は、強大な力を受け入れることができる稀まれなる存在だった。

　千生音は蘇す芳おう丸まるの身を借りてすっくと立ち上がると、花菜の身を傷つけた輩やからを睨にらみつけた。

「……猿えん鬼き」

「やあ千生音！　久しぶりだね」

　小こ馬ば鹿かにしたかのような口ぶりも、激しく色変わりをする瞳も以前のままだ。千生音はさらに、猿鬼の横に座す女に視線を向けた。

「羊よう魄はく」

　千生音がその名を呼んだ途端、女──羊魄はびくりと肩を震ふるわせた。

「おまえたちも久しぶりの対面だろう？　もっと喜んだらどうだ？」

　悪いた戯ずらっぽく目をくるりとさせ、猿鬼は癇かんに障さわることを口にする。

　羊魄は天上で千生音の一番の友だった。大好きだったし、信頼もしていた。

　それなのに、冠威を滅した十二神の中にいたのだ。

　単に退たい屈くつだったからとか、人間が気に入らないからとか、そういう理由で地に降り、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした者たちも許しがたいが、千生音を裏切った羊魄はなおのこと憎にくい。

「千生音……わたくしの話を聞いてください」

　いつも千生音の言葉にうなずくばかりで、羊魄が自分から声をかけてきたことは滅めつ多たになかった。

　おとなしく、控ひかえめな女神──羊魄。

　いまさらなんの話をしたいのかと、千生音──が降りた蘇芳丸の幼い顔が、じわりと歪ゆがんだ。

「わたくしは……、わたくしは確かにあなたが冠威の許へ天あま降くだった時、彼を憎みたかったし、とても苦しかった。……けれど冠威もこの地に住む人間も、決して傷つけるつもりで降りてきたのではありませんでした」

「ではなにゆえ猿鬼らと降りてきたの」

「我われが誘ったからだよ」

　にやりと猿鬼は笑った。

「ああ、誘ったという言い方は正しくないか。あの時我はこう言ったのだよ。『千生音と冠威に、危機を知らせてやればいい。『十一』の神々が冠威を襲おそう』とね」

「──」

　そんなこと、初めて聞く。

「だが我がそう告げたのは、もうすでに我以外の『十』の神が地へと降りたあとだった。慌あわてて千せん珠じゆ──ああ、これは我が名付けた、羊魄のもうひとつの名だよ──はおまえのところへ駆けつけようとしたが、時すでに遅し、というわけだ」

「──、……」

　千生音の双そう眸ぼうが、驚きにじわりと見開かれた。

「だがおまえは千珠をも不死の身体にした。おまけに千珠は負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれて、千年以上、どれほどの痛苦を味わわされても決して死ねず、血に塗まみれ、汚お泥でいの中をのたうち回らねばならなかった。──それもこれも、おまえの早とちりのせいだな」

　猿鬼はにこりと笑った。

「……百さ々さ羅ら、それは……」

「おまえも言ってやればいい、千珠。千生音のせいでどれほど苦しんだか。己の苦しみにばかり目を向けて、助けたいと駆けつけたおまえをも怨えん嗟さに塗れた不死の身体からだにした恨うらみつらみを」

　己がしでかした大変な過あやまちを滔とう々とうと聞かされ、千生音は愕がく然ぜんとした。

「……羊、魄」

　かつての友であった羊魄を呼ぶ声は、小さく震えた。

「しかも千生音。おまえはさらにひどいことをしでかしたね」

「……ぇ？」

「自分の血を引く御子らを、おまえはどう扱った？　我らと戦わせ、どれほどの血を流させた？　分かっているか。おまえの御子らは十一人身体をバラバラにされ、我らの身となった。──見せてやろう千生音。御子らの嘆なげきと憎しみを」

　ただ呆ぼう然ぜんと見上げた、猿鬼のその額に、第三の目が出現した。

「あ……っ」

　真しん紅くの目。

「千生音、見ては駄目！」

　羊魄の切せつ羽ぱ詰まった声が聞こえた時には遅かった。

　千生音の周囲は真っ赤に染まり、今まで目の前にいたはずの猿鬼と羊魄の姿も何処いずこへか消えてしまった。

『……!?』

　うろたえていた千生音は、猿鬼の呪しゆに囚とらわれてしまったことにすら気づけない。

　不安を覚え、周囲を見回しながら、ゆっくりと後ずさる。

　すると目の前に、ぽぅ、とやわらかな光が点ともった。

　それはひとつ、ふたつと増えてゆく。

　一体いくつ点るのだろうか。

　光は全部で十六、出現した。

『女神千生音。わたしが誰か分かりますか？』

『……？』

　初めて聞く、まだ若い男の声だ。

『では俺は？』

『わたくしのことは存じておられるのでしょうか』

　千生音を囲む光は、次々に自分を知っているかと問うてきた。だがそのどれも聞き覚えのない声ばかりで、さらなる不安が女神の胸に募つのってくる。

『皆知らない、と？　女神千生音。ここにいるのは、あなたが獣との戦いを命じた者たちですよ』

　その言葉を機に、一斉に光が払われた。だが声の主ぬしたちの姿を見た瞬間、千生音は小さく悲鳴をあげた。

　白い髪かみ。それを見ればここにいる者たちが、皆千生音の血を引く御子であると否いやでも気づく。

　だがその、本来ならばいとしい子と思うはずの彼らは、血に塗れているうえに全身をずたずたに傷つけられていたのだ。

『あ、……あ』

　さらに後ずさった千生音だったが、御子たちは同時に輪を狭せばめてきた。

『なにゆえ退しりぞくのです？　これはあなたが望んだ結果でしょう。戦いを命じたのはあなた自身ではありませんか』

『わ、わたしは……』

『冠威を殺された復ふく讐しゆう。──確かに愛する人を殺された悲しみ、憎しみは、深いでしょう』

『だがそれは、女神千生音、あなただけの悲しみではない』

『わたしたちにも愛する者がいた』

『その愛する者を置いて逝いかねばならなかった』

『獣との戦いを強しいられ、そのうえこの身をバラバラにされた』

『すべて』

『女神千生音の言霊のせい』

『女神千生音のせい』

　胸が張り裂けそうに痛い。

　怨嗟の言葉を口にする御子らに、千生音はひと言も返すことができなかった。

　すると十六の御子たちのうち、ひとりが進み入ってきた。

　十六番目の御子、唯ゆい一いつの女めの子こ……花菜だ。

『そのうえ自らの願いを叶かなえようと、わたしの身体を奪った──！　女神千生音、わたしは決してあなたを許さない。たとえ世よ返がえりの門もんを潜くぐっても、この恨みは決して忘れない。許さない……！』

　千生音は耳を塞いだ。だが御子たちの言葉は脳のう裏りに響き、千生音は痛つう烈れつな痛手に立っていられず、がくがくと震えへたりこむ。

　高遠からの拒絶と羊魄への仕し打うち、そのふたつに激しく揺さぶられていた千生音の心に、御子たちの言葉は止とどめを刺した。

　だが。

　だがこれほどに己の所しよ業ぎようを責め立てられ、多大な犠ぎ牲せいを払っていても、なお。

　千生音は冠威への想いを捨てることができなかった。

　耳を覆おおった掌てのひらを外すと、一層御子たちの呪じゆ詛その如き呻うめきが鮮せん明めいに聞こえてくる。

　千生音の顔色は次第に褪あせ、表情が失われていった。

　とめどなく流れていた涙もまた止まる。

　まるで命ごと凍こおらせてしまったような無表情は壮そう絶ぜつなほど美しい。

『──』

　千生音は何事か小さく呟くと、ゆらりと立ち上がった。

『──誰に憎まれてもいい』

　表情同様に、声にも抑よく揚ようがない。

『恨まれてもいい。わたしはそれでも冠威を愛する。わたしにはもう、それしかないのだから』

　周囲を囲む、己の血を引く御子らをひとりひとり見つめた。

『我が御子らを払はらえ。──【滅】』

　小篆の言霊が、とても静かにその場に響いた。

　一瞬で光を纏う十六の御子たちは消え失せた。

『猿鬼を滅せ。──【烈斬】』

　そしてさらに、強烈な術が紅くれないの闇を切り裂く。

「ア、アアアアアァァ──ッ！」

　紅の闇の裏側で猿鬼の絶ぜつ叫きようが聞こえてきたが、それすらも千生音の心のどこにも引っかからなかった。

　一瞬で紅の闇から現うつつの世へと千生音は戻ってきた。

　眇すがめた目には、倒れ伏す猿鬼の姿が映る。巨きよ木ぼくの下には、魂のない花菜。高遠と羊魄はその身体が猿鬼から受けた傷を、懸けん命めいに手当てしていた。

　高遠の姿に、シンと胸が痛むが、千生音はそっと目を逸そらし、猿鬼を見据えた。

「そなたも龍りゆう王おうや王おう虎こ同様、負の言霊の輪から外はずれているのですね。──では彼ら同様に、そなたに【死】を返してあげましょう」

　千生音は無表情のまま、こめかみから血を流す猿鬼に、【死】の言霊を発した。

「う、ぐ……っ、うう……っ」

「猿鬼を滅せ。──【轟水】」

　千生音は【死】ある身となった猿鬼へ、容赦のない攻撃を二度三度と加えた。

　猿鬼は、その攻撃を受けて庭を転がり回る。

　淡あわ紫むらさきの狩かり衣ぎぬが無む残ざんに血に塗れていっても、千生音の心は少しも動かない。

「千生音、もうやめてください……！」

　羊魄が悲鳴じみた声をあげながら、蘇芳丸の身に宿やどる千生音の手を止めた。

　千生音はうっすらと目を細めながら羊魄を振り返った。

「猿鬼はあなたを騙だましたのでしょう。なにゆえ庇かばうの」

「……っ、わ、わたくしは……」

　千生音には羊魄の気持ちが分からない。もし己が誰かの奸かん計けいに陥おちいって、千年を超える日々を獣として過ごさねばならなくなったとしたら、千生音はその者を決して許さないだろう。

「憎くはないの？　許せないでしょう!?」

「それでも百々羅はわたくしとずっと共にいてくれました……！」

　初めて聞くかのような、羊魄の叫びに、千生音はハッと口を噤つぐんだ。

「同種がいないひとりきりのわたくしに、あなたはいつも言ってくれたでしょう？　『わたしがいるじゃない』と。けれどあなたは冠威の許へ……地へと降りてしまった」

「……羊魄」

　羊魄は一度言葉をのみこんだ。俯きかけ、だが涙の滲む眼まなこで千生音を必死に見つめる。

「神々が人を襲うと聞いても、わたくしはすぐには地上に降りなかった。冠威がいなくなれば、あなたは戻ってくると思ったし、あなたも孤こ独どくを知ればいいと……、そんな浅ましいことを考えてしまったのです。ですからこれ以上百々羅を攻撃するのなら、わたくしもそれを受けます」

「羊魄」

「あなたにとって冠威は唯一の存在なのでしょう。わたくしにはそう思える方はいない。いないけれど、猿鬼は……百々羅は、どんな理由があろうと、ただわたくしを利用しようとしただけだとしても、ずっとずっと共にいてくれたのです」

　ぎゅう、と両手で千生音の腕を握りしめる羊魄は、小刻みに震えている。

　寂さびしい、寂しい。同種はすでにない。わたくしはひとり。寂しい、寂しい……。

　天上にいた頃、口には出さずとも、羊魄は伏せた眼まな差ざしで、そっと千生音の衣ころもに触れる指先で、その寂しさを常つねに訴えていた。

　ひとりきり、という言葉が、その意味が、以前の千生音には理解できなかった。だが冠威を失くし、千年以上もの刻ときをたったひとりで世返りの門前にいた女神は、身をもって知った。──孤独とは、これほどに己の心を苛さいなむのか、と。

　千生音は地にうずくまる猿鬼をちらりと見た。

　余裕などあるはずがないのに、唇にはいつもの如く笑みが浮かんでいる。だがほんの少し歪ゆがんでもいた。

　羊魄に庇かばわれる己を自じ嘲ちようしているのか、苦みを嚙みしめているのか。

　だが声が出せたなら、こう言ったに違いない。

　──別におまえのためじゃあない。駒こまとして手元に置いておいただけだ。

　と。

「ただ利用されていたのだとしても？」

「ええ」

「傍かたわらにいたから。それだけの理由で許すの？　庇うの？」

「ええ……！　だって『傍にいてほしい』、それこそがわたくしの一番の望みなのですから」

「傍にいてくれれば誰でもいいの？」

　羊魄はその問いに、微かに目を伏せた。だがすぐに顔を上げると静かに微笑した。

「千年を超える年月を共にいてくれたのは、百々羅だけです」

　千生音はもう一度猿鬼を見下ろし、そして小さく息をついた。

「……地に降りなかった、と言ったけれど、それでも最後には来てくれたのでしょう」

　静かな声でそう呟くと、羊魄はハッと瞠目する。その目に、じわりと涙が浮かんだ。

「羊魄に免じてこれ以上はやめておきましょう。……もっともその傷では、もう命の灯ともしびは風前だと思うけれど」

　ふいと顔を背け、腕を摑む羊魄の手を振り払った千生音は、我が御子の身に近づいた。

　すると庇うように高遠が目の前に立ち塞がる。

『御子を想う』

　高遠の声が再び千生音を苦しめる。

　あれほどに会いたかったひと。けれど今は、その姿を見ているのが辛くてたまらない。

　千生音は童の中から出ると、高遠に目を向けることなく花菜の内に入りこんだ。

　倒れる蘇芳丸の身を受け止めながら、高遠は背後に庇った花菜を振り返った。

「白き龍の女神……！」

　呼び止める声。だが花菜に降りた千生音は声に応えることもなく、その場から逃げるようにして姿を消した。
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　千ち生お音ねが姿を消した直後、一足遅く花はな菜なと匡きよう一いち郎ろうは無事世よ返がえりの門もん前から生還し、里さと内だい裏りの庭へと戻ってきた。

　素早く千生音を捜すが、いない。

『千生音がおりません……！』

　意識体の花菜が、サッと顔を強こわ張ばらせる。

「御み子こ！」

　蘇す芳おう丸まるを抱えていた高たか遠とおが駆かけ寄ってくると、花菜と匡一郎を交互に見る。そして次にふたりの横にいる『もの』に視線を投げかけた。

「これは？」

『あの、この方は……』

『あれ、なんだよ百さ々さ羅ら。ぼろぼろじゃねえか。よお羊よう魄はく、元気かあ？』

　高遠が言ったその『もの』は、やけにさばけた口く調ちようで、仰あお向けに倒れる猿えん鬼きと、その横に座す羊魄に声をかけた。

「……」

　猿鬼の傷の具合を診みていた羊魄は、その声を聞いた途端びくりと肩を震ふるわせ、勢いよく振り向いた。

「──さ、……」

　羊魄は信じられない、といったふうに顔を強張らせ、たったひと声発しただけで、あとはふっつりと黙だまりこんだ。

「御子？」

　高遠が促うながしてくる。

『この方が仰おつしやるには、わたしより三代前の、白しろ髪かみの御子だそうです。お名前は』

『百さ々さ良ら王おうと申す。元げん服ぷく直前に死んじまったから幼よう名みようのままなんだ。まあよろしくなあ』

　元服前に死去したというから、恐らく十五くらいなのだろうが、身の丈たけは高く、身体つきもがっしりしている。真っ黒に日焼けした肌はだは、島にいる屈くつ強きような漁りよう師したちを思わせ、年齢より相当上に見える。そんな体格に見合った精せい悍かんな顔立ちではあるものの、浮かぶ笑顔はまるでお日様のように明るく屈くつ託たくがない。ただ、彼の両の眼は硬く閉じられている。

　それなのに猿鬼と羊魄がこの場にいることや、猿鬼の怪け我がの状態がなにゆえ分かるのだろうかと、花菜は不思議に思う。

「百々良王……。貴様、どうして」

　猿鬼もまた珍しく驚きを露あらわにしている。瀕ひん死しと思おぼしき深ふか手でを押して起き上がろうとしたが、それは叶かなわないようだった。

　荒い息を零こぼしながら、視線だけをこちらによこしてきた。

『ああ、俺ぁ世よ床どこの間まで生まれ変わるのを順番待ちしていたんだが、世返りの門前がずいぶんと騒がしかったんだよ。それでちょっと好こう奇き心しんで覗のぞきに行ったら、そこに十六番目の可か愛わいい御子ちゃんがいたからついてきたってわけだ』

『……』

　なんて胡う散さん臭くさい物言いだろう。覗きに、と言ったが、十三番目の御子──百々良王は目が不自由なようだから、見ることはできないだろうに。

　だがどうやら噓うそをついているわけではないらしい。恐らく気配で誰がいるのかを察し、さらにどんな状態かを探さぐっているのだろう。勘かんが鋭するどいのかもしれない。

「ふっ、相変わらずの、野や次じ馬うま根こん性じようぶりだな。……それでのこのこ、こちら側へ戻ってきたと、いうわけか」

　猿鬼の嫌いや味みも、百々良王はまるで気にしていないようだ。久しぶりの現うつつだなあ、と吞のん気きに深呼吸をしている。

「百々良王殿……」

　その百々良王の前に、羊魄が進み入ってきた。

『んー？』

　百々良王は無む造ぞう作さに手を伸ばし、羊魄の髪や頰ほおを撫なでる。

『変わらないなあ、羊魄。また泣いているのか？』

　頰を伝い落ちる雫しずくに気づいたのだろう、百々良王はにっこり笑うと、指先で涙を拭ぬぐった。羊魄はその指に懐なつくように頰を寄せたが、すぐに改まった。

「百々良王殿、これを」

　羊魄は両りよう掌てのひらの上に、紅くれない色いろの珠たまを載せていた。その珠を百々良王にそっと差し出す。

『まあこれはなくても構かまわんがなあ』

「貴方あなたのものです」

　羊魄が重ねて言うと、百々良王は指先で頰を搔かく真ま似ねをしながら、珠を受け取った。

『……あっ』

　そのさまを見ていた花菜は、小さく声をあげた。

　百々良王は珠を左目に持っていくと、ぐい、と押しつけたのだ。

　紅の珠は百々良王の眼がん窩かに収まったかと思うと、やがて完全に彼の眼となった。

『紅の珠は、百々良王さまの眼だったの……』

　花菜が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、片方の目を取り戻した百々良王は、に、と笑った。

『まあそういうことだ。おう、やっぱり十六番目の御子は器き量りようよしだな』

　隣で匡一郎がムッとする気配を感じる。すると百々良王は笑みを浮かべながらも、すう、と目を細めた。

『俺はここで用事を済ます。おまえたちは女め神がみを追えよ』

　そうだ、と花菜は気持ちを引きしめた。

『高遠殿、千生音は何処いずこへ行ったか分かりませんか？』

　高遠は否、と首を振った。

「だが消えたのは、そなたが戻るほんのわずか前だ」

「捜すぞ、花菜」

『はい！』

　うなずいた花菜に、高遠は同行を申し出る。

「もう一度俺は白き龍の女神と話さねばならない」

「……」

　匡一郎は渋い顔をしたが、まずは千生音を追うのが先だと首しゆ肯こうした。

「夜や叉しや丸まる、蘇す芳おう丸まるといてくれ」

　高遠の内にいる兎う執しつは少しごねたようだが、案外あっさりと外に出てきた。

【ひとりで冠かむ威いを抑えることができるのかえ？】

「大丈夫だ」

【貴様だけ死ぬのは許さぬから、絶対に戻ってくるのだぞ】

　うなずいた高遠に、兎執はつんと唇を尖とがらせると、蘇芳丸の内に入っていった。

　花菜と匡一郎、高遠は、千生音を追って里内裏から飛び出した。










　去っていく十六番目の御み子こを見送ると、さて、と百さ々さ良ら王おうは改めて猿えん鬼きを見下ろしてきた。

『相変わらずやんちゃをしているようだなあ、百さ々さ羅ら』

「……なにゆえ戻ってきた」

　千ち生お音ねから受けた傷は深く、もしかしたらかの女め神がみが言ったように、命の灯ともしびはそう長くは保もたず消えるかもしれない。

　痛みはひとまず忘れることにして、猿鬼は今度こそ起き上がる。そしてほぼ二百四十年ぶりに見まみえる百々良王に目を凝こらした。

　隻せき眼がんであることを除き、憎らしいほど変わっていない。

　十五にしてはやけに大柄で屈くつ強きような肉体も、一度も櫛くしを通したことがないようなくしゃくしゃの癖くせ毛げも、時折語ご尾びがのびる口く調ちようも、日にち輪りんのような笑顔も、何もかも。

　きっと気性もそのままなのだろう。

　十五の折、獣けものたちとの戦いに圧勝したにもかかわらず、島の子供が崖がけから落ちそうになったところを助けようとして、足を滑すべらせて死んでしまった間ま抜ぬけな男。

『んー？　まあ別に戻って来ずともよかったんだが、世返りの門の前で苦戦している御子がいたから、ちょいと手助けをしてやろうと思ってな。俺以外にもあとふたり出てきた』

「ふっ、相変わらずの……、お人ひと好よしぶりだな」

　一度命を終えたにしては、あまりにも変わらない百々良王を、猿鬼は嘲あざ笑わらった。

「あとふたり、とは？」

『おまえらに命を奪とられなかった白髪の御子だよ』

　これまで獣との戦いを生き残った御子は、現うつつで生きている花菜と彪ひよう吾ご以外に三人いる。

　──全員が今、この世界に戻ってきているのか？

「よもやこの世を救おうと、……すでに命のないおまえらまでやって来たと、そういうのではないだろう、な」

『御子のひとりは、これ以上世返りの門が開かないようあっちで踏ふん張ばっているからそうかもしれないな。こっちにやってきたもうひとりはどうか分からんが、俺は別にそんなことは思っちゃいない』

「だが花菜を救うために、わざわざ世床の間から出てきた、のだろう」

『どっちかっていや、俺ぁおまえたちに会いに来たって方が、理由としちゃでかいかなあ』

「……」

　もう一度百々良王と見えた時には言ってやりたいことが山ほどあったのに、言葉が普段のように滑なめらかに出てこないし、頭が上う手まく回らない。

　そもそも猿鬼が千生音を花菜に降ろし、人となった瞬間に命を奪おうと画かく策さくしていたのは、死の女神である千生音になり代わり、己が世返りの門を司つかさどろうと思ってのことだった。

　なにゆえ門番となろうと思ったのか。その理由は、この百々良王にあった。

　常ならばすでに命を終えた者に再会などできない。だが門番ともなれば、もしかしたら門の内側へ入ることも可能かもしれない。或いは生まれ変わる時期を前もって察さつ知ちできるかもしれない。

　死者と見まみえる手段があるならば、それこそとっくに千生音が試しているだろう。そう思いながらも、猿鬼は『死の門番』になる、という野望を捨てられずにいた。

　天と地がどうなろうと、猿鬼には興味ない。

　ただひとり、己を完かん璧ぺきに打ち負かした百々良王に、どうしても会わねばならない。それが猿鬼にとって一番の優先事項だったのだ。

　だが、もうそんな思いすらも遅い。

　呼吸するたびに、千生音に受けた傷からじくじくと血が溢あふれる。

　──【死】のない時には決して感じなかった。血とは温かかったのだな。

「百々羅……」

　羊魄は身を屈かがめると、辛つらそうに眉根を寄せた。

　だが己を心配する羊魄をふんと鼻で笑い、猿鬼は百々良王を見上げた。

「見えた時には、……言おうと思っていたことがあったのだ、百々良王」

『ん？　なんだ？』

「我につけた名を、取り消せ」

「……百々羅？」

「貴様がつけた名がある限り、我はこの名に縛られる。動きを……制限されてしまう。名などいらぬ。早々に、取り消すのだ」

　何度も閊つかえながら、声の調子だけはいつもと同じようにと、猿鬼は今、持てる力のすべてを喋しやべることに費ついやした。

　百々羅とは百々良王がつけた名だ。己の名の文字をほんの少し変えただけで、名付けの才がまるでない。

『だーめだ』

　百々良王は猿鬼の言葉に、即座に首を振った。

「──なん、だと」

『おまえは頭がいいからなあ。少しくらい思いどおりにならないことがある方が、人生愉しいぞお。ああ、〝人〟生じゃねえか。ま、ひとでも神でも、生きるって意味においては変わらないよな？』

　吞のん気きに返答されて、猿鬼のこめかみにじわりと怒りの筋が走る。

『それとな、羊魄』

「……は、はい？」

『俺が戻ってきたのは、おまえに俺の身体をやろうと思ったんだよ』

「──は、……あの、どういう意味ですか？」

『あんなにあっさり死んじまうんだったら、おまえに欠けた部分をやっちまえばよかったって、死んでから後こう悔かいしてなあ。こうしてこっち側に戻ってこられて、再会できたのも縁えんだろう。どこでも好きなところを持っていけ』

「──」

　羊魄は絶句したまま、目が零れ落ちそうなほど大きく見開いた。

　傍はたで聞いていた猿鬼もまた、あまりにもおかしなことを言う百々良王に呆あつ気けに取られる。

『天が恋しい、ひとりぼっちだって泣いてばかりいないで、自分の力で仲間を探せ。そのために負の言霊の輪から外はずれて、ちゃんと神さまに戻るんだ、羊魄』

　百々良王は大きな掌で、羊魄のやわらかな髪をくしゃくしゃと搔き回した。

「……百々良王殿」

『もしがんばってがんばって、それでも仲間だと思える奴を見つけられなかったら、その時は俺が嫁よめにもらってやるから』

　前にもそう言っただろう？　と百々良王は笑う。

『ああ、その時には生まれ変わった俺をちゃんと探してくれなあ』

「百々良王殿」

　──間抜けにもほどがある。

　猿鬼は百々良王の言い分を聞きながら、心底呆れ返った。

　どこまでお人好しなのか。負の言霊の輪に繫がれた獣に、好きなところを持っていけ、などという白髪の御子がいるだろうか？

　この者は正真正しよう銘めいのうつけだと内心で罵ののしりながら、同時に沸ふつ々ふつと腹の底から笑いがこみ上げてきた。

「ふっ、……ふははははっ！」

「さ、百々羅？」

　驚く羊魄を見ても、全身に激痛が走っても、笑うことを止められなかった。

「こんな……、貴様のような奴、本当に見たことがない……！　稀き代だいのうつけだな！」
















　猿鬼は大笑いしながら、震える指先を己の額に手をやった。そして開いた第三の目を抉えぐり出すと、それを百々良王へと投げつける。

『おっ？』

「返、す」

「百々羅……」

「千珠。おまえの名も取り消……そう。こいつに改めて名を、つけてもらえ。まあいい名をつけてもらえるとは……っ、期待するな。──そして好きな場所へ行け」

「……百々羅？」

　猿鬼はそれだけを言い、その場にごろりと転がった。

　止まらない血は、やがて己の命を奪うだろう。だが千年を超える戦いの結末が、こんなつまらないものであっても、さほど口惜しさはなく……むしろ意外にも清すが々すがしくさえあった。

　目を閉じて、己の終しゆう焉えんを待つ。

　だがその時、力強い腕に無理やり引き起こされると、そのまま持ち上げられてしまう。

「……っ、何をする……！」

　気づけば百々良王の肩に、荷物のように担かつがれていてた。乱暴に持ち上げられた身体中が、ひどい痛みを訴える。だがそれよりも無ぶ粋すいな真似をする男を責める方が先だった。

　睨にらみつけるが、力ある色変わりの目を見ても百々良王はまったく動じない。

『千珠。千珠か。いい名だな、羊魄』

　百々良王の行動に目を丸くしていた羊魄が、え、と首を傾かしげた。

『千珠。俺もこれからはそう呼ぼう。百々羅は俺とは違って名付けの才があるなあ』

「下ろせ、……っ、百々良王！」

『名付けの俺の言葉に逆らうな、百々羅。おまえはここで死んでもいいと思っているようだが、俺はそれを許さない。おまえも本来あるべき神の姿へ戻れ』

　猿鬼はもともと人に知恵をもたらす、ありがたい神だったはずだろう？

　両の目を揃えての百々良王の笑みは、日輪のように眩まばゆい。元神の前だというのに、決してひけを取らない……それどころか神々ですら気け圧おされる。

　羊魄が、そして猿鬼までもが口を噤つぐむような、それは力ある言葉と笑顔だった。
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　里さと内だい裏りから二に條じよう大おお路じに飛び出した花はな菜なと匡きよう一いち郎ろう、高たか遠とおの三人だが、その足は即座に止まってしまった。

『……っ』

　世よ返がえりの門もんから落ちてきたたくさんの腐ふ者しやにより、二條大路は今や、この世のものとは思われない有あり様さまだった。

　そこかしこに人々が倒れ伏している。民みん衆しゆうばかりではなく、中には腐者退治に乗り出した、武装した検け非び異い使しや侍さむらいもたくさんいた。

　すでに戦意を喪そう失しつし、這はって逃げる者に対しても、腐者らはなお攻撃の手を緩ゆるめない。

　人々が嚙かみつかれ、食いちぎられる様相は、まさに酸さん鼻びの極きわみだった。

　花菜は世返りの門前で数多あまたの腐者たちと対たい峙じした。だが京処みやこを我が物顔で歩く腐者たちは、あまりにも自分たちが暮らす人の世にそぐわず、激しい違い和わ感かんを抱く。

　──腐者をこの場に留とどめてはいけない。

　世よ床どこの間まへと向かわせ、そうして澱よどんだ存在から生まれ変わってきてほしい。

　花菜たちからさほど離れていない場所で、母子が逃げる姿が目に映った。

　太刀を抜く匡一郎と高遠に、だが花菜は待ってくださいと止める。

「いかがした、御み子こ」

『篆てん書しよの術で、腐者たちをあるべき場所へ送りたいと思います』

　花菜は己おのれの内にある力をありったけ搔き集め、篆書の術を放った。

『地に落ちた腐者たちを導け。──【睡誘】！』

　花菜の指先から出現した巨大な光の塊かたまりは、二條大路を明るく照らす。やわらかに、苦痛から解き放つかのように、光は腐者の上に降り注そそぐ。

　光を浴びた腐者たちは、束つかの間まの時ののちに、淡あわく消えていった。

　件くだんの母おや子こも難を逃のがれたようだ。大路にへたりこんで、呆ぼう然ぜんとしている。

　だが意識体の花菜を見た途端、ヒッと喉のどを詰まらせ、四よつん這ばいになって逃げようとする。

「し、白い妖あやかしぃ……っ！」

　京処みやこ内ではつい先日噂うわさになった白い妖を、花菜と誤解している者が多いのだろう。向けられる恐怖の眼まな差ざしに少しだけ消しよう沈ちんするが、今は些さ細さいなことを気にしてはいられなかった。だが、

「違うよ、母さん！　白い妖じゃあないよ、俺たちを助けてくれたんだよ……！」

　年の頃は蘇す芳おう丸まるより少し幼いくらいの童わらわは、逃げようとする母親の衣ころもをぐいぐいと引っ張って止めようとしていた。

「何言ってんだい！」

「だって俺見たよ！　お姉ちゃんが大きな光を出して、そうしたらあの黒いのが消えたんだ！」

　本当だよ、となおも言い募つのる我わが子こに、ようやく母親は信じられないとでも言うように聞き返した。

「……本当かい？」

「本当だって！　白い妖だったら、俺たちを助けてくれるわけないよ」

　童は、ね、と花菜へ向けてにっこり笑った。

「二度も助けてくれてありがとう、お姉ちゃん！」

『二度？』

「うん。さっきも助けてくれたでしょう？　神しん泉せん園えんの前で」

　花菜は咄とつ嗟さに匡一郎と高遠を見上げた。

「神泉園の前で、御子を見たのか？」

　高遠が顔を寄せると、その勢いに驚いたのか、童は何度もうなずいた。

「見たよ！　すごかったんだ、立ち塞ふさがるあの黒いのを、白い刀でばったばった斬きり伏せていってたんだよ」

「行くぞ花菜」

　匡一郎と高遠は、その言葉を聞くなり走りだした。

『ありがとう』

　花菜は笑うと、ひと言だけ童へ告げて、すぐさま匡一郎たちの許へ向かう。

「神泉園といえば、確かにあそこは龍りゆうに縁ゆかりのある場所だな」

　高遠はぽつりと呟いた。

『龍神へ、雨あま乞ごいをした場所でしたか？』

　物語で読んだことがありますと、花菜が首を傾かしげつつ言うと、高遠はうなずいた。

「だが神泉園や大だい内だい裏りは、今はほとんど使われていない。……白き龍の女め神がみがそこへゆくだろうか」

「龍は水に惹ひかれる気質だ。泉いずみならば、あるいはそれもありうるかもしれない」

　三人は神泉園へと急ぐ。

　確かに二條大路を進むうち、刀で斬り捨てられた腐者の数はどんどん増えていった。もちろん検非異使や京処みやこ人びとたちも戦っただろうが、あの姿を見て怯おびえずに立ち向かえる者はあまりいないだろう。

　やがて神泉園に到着した花菜たちは、この場所を教えてくれた童に感謝する。

　紛まごうことのない、花菜──に降りた千生音が、そこにいたのだ。

　千生音は腐者の肉片によってどろどろに汚れた白い刀を手に、ぼんやりと立ち竦すくんでいた。

　悄しよう然ぜんと俯うつむくその姿に、花菜はずきりと胸を痛める。

　初夏らしい涼すずやかな色彩の袿うちきを纏まといながら、あまりにもその姿が寂さびしげで……。

　声をかけずとも、千生音は三人の気配に気づいたのだろう、気だるげに振り返った。

　匡一郎、花菜、最後に高遠を見た千生音は、ゆっくりと息をつく。

「花菜の身を返してもらおう」

「……」

　千生音はちらりと匡一郎に目をやった。

「せっかく世返りの門から生還したのです。命は大事になさい」

　匡一郎は無言で千生音に詰め寄った。

「……そんなにこの娘むすめが大事ですか」

「愚ぐ問もんだな」

「どうしても、この娘が欲しい、と？」

「千生音、おまえに許可を取るつもりはない。最初から花菜は俺のものだ」

「──」

　千生音はしばし黙だまりこんだ。その時、龍の女神にどんな心境の変化が訪れたのだろう、決して花菜の身から出ようとしなかったのに、いきなり分かりましたとうなずいたのだ。

「では勝負をしましょうか、龍王。そなたが勝てば、娘は返しましょう」

　千生音の言葉が終わった刹せつ那な、神泉園の泉せん水すいが震えた。

　地震かと身み構がまえた花菜だったが、波打つのは水ばかりで、辺りはどこも揺れていない。

　泉は滚こん滚こんと湧き出し、しまいには大きく噴き上げた。

　そして水柱から現れたのは……。

『龍……！』

　純白色をした龍が出現した次の瞬間、花菜の身体はくったりと倒れこんだ。

『あ……！』

　抜け殻がらのような──否いな、それは正しく抜け殻だった──己を呆然と見下ろし、だが高遠の声に、すぐに我に返る。

「御子、中へ！」

『はい……！』

　意識体の花菜は、己の内にするりと入りこむ。

　先刻阻はばまれたようなことはなく、今度は簡単に意識と身体は同化した。

　ほっと安あん堵どするも、鎖さ骨こつより少し下の場所に凄すさまじい痛みを感じて、花菜は立ち上がることはおろか、その場からまったく動けずに突つっ伏ぷしてしまった。

「御子!?」

「あ、う……」

　脈打つたびに、痛みが増すようだ。

　痛む部分に手を当てると、花菜が知らない傷があった。

「猿鬼に襲われた際の傷だ。御子、手当ての続きを」

「……大丈、夫です……」

　痛みを堪こらえながら傷を確かめる。

「高遠殿、それよりも……」

　花菜は脂あぶら汗あせが滲にじむ額ひたいを漸ようよう拭ぬぐいながら、上空を仰あおいだ。

　龍形となった千生音と匡一郎──龍王が、今まさに戦っていた。

　二龍の咆ほう哮こうは、聞く者の胸を切り裂くかのように響ひびき、傷がまるで彼らの声に呼応するように痛む。

　それでも花菜は、龍王の戦いをひたすらに見つめた。

「匡一郎さま……」

　純白の龍と黒き龍。二柱は時に龍体を絡からませ合い、時に鋭するどい牙きばで相手を攻撃し、何度もぶつかり合う。

　硬い鱗うろこを持つ龍は、爪つめや牙での攻撃でも、急所でない限りさほど痛みを感じないようだ。だが全力で何度もぶつかっていくうちに、少しずつその体は傷ついてゆく。

「匡一郎さま……！」

　それでも二体は少しも動きを止めず、ますます動きを苛か烈れつにする。

　目では追いきれないほど天上に向けて泳いだかと思うと、地に激突するのではと不安になるくらいの勢いで落ちてきては、その巨体に似つかわしくない身軽な動きで急上昇する。

　花菜は懸けん命めいに目を凝こらし、戦いの動向を見守った。

　攻撃は二手、三手と繰り返される。

　巨大な龍たちは、どこまでも広がる空の下で激しく戦った。

　早鐘を打つ動どう悸きに合わせるように痛みを訴える胸に手をやりながら、花菜は神の戦いをただただ見つめることしかできない。それがもどかしくて辛つらい。

「匡一郎さま、……千生音」

「……つっ」

　花菜の隣で二龍の戦いを見守っていた高遠が、不意に額ひたいを押さえながら呻うめいた。

「高遠殿、いかがされました？」

　そっと視線を向けるが、なんでもないと首を振る。だがその顔が尋常ではないくらい蒼白い。ハッと思い至る。

「もしや冠かむ威いが？」

「元神たる夜や叉しや丸まるより、人であった彼かの者の方がよほど厄やつ介かいだな」

　高遠は微かすかに唇くちびるを歪ゆがめ、冗じよう談だん事ごとを呟つぶやいた。すぐに真顔になると、花菜に視線を戻す。

「案ずるな。何者かを抑えることは慣れている」

「……抑えるためには、やはり力が必要ですか」

　花菜も己の内に入りこんだ千生音を抑えようとしたが、まったく歯が立たなかった。

　兎う執しつは脆ぜい弱じやくだとは匡一郎や王虎がよく口にしていたが、仮にも元神だ。しかも高遠は生まれる前から共にいた。つまり赤ん坊の頃から兎執を抑えていたことになる。

　高遠は青ざめた顔のまま、ちらりと唇を綻ほころばせた。

「力もある程度必要だが、認めることが大事だ」

「認めること……」

「すべてを否定するのではなく、──俺の場合はだが、夜叉丸を認める。どうしても譲ゆずれないことは別にして、些さ事じについては許す」

「許す」

　認め、許す。

　そのふた言を、花菜は嚙みしめるように呟いた。

「……高遠殿、千生音はなにゆえ貴方から離れたのですか」

　世返りの門前から里内裏の庭に戻ってきた時、千生音の姿はなかった。

　あれほど冠威を欲していたのに。そのために花菜の身体に降りて、冠威以外の他者を排はいしようとしたのに……。

　先刻だって、戦いに勝てば花菜の身体を手放すと言った。

　あの場を離れていた間に、何があったのだろうか。

　高遠は花菜の問いに、とても珍めずらしく口くち籠ごもった。だがすぐに簡かん潔けつな言葉を返してくる。

「俺は冠威にはなれない。和泉いずみ高遠という人間で、心もまた俺自身のものだから」

　千生音は全身全ぜん霊れいを懸かけて愛した相手……その生まれ変わりの高遠に拒まれたのだ、と。

　そう悟さとると同時に、里内裏で猿鬼に受けた傷とは違うところが鈍にぶい痛みを訴える。

　最初の傷だ、と気づいた。

　胸の傷からの血はもうすでに止まっているが、自覚したことでますます痛みは増していく。

「だが」

　高遠はさらに何か言いかけた。

「だが……、どうされました？」

「俺の中に冠威がいることは確かだ。今も戦う千生音を哀れみ、内から出ようともがいている」

「……高遠殿、大丈夫なのですか」

　淡たん々たんとした口調ながら、高遠もまたうっすらと眉み間けんに皺しわを寄せ、苦痛を堪こらえていることを花菜は知った。

「案ずるな、冠威にこの身を与えるつもりはない」

　高遠の心の強さを信じ、小さくうなずいた。

　視界が霞かすんできて、全身に悪お寒かんが走る。だが震える足を踏ん張って、今もなお戦い続ける二龍を必死になって見上げた。

　空を縦じゆう横おう無む尽じんに泳ぐ白と黒の龍は、さらに戦いを激化させている。

　花菜の身ではないことが、龍王の千生音への攻撃を容よう赦しやのないものにしていた。

　匡一郎に敗やぶれてほしくない。そう心から願う。

　だが千生音が今抱える痛みを想像すれば、知らず涙が溢れてくる。

　力は互ご角かくと、花菜の目には映った。だが戦いが長引くうちに、白き龍の動きが少しずつ緩かん慢まんになってきた。

　その隙すきを、龍王は見逃さなかった。

　鋭い牙が、千生音の龍首にざくりと食いこんだ……！

【──アアァァァッ！】

　長い長い悲鳴が、千生音の口から溢れ零れた。

　輝くばかりの白い龍体が傷だらけになり、ボタボタと鮮血が地に落ちてくる。

「匡一郎さま、……千生音」

　千生音はぐったりと龍首を垂れ、血と共に落下した。

　このままでは地に激突する……！

　小さく悲鳴をあげたのと、背後に強大な力の塊かたまりを感じたのは、ほとんど同時のことだった。

　背筋がビリビリと震えるような力。花菜は全身を強こわ張ばらせながら振り返った。

　──と、神泉園の泉の中から、さらにもう一柱の龍が出現し、そのまま天高く舞い上がった。

「あれは……!?」

　龍体は銀ぎん灰かい色しよくだ。それが、つい先刻里内裏の上空で会った男の髪の色と同じことに、花菜は気づいた。

「劫ごう、龍りゆう……？」

　正まさしくあの龍は、劫龍に間違いない。

　第三の龍の、突然の出現は何を意味するのか。

　匡一郎と千生音、どちらの想いが強いか見物していようと、劫龍は言っていたはずだ。

　それなのに劫龍は落下する千生音の身体からだを下から支ささえ、鼓こ舞ぶするかのように、ぐいと龍首を擡もたげた。

　劫龍に助けられた千生音は自力で宙に浮かび、ひとたび咆ほう哮こうをあげた。

【劫龍、なにゆえ千生音に荷か担たんする】

　雷らい鳴めいの如ごとき声が、龍王の口から零れ落ちる。

【ここで千生音を滅するのは許さぬよ、龍王。生きて世返りの門前へと連れ帰らねばならないからな】

　劫龍もまた、地が震えるような低い声で返す。

【では今のうちに連れてゆけ】

　千生音の龍体からは血が溢れて止まらない。にもかかわらず、炯けい々けいとした目が龍王へ据すえられていた。

【千生音】

　劫龍の諫いさめる声に、だが千生音はうなずかない。

【わたしはあの場所へは帰りません。冠威と共に、この地で暮らすのです──！】

　千生音は誰だれの言葉にも決して従わなかった。もはや願いは恐らく叶かなわぬことを知りながらも、千生音はそれを認めようとしない。

　狂きよう気きすら滲む眼で、己を邪魔する龍王をキッと睨みつけると、身を躍おどらせ体当たりをしてきた。

　まともにぶつかった龍王は危あやうく体勢を崩しかけるが、再び雲を搔かき分け上昇した。

　だが劫龍は、龍王が千生音を攻撃することを良しとせず邪魔をしてくる。

　銀灰色の龍体はまだ若い龍王の機き敏びんな動きに対し、あくまでもゆったりとしているように見える。しかし力はやはり五分五分で、龍王の攻撃はことごとく跳ね返されてしまう。

　千生音との戦いで傷ついた身体が動きを止めた瞬間、劫龍の爪が龍王の胸に深々と突き刺さった。

【グ……ウゥッ】

　苦痛の声を漏もらした龍王へ、千生音もまたあらん限りの力を闇色の龍へとぶつけてきた。

　龍王は千生音と劫龍、二ふた柱はしらの龍と相あい対たいさなければならなくなってしまったのだ。

　攻撃は容赦がなく、一撃、二撃と龍王の龍体を痛めつけてゆく。

「匡、一郎さま……！」

　花菜は夢中になって伸び上がり、己のありったけの力を搔き集めて、篆てん書しよの術を発した。

「劫龍へと向かえ。──【烈炎】！」

　悲鳴とも取れるような声で言こと霊だまを叫ぶ。足を踏ん張り、刀を振った。纏わりつく篆書の術は凄まじい勢いで劫龍へと向かう。だが花菜の精いっぱいの攻撃は、劫龍の鱗すら焦こがさない。

　まったく歯が立たない。自分の力は及ばない。──匡一郎を助けることができない。

　絶望が花菜の心を真っ黒にしてゆく。

　涙で歪む視界の中で、龍王の身が鋭い千生音の爪にざっくりと抉えぐられた。
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　神しん獣じゆう王おう虎こを神降ろしした彪ひよう吾ごは、京処みやこの惨さん憺たんたる有あり様さまに言葉を失った。

　腐ふ者しやの姿形の醜しゆう怪かいさが、心に障さわったのではない。かつては人だったはずの泥どろの塊かたまりのような形の内に心はなく、思し考こうもせず、もはや生きてはいない。腐者がなんの躊ちゆう躇ちよもなく襲おそいかかった生者は、かつて息子だったかもしれない。あるいは連れ合いだったかもしれない。だがそれを腐者は気づかない。もちろん人の方もだ。

　恐怖と嫌けん悪おの対象でしかない腐者と、襲う相手としか認にん識しきされない人間。

　逃げ惑う人々は助けなければならない。そしてあの、あまりにも痛ましい存在である腐者もまた救わねばならない。

　白しろ髪かみの御み子こたる彪吾は、人を襲い尽くしてなお彷徨さまよう腐者たちの前、まさに天地の狭間……世よ返がえりの門もんの真下へと進んだ。

　広々としたそこは、大だい内だい裏りの正面入り口──朱す咲ざく門もんの前だった。

　幅はば二十八丈じようある朱す咲ざく大おお路じの中央に立った彪吾は、世返りの門から落ちてこようとする腐者、すでに落ちてきた腐者に向けて、低く宣せんを唱となえる。その間にも、腐者は腐臭を巻き散らす腕を、彪吾に伸ばしてこようとしていた。

　指先が触れる寸前、彪吾は高らかに小しよう篆てんの言こと霊だまを発した。

【腐者を在あるべき場所へ返せ。──【浄光】！】

　今にも触れそうになっていた腐者の指が、ぴたりと止まった。

　普段使う篆てん書しよの術とは違い、言霊は彪吾の全身を光となって押し包んだ。その光は、まず朱咲門から真っ直ぐ延びる朱咲大路を走る。

　羅ら性しよう門もんまで進んだ光は、今度は左右に折れ、碁ご盤ばん目状の京処みやこの路を一本ずつ、少しの漏もれもなく光で満たしてゆく。

　そうして京処みやこ中の路の隅々にまで光を行き渡らせると、彪吾は太た刀ちを抜く。

　少しの力みもなく、彪吾は太刀を振り下ろした。

　すると浄じよう光こうに触ふれていた腐者たちは、次々に淡あわく光の中に溶とけてゆく。

　彪吾が太刀を鞘さやに収めた時、京処みやこにいた腐者は欠片かけらも残さず、世返りの門の、その先へと返されていた。

　腐者に襲われていた者たちは、敵の突然の消失に呆ぼう然ぜんとしたまま、立ち上がることもできずにいた。

　だが門の前に凜りんとした姿で立つ浄じよう衣えを纏まとった彪吾を目にした途端、居合わせた人々は、自分は助かったのだと悟り、口々に安あん堵どと感謝、喜びの声をあげた。

【さすがだな、彪吾】

　内にいる王虎は愉たのしげに笑いながら賛さん辞じを贈るが、彪吾は険けわしい表情のまま歩きだした。

「花はな菜なは何処いずこにいるのか」

　羅性門に向けて足早に進みかけた彪吾の目前に、スゥ、とひと雫しずくの光が零こぼれ落ちた。

　ハッと一歩背後に跳んだ彪吾だったが、目の前にじわりと輪りん郭かくを震ふるわせて立つ『何か』を、用心深く見つめた。

「そなたは」

　問うた刹せつ那な、光は四方八方へ飛び散り……その中から現れた人物に、彪吾は大きく目を見開いた。
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「匡きよう一いち郎ろうさま──っ！」

　共にいる間、何度彼の名を呼んだだろう。

　嬉うれしい時。

　悪いた戯ずらされて、ちょっと怒って膨ふくれながら。

　恋を囁ささやく時。

　優やさしく抱きしめられた時。

　不安な時。

　──悲しく辛つらい時。

　今の自分には、戦う匡一郎の名を呼び、案じることしかできない。

　呼ぶのは辛い時ばかりではないか……。

　堪こらえようとして堪えきれず、目の縁ふちに溜たまった雫しずくが落ち、花はな菜なの滑なめらかな頰ほおを伝ってゆく。

「……御み子こ」

　嗚お咽えつを漏もらすまいときつく唇くちびるを嚙みしめる。

「黒き龍りゆうにも障さわりはあるだろう。だがすべての龍の力を殺そぐことはできる」

「……え？」

　高たか遠とおの言葉の意味が咄とつ嗟さには分からず、花菜は彼を見上げた。すると高遠は無言のまま懐ふところの中から龍りゆう笛てきを取り出した。

「龍笛……。高遠殿、お待ちください、それでは匡一郎さままで……っ」

　花菜が慌あわてて止めようとしたのに、高遠は吹き口に唇を押し当て、高らかに笛を吹きはじめてしまった。

【──ッ!?】

　澄すんだ高い音を響ひびかせる高遠の笛は、空を泳ぐ龍神たちにもはっきりと聴こえたのだろう。

　三対の眼が、一斉に下方を……笛を吹く高遠を見下ろしてきた。

　人の耳には心地ここちよいとしか思えない笛の音は、だが神たる龍には甘い猛もう毒どくなのだ。

　それまで悠ゆう然ぜんと空に座していた劫ごう龍りゆうすら、衝撃に身を捩よじらせ、笛の音から逃れようとさらに上空へと逃げてゆく。

　龍王たる匡一郎もまた、苦痛の咆ほう哮こうを漏もらすが、それでもその場に留まった。

【アアァァァァ──ッ！】

　千ち生お音ねは白い龍体を、血を薄めたような色に変えながらのたうち回った。

「高遠殿、もうおやめください！」

　花菜が彼の母の形見である龍笛に手を伸ばす。だが指が届く前に高遠は龍笛から唇を離した。

　ほっと安あん堵どするも一瞬、高遠の様子がおかしい。

　瞬まばたきをせず、まるで人形にでもなったかのように、微び動どうだにしない。

「……高遠、殿？」

　高遠はその声を受けて、ぎくしゃくと眼まなこのみを動かし、花菜を見た。

　おかしい。これは──高遠ではない。

　高遠ではない、その意味を悟さとった刹せつ那な、花菜はぞっと背筋を震ふるわせた。

「か、……冠かむ、威い……？」

　おそるおそる彼かの男の名を呟つぶやいたその時、巨大な力の塊かたまりが上から落ちてきた。

　ハッと仰あおのいた花菜は、そこに光を纏まとう人ひと形がた──千生音の姿を捉とらえる。

「ああ──ッ！」

　高遠の笛の音に、千生音は堪たまらず龍体を捨て、花菜の内へと逃げこんできた。その勢いは受け止めきれないほど激しくて、花菜は仰あお向むけに倒れてしまう。










　悲しげに泣くひとがいた。

　花菜よりよほど年上に見えるのに、声も堪こらえず泣く姿は女めの童わらわのようで、こちらまで悲しくなってくる。

　俯うつむいて泣き続けるそのひとに、花菜は背後からそっと身を寄せ、肩に触れた。

　溶けてしまいそうなほど細くやわらかな髪を撫でると、涙に濡ぬれた瞳がそぉっと花菜を覗のぞきこんでくる。

　花菜はそのひとを決して驚かさないよう微笑ほほえんだ。するとますますそのひとは涙を溢れさせ、しまいにはしゃくり上げるようにして泣き崩れた。

【泣かないで】

　肩を、背を優しく擦さすり続ける。

【かなしい】

　ぽつりとそのひとは呟つぶやいた。

【くるしい】

　さらに声は続く。

【いたい】

　ぎゅっと身を丸めて、小さく小さくなろうとする。

　花菜はそのひとをそっと抱きしめた。

【悲しかったのね】

　こくりとそのひとはうなずいた。

【ずっと苦しかった？】

　もう一度。

【まだ、痛い？】

　そのひとは己の胸元へ掌てのひらを押し当てた。

【ここがさけてしまいそうなくらい、いたい】

　そうしてなおもぽろぽろと涙を零した。触れたところから、微かすかな震えが伝わってくる。震えは次し第だいにはっきりとしたものとなって、そのひとは大きく肩で息をした。花菜はますます強く抱きしめる。

【──わたしは】

　そのひとは低く呟いた。それは、花菜にははっきりと聞こえなかったが、問い返すことはなかった。

　ふたりの周囲が急にシンと冷たくなる。

【わたしは、だから悲しみも苦しみも痛みも、別のものへと変えてくれるあの方と共にいたいと願った。あの方がいれば、悲しみも苦しみも痛みも怖くなかった。あの方といることで、たとえどれほどの罰を与えられたとしても構わない。この世のすべての生きとし生ける者に厭いとわれても、あの方さえいれば──！】

　声は次第に甲かん高だかくなってゆき、花菜が抱きしめる身体もまた硬かたく強こわ張ばる。

　そうしてもう何者の言葉もいらないとでもいうかのように、両耳を掌で覆おおった。

　そのひとはゆっくりと花菜を振り返った。

【御子。わたしの御子。あなたの身が必要なのよ。だからどうか、あなたは消えて……！】

　そのひと──千生音は獣のように花菜に伸しかかってきた。そして首に両手を回し、ぐいぐいと絞しめてくる。

【……あ、う】

　千生音の下でもがき、首に回る掌に思いきり爪を立てるが、女神の力は弱まるどころかどんどん強くなってゆく。

　目の前が暗く霞かすむ。痛みより、奈な落らくへと引きずりこもうとする力の方を近くに感じる。

【御子、ねえ、お願い。……お願い】

　千生音の長い白髪が花菜の頰に触れる。首を絞める痛みとは対極の優しい感触が、花菜の閉じようとする意識を正気づかせた。

　震える手を伸ばし、花菜は千生音の髪に触った。ゆっくりと上まで持っていくと、そっと。

【……っ】

　千生音の頭を撫でた。

　思いも寄らぬことをされた、というふうに、千生音の両手から力が抜けた。花菜はそのまま千生音の頭を引き寄せ、やわらかく抱きしめた。

【千年以上もの間、ずっと愛し続けることのできるひとを見つけられたあなたは、幸福ではなかった？】

　ハッと息をのむ気配を感じる。だが言葉はなく、突き飛ばされることもなかった。
















【わたしにも、好きな方がいます。あなたに比べてまだほんの少しの刻ときしか、想いを重ねていないけれど、でもきっと、わたしもずっと好き。好きと思えるひとと出会えて、わたしは幸せ】

【御子……】

【たとえすべてのひとに厭われてもいいと、先刻あなたは言ったけれど、わたしはあなたを厭いはしない】

　見下ろしてきた千生音の目が、スウ、と開かれた。

　高遠が言っていた、認め、許すという想い。

　憎むのではなく、同じ想いを持つ千生音を受け入れたかった。

　花菜は唇に笑みを乗せ、乱れた千生音の髪を梳すく。

【あなたがどうしても、どうしても！　戦うというのなら、わたしもまた全力で戦います。あなたはあなたの心を懸かけて。わたしもそうします】

【──御、子】

【花菜ですよ、千生音。戦う相手の名くらい覚えておいてくださいね】

　肩をそっと押すと、思いの外ほか簡単に女神は退しりぞいた。花菜は先に立ち上がると、女神に手を差し出す。

【立って、千生音。遙はるか遠い昔、今のわたしの形を作った、わたしの祖……。あなたがいなければ、わたしはここにはいなかった。だから、ありがとう、──母さま】

　千生音はその瞬間、くしゃりと顔を歪ゆがめた。

【御子、御子……。花菜】

　わたしの子。

　千生音は嚙みしめるように、そう呟いた。

　涙の滲にじむ千生音の面おもてが、紗しやがかかったようにぼんやりと霞んでゆく。

【……千生音？】

　花菜は思わず手を伸ばした。千生音もまた同じように、指の先を花菜の首筋に伸ばしてくる。

　すると。

　パリン。

　玻は璃りが破われたような音が聞こえ、花菜は慌ててその場に座りこんだ。

【御み珠たまが……！】

　それは神かみ結むすび神社の御ご神しん体たい、千生音が生まれた時に持っていたという、白い珠だった。その珠が真っ二つに破われてしまっていた。

　割れてもなお、御珠は美しく輝いている。持ち主ぬしの千生音の髪のように、纏う光のように。

　花菜はそっと御珠を手に取り、顔を上げる。

　だがその時には、女神千生音の姿はすでになかった。










「──ッ、……菜な。……花はな菜な！」

　呼ぶ声と強く身を揺さぶる力に誘いざなわれ、花菜は意識を取り戻した。

　父彪ひよう吾ごの顔が真っ先に目に飛びこんでくる。

「父、上……？　わたし……」

　彪吾に支ささえられて、花菜は上体を起こした。そして彪吾の背後に目をやるなり、大きく瞠どう目もくした。

「……千ち生お、音ね？」

　現うつつの世では初めて見る、人ひと形がたの女め神がみが、そこにいた。

　両手で顔を覆おおっているが、細い指の隙すき間まから透明な雫しずくが落ちている。

　千生音が外にいる。花菜の内から、女神は出て行ったのだ……。

　涙を零こぼす千生音の色しき彩さいは、今にも消え入りそうなほど褪あせている。

　思わず手を伸ばしかけた花菜は、だがその寸前に女神の目の前に金色の光が現れたために、動きを止めた。

「……父上？」

　花菜は隣に立つ彪吾を見上げた。すると彪吾は静かな微び笑しようを湛たたえ、軽く首しゆ肯こうした。

　彪吾はあの光の正体を知っているのだろう。だから花菜もまたうなずき、その場に留とどまった。

【──上】

　金色の光が少しずつ人の形を取ってゆく。頭、首、肩、腕と、次第に露あらわになる。

　──男の人？

　爪つま先さきまで姿を現した時、その人物は未だ涙を流す千生音に声をかけた。

【母上】

　と。

　──母上……。

　花菜は再び彪吾を見上げた。

「彼は千生音と冠かむ威いの息子だ」

「……では」

　彪吾はうなずく。

「正真正しよう銘めい、ふたりの間に生まれた子ということだ。つまり最初の白しろ髪かみの御み子こでもある」

「あの方が……」

　世よ返がえりの門もんの中からやってきたみっつの光。

　そのうちのひとつは、世返りの門がこれ以上開かないように、そして腐ふ者しやたちが地上へ落ちないようにと、門前で力を揮ふるっている。

　もうひとつは、百さ々さ良ら王おう。

　──最後の光が、千生音の息子だったのね……。

　花菜は息を詰めて初代の御子を見上げた。

　穏おだやかそうな表情ながら、芯しんの強さをも感じさせるのは、真まっ直すぐで力強い眉だからだろうか。

　千生音は最初、なんと呼びかけられたのか分からなかったようだ。

　ス、と息をのみ、そうしておそるおそる顔から両手を離した。

　目の前にいる青年を見た途端、ああ、と呻うめくような声をあげると、さらに透明な雫を零す。

　千生音の息子は困ったように笑いながら、涙を拭ぬぐってやった。

【母上、わたしがここに来た理由、当然気づいているでしょう？】

　千生音の息子は母の涙に濡れた指で、女神の腕を取った。

　参りましょう、世よ床どこの間にいる妹も心配していますと静かに告げる息子に、だが千生音は未だ思い切れない高たか遠とおへと、視線で縋すがった。

　その高遠が、千生音へとゆっくり近づいてきた。

　身を強こわ張ばらせながらも、ひたと高遠を見つめる女神の目前まで進むと、彼は見る者すべてがあっと驚く行動に出た。

　手を伸ばし、千生音の肩に触れると、無む造ぞう作さに引き寄せ抱きしめたのだ。

『……っ』

　すっぽりと高遠の胸の中に収まった千生音は、信じられないと顔を上げ、高遠を見上げる。

　目と目が合った瞬間、千生音の瞳から滂ぼう沱だとして涙が溢あふれた。

『──い……？』

　涙に搔かき消されそうな、小さな小さな声で、千生音は囁ささやいた。すると高遠はふわりと微笑ほほえみ、千生音の髪をくしゃくしゃと搔き回す。

『女神のすることは可か愛わいらしいが、あまりひとに迷惑をかけるな』

　優やさしく叱しつ責せきする声は温かく、愛に満ちていた。

『冠かむ、威い？』

『ほかの誰だれに見える？』

『冠威……？』

　千生音は繰り返し問う。そうだ、とうなずいてもらわなければ決して納得できないとでもいうかのように。

　三度目の問いかけのあとで、男は愛情深く千生音の頭に触ふれ、ぽんぽん、と叩たたいた。そしてようやくうなずいてくれた男──冠威を見た瞬間、、千生音はがくがくと震ふるえだした。

　その場に座りこみそうになる女神を冠威は支ささえ、そうしてそっと引き離す。

『厭……！』

　離れたくないと縋る千生音に苦笑した冠威は、急に膝ひざを折った。そして何かを拾う。

「あ……！」

　千生音の白しろ御み珠たまであった。

　己おのれの内で白御珠は破われてしまったが、果たして現うつつの世でも、それは真ん中からふたつに破れていた。

　冠威の掌てのひらに乗る御珠は、血にも泥どろにも汚れることなく、美しい光を放っている。冠威はそれを握にぎったまま、千生音に掌を重ねるように言った。

　何をするのだろう。

　皆が固かた唾ずをのんで見守る中、重ねられたふたりの指と指の隙すき間まから、銀色の月光を紡つむいだような光が溢れだす。

「あ……っ」

　その優しい光の中から、ひとりの男の姿が浮かび上がった。

『冠威、……何を』

【この者と俺は同じ魂を持つ。だが俺は冠威としての過去を思い出した。このままではひとつの身体の中に、俺とこの者……高遠の、ふたつの意識が宿ることになる】

　穏やかに澄んだ瞳を持つ冠威の声は、表情同様に優しく響く。

　千生音は黙だまってうなずいた。

【俺は、千生音。おまえと共にゆこう。身体はないが、ずっと傍そばにいる。そうして千生音、おまえが命を終えた時、共に世返りの門を潜くぐり、共に生まれ変わろう】

　その時には人でも神でもどちらでも構かまわないと、冠威は笑った。

　千生音は震える指先を、半分に割れた白御珠に降りた冠威へと向けた。だが触れることはできない。切なげに顔が曇くもるが、その中に悲しみはない。

　触れることはできない。けれど貴方がいてくれれば、それだけでもう何も望まないと、千生音は囁いた。

　女神と冠威、そして彼らの息子が、音もなく上昇していく。

　花菜は胸をいっぱいにしながら、その姿を見送った。

　やがて三つの光が消えると、花菜は安堵のあまり、細く長い息をついた。

「大丈夫かい、花菜？」

「……はい」

　父を見上げてうなずく。

「父上もご無事で何よりで……」

　千生音に危き害がいを加えられたかと思っていた父が無事でホッとするものの、姿のない王おう虎このことを思うと喜んでばかりはいられない。

「……王虎は」

「ああ、あれも大丈夫だ」

「えっ、い、何処いずこにいるのですか!?」

　慌てて周囲を見回すが、あの態度の大きい獣けものはどこにもない。ところが、

【ここだ】

　不意に声が聞こえてきたかと思うと、スゥ、と彪吾の中から王虎が現れた。

「無事だったのね」

【当ったり前だろ。俺さまがそう簡単にやられるか、よ──】

　いつもどおりの不ふ敵てきな言葉を聞いて安堵するが、途中で不自然にそれが途切れた。

「王……？　虎っ！」

「櫟あららぎ……っ!?」

　花菜の悲鳴と彪吾の険けわしい声が響く。

【ぐ、……っぅう……！】

　意識体の王虎に、鈍にび色いろの鎖くさりがグルグルと巻きつき、上へ上へと容よう赦しやなく引き揚あげられていく。

「王虎──っ！」

　──何？　いったいどうしたの……!?

　見上げた先には、未だ人ひと形がたに戻らない龍姿の匡一郎がいる。

　花菜の心は、厭いやな予感でいっぱいになった。

　──千生音との戦いが終わったのに、どうして匡一郎さまは降りてこないの？

　龍形のままの匡一郎は遠く、様子が見えない。だが懸けん命めいに目を凝こらし、匡一郎が戻らぬ理由を知った途端、花菜は悲鳴をあげた。

「匡一郎さま……！」

　その身は王虎同様、鈍色の鎖で縛いましめられていた。

　鎖はさらに上から延びていて、どこまで続いているのかまったく見えない。

「匡一郎さま、……匡一郎さま──！」

　夢中になって匡一郎を呼びながら、花菜は劫ごう龍りゆうが語ったことを思い出していた。

『今地上にいる、一度は【神】と呼ばれた者たちは皆──もちろん、未いまだ負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれている獣けものどももだ──、もう二度と地に足をつけることを許さぬ』

『天の総意だ』

『天上に住む神々が、種も命めい数すうも違う人と交まじわろうとするから今回のような騒ぎが起きた。だから今後一切神は人に干かん渉しようせず、今地にいる神は本来己が住む場所である天へと戻れと、そう言っているのだ』

　──神々は天へと戻らねばならない。それが天の総意であり、言うことを聞かねば、

『その娘は神龍を惑わしたとして、罰がくだる。娘は命ある限り天から呪われる』

　絶望が花菜の心を支配する。

　命を懸かけて、共にいたいと願った相手。

　だがいくら手を伸ばしても、匡一郎には届かない。

「いや、……匡一郎さま！」

　絞しぼり出すように匡一郎を呼ぶ。邪魔な涙が視界を揺らし、閉ざそうとする。花菜は思いきり首を振ると、ぐいと涙を拭った。

　するともう遠くなりかけた龍形の匡一郎が、もがき、己の身を縛める鎖を引きちぎった。そして凄すさまじい勢いで下降してくる。

「匡一郎さま──！」

　少しでも早く匡一郎に触れようと両手を伸ばす。だが降りてくる匡一郎よりなお速く、花菜の胸に鈍色の何かが突き刺さった。

「──ぁ……」

　痛みはない。けれど鼓動が捩ねじれる。息が勝手に弾む。

　胸に刺さる五寸ほどの長さの、棘とげのような『それ』に触れようとした。だがどうしてか、『それ』は震ふるえる指先を擦り抜けてしまう。

【──花菜】

　鎖を引きちぎり、戻ってきた匡一郎は、天上から放たれた『それ』を見るなり、着地しようとした身体を宙に浮かしたまま絶句した。

「匡一郎、さま……」

　これは何？　痛みもない、触れることもできない。それなのに己の命を脅おびやかすような、とんでもないもののように感じて、花菜は震える手を龍形の匡一郎に伸ばした。

【先に申したであろう。龍王、おまえが人の世で暮らすのならば、娘の命はない、と】

　人形となった劫龍が、高みから見下ろしていた。

【おまえが地を踏めば、その鈍色の棘は娘の胸を貫く。しかし足を着けさえしなければまったく害はない。娘、今は痛みもないだろう？　だから、──天に戻れ、龍王】

　匡一郎は苦く渋じゆうに満ちた眼まな差ざしを花菜へと向けてくる。

　匡一郎が迷っていることに気づいた花菜は、絶望感に心を引き裂かれそうになりながら、何度も首を振った。

「わたしは、匡一郎さまと離れることは、死ぬより辛つらい……」

　だがもし逆の立場となり、触れることで匡一郎が死ぬような目に遭あうのだとしたら、花菜もどうしたらいいのか分からない。

　それでも傍にいられないことは、何よりも悲しい、苦しい、痛い……。

　匡一郎の漆黒の眼に、隠しきれない激情が見える。その場から退くことも進むこともできず、互いから一瞬も目を逸そらせなかった。

　匡一郎との間は、ほんの一いつ間けん程度だ。けれどその一間が果てしなく遠い。

　花菜は涙に濡れた目で匡一郎を見上げ、手を伸ばした。

「匡一郎さま」

　だが今にも触れ合わんとした時、花菜の胸に刺さる鈍色の棘が、スウ、とさらに沈みこんだ。

「花菜！」

「御子……っ」

　固唾をのんでふたりを見守っていた彪吾と高遠だが、もはや黙ってはいられなかったのだろう、匡一郎から花菜を引き離した。

【……っ】

　花菜の胸に沈む鈍色の棘をじっと見据えた匡一郎は、やがてゆっくりと上昇していった。

　少しずつ、少しずつ、匡一郎が、遠くなる。そうして再び鈍色の鎖で縛められても、匡一郎はもう身み動じろぎひとつしなかった。

　その匡一郎の決断を、花菜は絶望を持って見上げた。

「匡一郎さ、ま……、厭です……。行かないで──！」

　どれほど惨いことを匡一郎に望んでいるのか、自分でも分かっている。

　匡一郎が地に足をつけた瞬間、鈍色の棘は己の胸を貫く。待っているのは、──死。

　今ここで迎える死と、匡一郎のいない世で生き続けること。そのどちらが正しいかなんて分からない。けれど匡一郎がいなければ、愉たのしいことも、嬉うれしいことも、喜びも、そして幸福も、すべて感じられなくなるだろう。生きていながら、心は死んでしまう。

　止まらない涙が匡一郎の姿を揺らす。瞬まばたきができない。その一瞬で匡一郎の姿が搔き消されてしまったらと思うと、恐くて目を閉じることがどうしてもできなかった。

　懸命に手を伸ばしても、届かない。

　行ってしまう。決して花菜の手の届かないところまで。

　会えなくなってしまう。

　厭だ。

　行かないで。

　行かないで。

　行かないで。

　泣いても、声が嗄かれるほど叫んでも、匡一郎は戻ってきてはくれなかった。

「いやぁ──ッ！」

　全身から力が抜ける。その場に頽くずおれても、それでも花菜は天を見上げずにはいられなかった。

　天に昇ってゆくその姿が、小さく小さくなってゆき……そうして花菜が愛する闇やみ色いろの龍は、青空の彼方かなたへと消えていってしまった。

【──花菜】

　耳に響いた声は幻げん聴ちようだろうか。

　花菜の名を呼ぶ匡一郎の声が、いつまでもいつまでも木こ霊だました。
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　五年に一度、盛せい大だいに行われる祭りの時期が、今年もやってきた。

　祭りの名は桜おう春しゆん祭さい。春を、そして桜さくらを寿ことほぐ祭りだ。

　この時期神かみ結むすび島じまは、美しく華はなやかな色に席せつ巻けんされる。

　今を盛さかりと咲き誇ほこる桜おう花かももちろんだが、島民たちが作り上げた赤や桃もも色いろの華はな玉だまもまた、見る人の目を愉たのしませた。

　祭りに参加するのは、神結島の住人ばかりではない。本島からもたくさん人が渡って来る。

　五年前の桜春祭には京処みやこの楽がく師しが来た。今年もまたふたりだけだが、楽を奏かなでる者たちの姿がある。

　もっとも彼らは、演奏や舞をするために島に上陸したわけではなかった。

「巫み女こ姫ひめさまはお変わりありませんでしょうか」

　弾はずむような足取りで、千ち生お神かみ山やまの中腹にある神結神社に向かうのは、明るい茶の色の髪かみを持つ、山やま吹ぶき色いろの狩かり衣ぎぬ姿の男おの子こだ。

　淡あわい茶色の瞳を輝かせ、半歩先を歩く主あるじへ明るく声をかける。

　黒髪の、こちらも萌もえ黄ぎ色いろの狩衣を着けた二十代半ばの男は微かすかに口元を綻ほころばせるが、返事はない。

　それはいつものことだったから、茶の髪の男子はまったく気にしなかった。それよりもこれから五年ぶりに対面する、神結神社の巫女姫との再会の方が愉たのしみで、そわそわと落ち着かない。

　一の鳥とり居いから二の鳥居まで百二十五段の階きざはしがある。

　跳はねるように元気よく上る男子に、男はくすりと笑った。

「御子こそおまえの姿を見て驚くだろう」

「えっ、そ、そう思われますか？　高たか遠とおさま」

「蘇す芳おう丸まるはずいぶんと背せ丈たけが伸びたからな」

　明るい茶の髪と瞳は幼おさない頃のままだが、背丈はぐんと伸び、今や男──高遠と肩を並べんばかりだ。

「ああ、もう蘇芳丸ではなかったな。芳よし雅まさ」

　先日元げん服ぷくを済ませた男子は、蘇芳丸という幼よう名みようから、芳雅と名を改めている。

　蘇芳丸──芳雅は、まだ呼ばれ慣れていないからか、くすぐったそうに首を竦すくめ、はいとうなずいた。

　二の鳥居を潜り、参道を進んでいたところで、ふたりの目がある方向にくぎづけになる。

　舞まい殿どのだ。

　高さ一丈ほどある舞殿に、ひとりの姿があった。

　桜春祭に舞う舞の稽けい古こだろう。真剣な顔で、巫女装しよう束ぞくを着けた女性が舞っていた。

　やわらかく優ゆう雅がな手しゆ指しの所しよ作さと、素早い動きながら、音を立てない足あし捌さばき。

　円を描えがくように舞うその姿は、まるで羽は衣ごろもを纏まとっているかのように、今にも宙を駆かけてゆきそうだ。

　美しいのは舞だけではない。

　二は十た歳ちとなった舞姫は、雪のように真っ白な髪を長く伸ばしていた。伏せた瞳を縁ふち取どる睫まつ毛げは長く、頰ほおに影を落としている。

　健やかそうな滑なめらかな肌はだと、淡あわく色づく頰。小さな鼻の下の唇くちびるは、桜花のようなと謳うたわれるだろう。

「……巫女姫さま」

　芳雅の小さな呟つぶやきが聞こえたわけではないようだが、舞姫はぴたりと足を止め、下方──高遠らに目を向けてきた。

「高遠殿、芳雅殿。お久しぶりです。ご健けん勝しようでいらっしゃいますか？」

　そう言って、にこり、と微笑ほほえんだ。










　舞殿から降り、ふたりの青年の前に立った花菜は、まあ、と大きく目を見開いた。

「芳雅殿、本当に立派になられましたね」

　文ふみのやり取りはしていたため、元服を済ませて名を改めたことも知っている。

　けれど五年ぶりに再会した蘇芳丸……芳雅は想像していた以上に大きくなっていて、花菜は思わず手を伸ばして、背丈を己おのれと比べてしまった。

「は、はい。巫女姫さまもお元気そうで何よりです」

　声もまたずいぶんと変わった。けれどはにかむような笑顔は以前の蘇芳丸の頃のままで、花菜もまた笑みを深くする。

「御子、その髪は」

「……これですか？」

　高遠の問いに、花菜は前髪のひと筋すじを掬すくって指に絡からめた。

　五年前の、別れのすぐあと。

　花菜の髪の一部が、まるで彼かの方かたのもののように、漆しつ黒こくに染まった。

　変化は突然で、神結島に戻ってきた直後だった。

　どうして髪の一部が黒くなったのかは分からない。

　ただ、

「御ご神しん体たいが白から黒に変わったからかもしれない、とふたりで話しているのだよ」

　三人はそう説明する声の方へ、同時に顔を向けた。

「神結さま」

　お久しぶりですと、ふたりが父彪ひよう吾ごと挨あい拶さつを交かわすのを見ながら、花菜は黒く染まった髪を、痛みを感じるほど強く引いた。

　現在神結神社の御神体は、ふたつ……正確にはひとつ半ある。

　ひとつは龍りゆう王おうからもたらされた漆黒の珠たま。

　もう半分は、古いにしえより伝わる純白の珠。半分は女め神がみ千ち生お音ねの手に戻された。

　黒くろ御み珠たまは、高遠が花菜の袂たもとに入れてくれたのだとのちに聞き、心から感謝した。

　この珠があれば、彼の方との日々が幻まぼろしではなかったのだと、そしてもしかしたら再び見まみえることができるのではないかと、そう思い続けることができる。

「父上、わたしもう少し舞の稽古をいたしますね」

「ああ、高遠殿、それから蘇芳丸……ではなく、芳雅殿、館やかたへ案内しよう」

「巫女姫さま、また舞を教えていただけますか？」

　芳雅の頼みに、花菜はにこりと笑ってうなずいた。




「よく来てくれたね、ふたりとも。前回はいろいろあったから、今年の祭りは愉しんでいきなさい」

　彪吾は柔にゆう和わに目を細めながら、ふたりを館へと連れてゆく。

「御子はあまり元気がないようだ」

　ぽつりと高遠が呟くと、彪吾はふと立ち止まる。

　静かに微び笑しようし、目を伏せた。

「あの子の刻ときは、五年前から止まったままだよ」

　わたしも花菜のことは言えぬが、と彪吾は己の胸の内で呟いた。

　賑にぎやかだった境けい内だいは、花菜とふたりになってとても広く感じた。

　匡きよう一いち郎ろうと花菜が剣の稽古をする際、境内中に響き渡っていた音も、気合も。

　丸いものを見ると飛びつかずにはいられない、白地に黒交じりの毛け並なみの猫の騒がしい鳴き声も。

　時折起こった、些さ細さいな喧けん嘩かの声も。

　屈くつ託たくのない花菜の笑い声も。

　すべて、聞こえなくなった。

　懐なつかしい日々。決して忘れることのできない日々だ。

　表面上は、花菜はとても穏おだやかだ。よく笑みを見せるし、優しいところも変わらない。ただ、何かあると必ずあの黒く染まった髪を手で梳すく癖くせができた。

　まるでその髪が匡一郎のものであるかのように、優しく、時に強く、何度も指に絡める。

　あの黒髪に触れる時、花菜は匡一郎を思い出しているのだろう。

　匡一郎と王虎がいた日々を、彪吾も折に触れ思い出す。

　過去を振り返らず、前を向いて生きてゆこうと思っていても、やはりそう簡単にはいかない。

　花菜にいたっては、将来を約束した匡一郎がいなくなったのだ。以前と同じ気持ちで生きていけなどと言えるはずもない。

「わたし、巫女姫さまが少しでもお元気になりますよう、覚えた舞をたくさんご覧いただきます。高遠さまも、笛を吹いてくださると思います……！」

　微かに目を伏せて笑う彪吾へ、芳雅は元気になってください、と覗のぞきこんできた。

　高遠もまた、気遣わしげな視線をよこしてくる。

「ああ、ありがとう」

　青年たちの心遣いが嬉うれしくて、彪吾は顔を上げると礼を言った。
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　克こつ己き王おう。

　わたしがつけた名。

　いくつもの名前を用意して、毎日毎日黒こつ貴き島とうへ通った。

　今日こそはと考え抜いた名前を、貴方あなたはいつもあっさり首を振って、それは厭いやだあれは厭だと言うものだから、とてもとても難しかったし、わがままね、なんて思ったわ。

　ようやくこの名でいいと貴方がうなずいた時、わたしは本当に嬉うれしかった。

　そして貴方はこう言ってくれた。

『生しよう涯がいをかけて、そなたを守ろう』

　約束もした。

『そなたのものになろう。確かに約した』

　──それなのに、今、貴方はここにいない。

　ねえ、克己王……。匡一郎さま。

　生涯をかけてとは、ずっと傍そばにいてくれると、そういう意味ではなかったの？

　わたしの胸に刺さった棘とげは、神々からの仕置きの棘じゃない。

　貴方がいないことで芽め生ばえた、貴方がわたしに与えた棘だと……。貴方は分かっているかしら。
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　女め神がみ千ち生お音ねとの戦いから五年。

　彼かの方かたが去ってから五年。

　身体からだは成長し、顔立ちも少しは大人おとなびただろう。けれど花はな菜なの心は、五年前から少しも変わっていない。そしてあの日のことを思い出すたびに胸が痛くなる。

　その痛みは年を経へても癒えることなく、未だ生なま々なましく花菜の内に在あり続けた。

　花菜は舞まい殿どのに戻ると、稽けい古こを再開した。

　五年の間、幾いく度どとなく神降ろしの舞を舞った。

　どうか降りてきてと心から願いながら。

　けれどあの日劫ごう龍りゆうが言ったように、神と人の世界はきっぱりと分かたれてしまったのだろう。足に血が滲むほど舞っても、神は降りてこなかった。

　今ほど千生音の心が理解できたことはないと、花菜は思う。

　五年前、花菜は自分が一番、千生音の気持ちがわかるだろうと思った。けれどそれはとてもおこがましいことだったのだ。

　決して手の届かない場所にいる彼の方に今一ひと度たび会いたいと、共に生きていきたい、と……。そう願い続けることがどれほどの痛みを伴ともなうのか、花菜は自身がその立場に置かれて、初めて、本当に心から思い知ったのだ──。

　無心に舞うようにと幼い頃から言われてきた。けれど花菜はどうしても彼の方のことを、片時も心の内から消せずにいる。

　──届いてはおりませんか。天の上から、この舞を見てくださってはいませんか？

　花菜は舞い続けた。

　いつものように。

　誰かに止められるまで、半刻でも一刻でも。

　もしかしたら彼の方が降りてきてくれるのではないかと……。ほんのわずかな望みに縋りながら。
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　桜おう春しゆん祭さいでは、二日目の昼と三日目の夜に奉ほう納のう舞まいをする。

　一日目、午前中と夜は神かん主ぬしである彪ひよう吾ごの手伝いをし、空あいた時間は外と谷や家の綾あや女めや祭りに合わせて帰島した尊たか平ひら、また芳よし雅まさや高たか遠とおとも島中に出て愉たのしんだ。

　尊平は五年前の騒動の際投とう獄ごくされたが、その後無実が証明され、無事出獄することができた。

　薬やく師しとしてもまずまずで、今は師し匠しようである丹たん羽ば氏の娘むすめと祝しゆう言げんを挙げ、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな日々を送っているという。

　彪吾が白い妖あやかしの仲間かもしれないという疑いも、間もなく晴れた。

　彪吾が京処みやこに溢あふれた腐ふ者しやを浄じよう化かしてくれたことを、京処みやこ人びとたちは目撃していたからだ。

　京処みやこや鎌かま蔵くらからは、あれ以来、白しろ髪かみの御み子こをかどわかそうという不ふ埒らちな輩やからはひとりも来ていない。

　恐おそらく本当に神しん龍りゆうが御子を守護しているのだと知り、恐おそれを為なしたのだろう。

　高遠の主である賀か茂も利とし嗣つぐも、白髪の御子になど初めから関わり合いなどなかったぞ、とでもいうかのように、ぱったり口にしなくなったそうだ。

　五年間、花菜の生活はとても平へい穏おんだった。

　桜春祭の間は、海辺で大きな市が開かれていて、大陸渡りの珍しいものも並んでいる。

　一緒に店を覗いていた高遠が珊さん瑚ごの髪飾りを手にし、花菜の白い髪に押し当てた。

「御子の髪に似合うな」

「高遠殿、わたしに髪飾りは必要ありませんよ。たくさん持っていますので」

　花菜はにっこり笑って、その場からスイと離れた。

　すぐに高遠は追ってくると、隣に並んだ。

「貢みつぎ物ものくらい受け取ってもらってもいいと思うが」

「お気持ちだけで充分です」

　花菜はすたすたと歩き、市から出てしまう。

「気持ちは受け取ってくれるのか？」

　後ろからの声に、花菜はむ、と眉まゆ根ねを寄せ、高遠を振り返った。

「高遠殿は不ふ屈くつの精神をお持ちですね」

【わしもそう思うぞえ。いい加減この娘のことは諦あきらめればいいじゃろうに】

　幼おさない割には老人めいた喋しやべり方をする声が、ふたりの会話の間に挟まれた。

「……本当に兎う執しつは天に戻らなかったのね」

　赤く染まった高遠の右目……兎執を、花菜はひどく切せつない眼まな差ざしで見つめた。

「文ふみにも書いたと思うが」

「ええ。……兎執はなにゆえ天に昇のぼらなかったのでしょう」

　恐おそらく、と高遠は推測を口にした。

「俺と夜や叉しや丸まるの腹は繫つながっている。夜叉丸はほかの人間に憑つくこともあるが、必ず俺の許に戻ってこなければならない」

　だからもし兎執を天に戻すとするならば、俺もゆかねばならないからだろう。

　高遠はそう言った。

　……繫がっていたから。

　彼の方も、王おう虎こも、そして恐らくまだすべての身体を集め終えていない負ふの言こと霊だまの輪に繫がれた獣けものたちも、天に昇ったのだろう。

　劫龍は地上にいる神々をすべて天に戻すと言っていたから。

　兎執のみが、人と分かたれることができないから残された。

　──うらやましい。

「御子はまだあの黒き龍を想っているのか」

　高遠の問いへの返事は、すぐには口にできず、花菜は海へと視線を転じた。

　海風が花菜の長い髪を嬲なぶり、高遠の視線から横顔を隠した。

「──わたしの気持ちは今も変わりません」

「高遠さま、巫み女こ姫ひめさまぁ！　そちらにいらっしゃったのですか！」

　高遠が何事か言いかけた時、時じ宜ぎよく芳よし雅まさが声をかけてきた。

　花菜は高遠の言葉を聞く前に、芳雅の方へと歩く。すぐに高遠は隣に並ぶが、それ以上何も言わなかった。
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　桜おう春しゆん祭さいの最終日である三日目、境けい内だいには神かみ結むすび神社の巫み女こ舞まいを目当てに、たくさんの人々が集まっていた。

　ほかの色を一切排した、純白の巫女装しよう束ぞくを身に纏った花菜は、足音を立てず、ゆっくりと階きざはしを昇のぼった。

　舞まい殿どのに入る前に一礼し、足先をつける。

　額には前まえ天てん冠かん。五年前には中央に白い御ご神しん体たいを収めていたが、今こ宵よいは黒くろ御み珠たまがそこにある。

　花菜は息を整えて、目を閉じた。

　採とり物ものである桜さくらの枝を持つ手を、滑なめらかな動きで真まっ直すぐ前に出す。そこから頭上へと向け、さらに下方へ。

　指先の動きに目を奪われていた見物人たちは、巫女がすでに舞殿を半周していたことに気づき、いつの間に、と目を丸くする。

　優ゆう雅がな手の動きに合わせて進む歩調は軽かろやかで、踵かかとをつけずに爪つま先さきだけで移動する。

　袴はかまの裾すそを、千ち早はやを翻ひるがえしながら、花が咲き、舞い、散るさまを、繊せん細さいな指の動きで美しく表現する。

　見物人たちの口から感かん嘆たんのため息が零こぼれ落ちる。口をきく者はひとりもなく、誰もがただひたすらに巫女の舞う美しい舞に見み惚とれていた。

　その時、花菜の舞に添うかのように、龍りゆう笛てきの音ねが鳴り響いた。

　人々は我に返るが、すぐにその笛の調しらべと巫女舞が、初めからひとつであったかのように感じて、なお一層うっとりと目を細めた。

　この世ならぬものを見て、聴いているかのようだ。

　花菜も久しぶりに、舞そのものを愉たのしんでいた。それは高遠の笛の音によるところが大きい。

　花菜は次第に忘ぼう我がしてゆき、身体からだの芯しんが透明に澄すんでゆく。

　常つねならばその場所に神を迎える。

　だがそこはいつまでも空のまま、どの神も満たしてはくれない。

　──かなしくてくるしくていたい。

　千ち生お音ねは泣きながら言っていた。

　──ええ、本当に。

　悲しくて苦しくて痛い。……とても。

　舞いながら花菜の瞳から涙が溢れてくる。

　その涙すらも本当に久しぶりに流す。

　彼の方がいなくなって、花菜は身も世もなく泣いた。身体が干からびてしまうのではないかと思うほど嘆なげき続けた。

　そうしてもう本当に彼の方がいなくなったことを受け止めた時。

　花菜は泣くことをやめた。

　頰を伝う涙が温あたたかいと、久しぶりに感じる。

　高遠の笛の音に導かれながら、添いながら、花菜は舞い続けた。










　ポツリ、と。

　見物人の額に、冷たい粒つぶが落ちてきた。

　うん？　と数人が一斉に夜空を見上げる。

　ポツ、ポツ、と仰あおのいた顔を濡らしたのは雨だ。

「ああ、雨だよ」

　少しくらいの雨ならば、このまま見物していようと誰だれもが思った。ところが最初こそ小雨だったのに、いきなり豪ごう雨うに変わったのだ。

「うわ……ッ！」

　舞殿の周囲には屋根などない。

　見物人たちは痛いほど降り注そそぐ雨を避よけて、庇ひさしのある場所まで大急ぎで走った。

　まるで嵐あらしのようだと誰かが言うと、確かにそうだと皆うなずいた。

　舞殿の周囲には、ひとりの姿もなくなり、彪ひよう吾ごもまた、舞殿から少し離れた場所に避ひ難なんしていた。

「……花菜」

　だが花菜は、この豪雨にも気づいていないのか、ひたすらに舞っている。

　舞殿には屋根があるが四方に壁はないから、足を濡ぬらしているだろうに。

　彪吾は娘の姿に目を凝こらした。

　すると──。

「花、菜？」

　──見間違い、か？

　夜目にも白い花菜の髪が、少しずつ、ほんの少しずつ、闇やみを溶かしこんだかのように、黒くなってはいないか……？

　彪吾は土ど砂しや降ぶりの中、思わず舞殿の方へ足を踏み出した。

　と。

　にゃあ。

　足元から猫の鳴き声がした。

　彪吾は咄とつ嗟さに舞殿から地面に視線を落とす。

　白地に黒交じりの猫が、足に絡からみつくように身を寄せていた。

「──」

　目の錯さつ覚かくだろうか。

　彪吾はそう思いながらも膝ひざを折り、濡ぬれそぼりみすぼらしい様子の猫を抱き上げる。

　──額ひたいに、傷。

　まさか。

　だが、──本当に？

「……櫟あららぎ？」

　彪吾がつけた名を呼ぶ。すると猫はにゃあと鳴き、小さな牙きばを剝むき出だしにして笑った。










　雨の音も見物人たちの声も、花はな菜なの耳には入ってこない。

　途中高たか遠とおが吹き鳴らす笛ふえの音ねが途と絶だえことすらも気づかないほど、花菜は目を閉じて舞に集中した。

　だから己おのれの白い髪が少しずつ色を変えてゆくことも、まるで気がつかなかった。

　くす、と笑う声が耳に飛びこんできた。

　──……？

　忘我していたはずなのに、どうして笑い声が聞こえてきたのだろうと、花菜は舞に響かぬ程度に首を傾かしげる。

　──花菜。

　今度は呼ぶ声。

　その声を聞いた途端花菜はぴくりと身を震ふるわせた。けれど瞼まぶたは開かない。

　きっと幻げん聴ちように違いない。けれど目を開けさえしなければ、もしかしたらもう一度幻まぼろしの声を聞くことができるかもしれない。

　花菜はそんなことを思いながら、決して足を止めず、視界を閉ざしたまま舞い続けた。

　──いい加減目を開けてはくれないか？

　──厭いや。だって目を開けても、姿はきっと、わたしが作り上げた幻に違いないわ。

　すると、疑り深いなとため息をつかれた。

「だって降りることを禁じられているのでしょう？　わたしを守るために。地に立てば、胸に刺さる棘とげは、わたしの命を奪うのだから」

　とうとう胸の内で呟くだけでなく、声にしてしまった。

　すると、

「棘はもうない」

　はっきりと、声が聞こえてきて──。

　花菜は、もうどうしても堪こらえきれず、足を止めた。

　けれど恐くて、ずっとずっと心の底から願っていたのに信じられなくて、目を開けることだけはできなかった。

　だから逸はやる胸に手を当てながら、そろりと問うた。

「棘は、ない？」

「ああ」

「どうして……」

「それを答える前に、花菜。目を開けておくれ」

　そっと目の縁ふちに何かが触れる。指、だろうか。

　花菜は身を震わせた。

「目を閉じたまま、ということは、ねだっているということか？」

　え、と声をあげた時には、花菜は唇くちびるを塞ふさがれていた。

「──ッ！」

　この感触が幻だなんて、もう絶対に思えない。

　花菜はとうとう、そぉっと両の目を開いた。

「やっと目を開けた」

　秀しゆう麗れいな面おもてに、悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮かべたひと。漆しつ黒こくの瞳がうっすらと細められ、花菜の瞳を覗のぞきこんでくる。

「花菜、見てごらん」

　示されたのは、鎖さ骨こつのちょうど下、天からもたらされた鈍にび色いろの棘が刺さったところだ。

　棘は跡形もなく消え失せていた。

「どう、して……？」

　そう言うだけで精いっぱいだった。

　名前を呼びたいのに、もっとたくさん、矢や継つぎ早ばやに問いたいことはたくさんあるのに、息苦しくて、目の縁が熱くて、言葉が出てきてくれない。

　唇が戦慄わなないて、それを止めるために花菜は下唇をぎゅっと嚙かみしめた。

　──どうしよう、泣いてしまいそう。

　けれど泣いて視界が揺れたら、もしかしたらこの姿は消えてしまうかもしれない。だから花菜は下唇を嚙みながら涙を堪え、目の前で笑うひとを、必死になって見上げた。

「以前言っただろうか。──神の言こと霊だまは絶対だ、と」

「……聞いたことがあります」

　だから劫ごう龍りゆうが、神々は天に戻らねばならないと宣せん告こくした時、それは必ず叶かなえられなければならない言霊となったのだと、花菜は理解していた。

「言霊は必ず成就せねばならない。それも分かるか？」

「はい」

　何が言いたいのだろう。花菜は懸命に意味を咀そ嚼しやくしようとしたが、目の前の存在が、余よ所そ事ごとを考える余裕を与えてくれない。

「『生涯をかけて、そなたを守ろう』。そして『そなたのものになろう。確かに約した』」

　花菜はスウ、と息を止めた。

「おまえが幼い頃に約した言霊だ。そなたのものになろう、とな」

　それはつまり、言霊にも優先順位があるということなのか。

　ならば。

「ならばなにゆえもっと早く戻ってきてくださらなかったのです──！」

　豪雨でなければ、境内中に聞こえそうなほどの大声だった。力いっぱい相手の胸を叩たたき、そうしながら花菜はついにぼろぼろと大粒の涙を零こぼした。

「どれほど……っ、わたしが……っ」

　詰なじってやりたいのに、言葉が続かない。しまいには盛大に顔をくしゃくしゃにして号ごう泣きゆうしてしまう。

「──花菜」

　赤や児やのように泣き止まない花菜に、彼の方──匡きよう一いち郎ろうもさすがに困惑したのだろう、そっと背中に触れると、引き寄せてきた。

「……っ」

　懐なつかしい温もり。優やさしくて、力強くて、何度も何度も花菜を抱きしめてくれた、この腕。

　それが、今再び触れてくれている。

　花菜はしゃくり上げながら、無む我が夢む中ちゆうで匡一郎にしがみついた。

「待たせてすまなかった。……互いの言霊が逆の意味を持つ時は、力比べとなる。俺と劫龍のどちらの言霊が強いかを競きそった」

「競、った？　何を、なさったのです？」

「鈍色の鎖くさりは、劫龍と天にいる他神の力が縒よられたものだ。身体に巻きついたその鎖を引きちぎることができたら地に戻り、おまえとの約束を叶えると宣言した」

「鎖を、引きちぎる……。もしや」

　──匡一郎さまは五年前に天に昇ってから今日までずっと、鎖に拘束されていたということ……？

　花菜の面にサッと緊張が走る。匡一郎のあちこちに触れて確めると、着物の袖そでから覗く手首から下か膊はくにかけて、まるで毒どく蛇へびが這ったような、引き攣つれた痕あとを見つけてしまう。

　あっと思わず声をあげ、花菜は震える指先でその痕を癒いやすようにそっと撫なでた。

「気にするな。そのうち消える」

「……痛みは？」

「おまえに泣かれるよりは痛くない。──というわけで、花菜、笑ってくれ」

　再会して以来、花菜は一度も笑顔を見せていない。けれど笑顔より先に涙が溢あふれてきて、今も、どうしても止めることができない。

　匡一郎はとめどなく涙を零す花菜に苦笑し、そうして頰を伝う雫を優しく拭ぬぐった。

「……待たせてすまなかった、花菜。莫ば迦か虎とらも戻ってきているぞ」

「王おう、虎こも……？」

　匡一郎も王虎も戻ってくるなんて、都つ合ごうのいい夢ではないのか……？

「言霊の履り行こうを宣言してきた。おまえの胸の棘も抜くことができた。『そなたのものになる』ために、俺はおまえの傍にいる。これからもずっと」

「……夢、ではない？」

「ああ」

　花菜は両手でそっと匡一郎の頰に触れる。

　確かな感触。──本当に幻ではない。

「花菜、呼んでくれ」

　俺の名を。

　望まれて、けれど唇が震えてしまっているから、きっと情けない声しか出てこない。それでも花菜は懸命に息を整えて、夜を写す漆黒の瞳をじっと見つめながら、そっと囁ささやいた。

「匡一郎さま」

　名を呼んだ途端、唇は匡一郎に奪われた。

　唇は潤ほとび、そして熱い。息すらも奪われてしまいそうなほど深い口づけを受けながら、花菜はもっと傍に、互いの境界が曖あい昧まいになるほど近くにと、両手を匡一郎の背中に回し、ぎゅっとしがみつく。それでも足りなくて、もどかしくて、花菜は自ら唇を押し当てた。

　深く結び合わせた唇が離れ、熱い息が唇をくすぐる。

「……ん……」

　思わずあえかな声を零した花菜の唇にもう一度触れ、匡一郎は熱を孕はらんだ眼差しを注そそいでくる。

「少し身の丈たけが伸びたな」

「……そう、ですか？」

「髪も伸びた。それにずいぶんと大人おとなびた顔をするようにもなった」

「もう大人ですから」

　対する匡一郎は、五年前とほとんど印象が変わっていない。眼まな差ざしも、微笑ほほえみも、揶や揄ゆするような口く調ちようすらも。

「では大人になったおまえへ、改めて告げようか」

「……はい？」

「花菜、俺は生涯おまえを守ることを、そして共に幸福となることを誓ちかう」
















　幼い頃約束してくれた言霊が脳のう裏りを過よぎる。

　あの時と同じ、とても嬉うれしい。そして神の言霊ではないけれど、己おのれの精いっぱいの真ま心ごころを込めて、愛するひとへ、想いを告げた。

「わたしも誓います。匡一郎さまと共に幸福となることを」

　次の瞬間、匡一郎は軽々と花菜を抱きかかえた。

「きゃ……っ」

「では、まずは祝しゆう言げんだ」

「あ、は、はい」

「俺は今すぐに挙げても構かまわぬが、一応おまえの意見も聞いてやろう」

　サッと頰を赤らめる花菜を、匡一郎は、どうする？　と悪戯っぽく覗きこんでくる。

　だが花菜の答えは明めい瞭りようだった。

「では神さま方に邪じや魔まされる前に、今すぐいたしましょう」

　即そく座ざに返事をすると、そう返されるとは思っていなかったのか、匡一郎は瞠どう目もくし……、だがすぐにやわらかく目を細める。

　そうしてその名のとおり、花が咲き綻ほころぶような笑顔を見せた黒き龍の花はな嫁よめを、生涯の伴はん侶りよは今ひとたび強く抱きしめた。


了













あとがき






　こんにちは、香こう月づき沙さ耶やです。

　まさにたった今、最後の確認作業を終えたところです。

　ちょっと泣いてしまいそう。

　最終巻となるこの話を無事書きあげることができて、とても嬉うれしく、安あん堵どもしていて、でもやっぱり寂さみしい。

　最初に担当さんへプロットを送った時には、よもやこんなふうに巻数を重ねていけるとは思っていなかった本作、ここまで書き続けられて、本当に幸せでした。

　そして同時に、続けていくことの難しさも常つねに感じていました。

　花はな菜なや匡きよう一いち郎ろうたちだけでなく、書き手である自分も、ちょっとずつでも進んでいかないと。

　成長できたかどうかは分かりませんが、それでもここに辿たどり着けたのは、読み続けてくださった読者の皆さまのお陰です。

　本当に、ありがとうございました。




　今回は脱だつ稿こうするまでずっとパソコンの不調に悩まされました。

　ほぼ毎日執筆中にフリーズし、データを送信するたびにフリーズし、今日はもう休もうと電源を落とそうとすればフリーズし……。

　一時四十八時間以上休ませなかったから、そんなに働かせるなよと拗すねちゃったのでしょうか。

　今は調子が悪くないので、やはりパソコンからの無言の抗議だったのかもしれません。

　ごめんねと言いたいところですが、その日のノルマを書き終えた直後に動かなくなるのは、ものすごく心臓に悪いので、もうこれっきりにしてもらいたいな。よろしく頼みますよ。




　そんなこんなで書き終えた直後に、

「あとがきは何ページでもいいですよ。なんなら七ページでも！」

　と担当さんに言っていただいたのですが、七ページなんてなんの苦く行ぎようですか冗じよう談だんですよねと思っていました。ところが改稿を終えたあとにも、五ページでも七ページでも、とやはり仰おつしやる。

　え、マジですか冗談じゃなかったんですかと、思うだけでなく口に出してしまったような。

　迷わず五ページにしてもらいましたが、五ページでも過去最長ですよ。

　うーわー、何を書けばいいのかしらと悩みつつ、やはりここは裏話でしょう、ということで、ちょっとした製作秘話（というほど大おお仰ぎようなものではありません）を書かせていただきますね。




　とあるところでも書いたのですが、『神かみ破やぶりの姫ひめ御み子こ』は最初、現代を舞台にしようかなと考えていました。

　すでにうろ覚えですが、神かん主ぬしの娘（女子高校生）が龍りゆうと虎とらの神様に見み初そめられて、双方から熱烈アプローチを受けて翻ほん弄ろうされまくってしまう……といったような話だったかと。

　あれ、今思うとラブコメだったのかも？

　担当さんからのアドバイスで今回のような話に落ち着いたわけですけれど、もし最初に考えたように進んでいたら、花菜は匡一郎と王おう虎こから迫られたということです。

　それはそれで楽しかったかもしれませんが、花菜の受難度は別の意味でさらに上がっていたに違いありません（笑）。




　各キャラクターの話を少し。

　主人公の花菜は、ある方面から見れば特別だけれど、超人的な能力や不思議な術で物事を解決するのではなく、自分の力が足りないことにもどかしさを感じながらも、決して諦あきらめない少女を書けたらいいなと思っていました。

　あとは可か愛わいげを。手に持つものが刀であれ桜の枝であれ、凜り々りしいなかにも可愛らしさがあってほしいな、と。

　匡一郎は、お手紙やメールで感想をお寄せくださる皆さんが一様に、『匡一郎さん』とか『匡一郎さま』とか書いていらっしゃったので、ちょっと面おも白しろかったです。

　そういえば担当さんもたまに『匡一郎さん』と呼んでいらしたような。

　呼び捨てでもきっと大丈夫ですよー。

　一いち途ずなひとというのは、芯しんがぶれずに書けるので、そういう意味で匡一郎は書きやすいキャラでした。

　そして匡一郎以上に書きやすかったのが王虎です。

　暴れん坊の彼ですが、王虎が出てくるシーンはほとんど手が止まらず、あれで一番の優等生キャラだったのです。

　王虎の飼い主、彪ひよう吾ごお父さんは、結婚もしていないのに三人（ふたりヒトに非あらず）の子を立派（？）に育て上げた、このシリーズ中、一番の苦労性ですね。

　今回凪なぎかすみ先生に、メインキャラの四人をカラーで描いていただきました。

　この表紙のラフをいただいた時、あまりにも花菜たちが幸せそうに笑っていたので、実はわたし、本気で泣いてしまいました。

　シリーズを通して、花菜たちメインキャラはもちろん、たくさんの脇役たちもとても魅力的に描いていただいた凪先生には、感謝してもしきれないほどお世話になりました。

　初めて花菜と匡一郎のキャララフを目にした時から、わたしの頭の中では凪先生の絵で彼らが喋しやべり、怒り、泣き、笑っていました。

　高たか遠とおが持つ笛の龍の頭や猿えん鬼きの額ひたいの印しるしなど、先生からいただいたアイディアはいくつもあって、『神破』の世界観をぐっと広げていただきました。

　凪先生、本当にありがとうございました。

　また、この話を書くきっかけを与えてくださった担当さんにも、心からお礼を。

　不慣れな部分もあり、さごかし迷惑をおかけしたかと思いますが、お世話になりました！

　校閲さまやデザイナーさま、営業の方や印刷所の方……たくさんの方々の手をとおして、一冊の本が発売されます。

　この本に携たずさわってくださったすべての皆さまに、お礼を申し上げます。

　そして最後に、お手に取ってくださった読者さまへ。

　シリーズ最終巻となりますが、楽しんでいただけたでしょうか。少しでも面白かったと思っていただけたら幸こう甚じんです。




　それでは、今度は新しい話でお会いできますよう、心より願っております。





香月　沙耶　拝
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Saya Kohzuki




６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

原稿後の楽しみとして購入した映画や舞台のＤＶＤ数が、未視聴のまま２桁超えに……。

今度ＤＶＤ ＷＥＥＫを設けるぞーと思っています。

『神破の姫御子』５巻です。

楽しんでいただけたら嬉しいです♪
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７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型・鳥取県在住

『神破の姫御子』もついに最終巻。

万感の思いを込めて描かせて頂きました。

どうぞ楽しんで頂けますように！
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